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　アールスハイド高等魔法学院のとある研究会の会員のみで結成された魔法師集団『アルティメット・マジシャンズ』

　人類の敵、魔人の二度に渡る襲撃から民衆を救ったとして、勲くん章しようが授与された。

　中でも、この叙じよ勲くんがここ数ヶ月以内で二度目となるシン。

　その異例ともいえる活躍により、アールスハイド王国国王であるディセウム＝フォン＝アールスハイドより『魔王』の二つ名が贈られた。

　この世界にはない『魔王』という言葉は、魔法使いの王という意味を見出した国民によってすんなりと受け入れられた。

　シンは王太子であるアウグストの前で、ついウッカリ口を滑すべらせたために父親であるディセウムまで話が伝わってしまったことを後悔するが、時すでに遅し。

　元々シンの注目度が高かったこともあり、『魔王』という二つ名は、あっという間に国民の間に広がってしまった。




　一方で、帝国を陥かん落らくさせて以降分裂してしまった魔人達。

　保守的ともとれるシュトロームに業を煮やした過激派の魔人達が分裂し自分達で各国を攻めようとしたのだが、彼らは全員が元帝国の平民。

　教育を受けさせてもらえない帝国の平民には、決定的に思考能力が足りていなかった。

　そのことを、シュトロームの側近である、元もと帝てい国こく諜ちよう報ほう部ぶ隊たい隊たい長ちようのゼストに利用され、最大の敵となりうる相手、シンの戦力分析と弱点解析のエサとして利用された。

　その結果、過激派の魔人に潜り込んでいたゼストの部下ローレンスは、二度の襲撃で判明したシンの強力な攻撃力と鉄壁の防御力から、シン本人の直接攻略を断念。

　本人ではなく、周りから攻略することはできないかと思案していたローレンスは、二度目の襲撃の際にあることに気がつく。

　もしかしたら、シン＝ウォルフォードという規格外の魔法使いを攻略する糸口になるかもしれないと考えたローレンスは、すぐさま上司であるゼストに報告。

　その報告を受けたゼストは、次の行動に移る準備を始めた。

　魔人達が次の作戦を考え、実行しようとしていたその時。

　シン達は……。













　最悪の事態だ。

　なんとか回避しようと思っていた魔王の二つ名を、よりにもよって叙じよ勲くん式しきでディスおじさんから与えられてしまった。

　あんな公おおやけの場で宣言すれば、そりゃあもうあっという間に王都中に広まったさ。

　あの俺にとって二回目の叙勲式の後、街を歩けば……。

「あ！　魔王様！」

「きゃあ！　魔王シン様よ！」

「魔法使いの王……本当に相応しいわね」

　俺を呼ぶ時は二つ名が付くようになってしまった。

「もう……外を歩けない……」

　外を出歩くと、魔王、魔王と連呼されるため、ここ最近は外出を控えてる。

　気軽に外を出歩けない状況なので、シシリーとデートすることもできず、会うのはもっぱら家の中ばっかりだ。

「き、気にしなくて良いじゃないですか。恥ずかしいのは言われ慣れてないからで、慣れれば大丈夫ですよ」

「慣れたくない……」

「でも、チーム名もいつの間にか慣れちゃったじゃないですか。二つ名もすぐに慣れますよ」

　俺の隣に座ってるシシリーは、そう言ってニッコリ笑ってくれた。

　相変わらず俺の事を親身になって心配してくれるシシリー。

　本当に良い娘だなあ……。

「やるねえシシリー。シンを完全に手て懐なずけてるじゃないか」

　シシリーの優しさに浸っていると、ばあちゃんがニヤニヤしながらそう言った。

「え？　そ、そんなつもりじゃ……」

「いいから、そのまま手懐けておくんだよ？　そうすれば夫婦仲も上手くいくってもんさね」

「は、はい！」

　ばあちゃん……そりゃあカカア天下の方が夫婦は上手くいくとはよく聞くけども、手懐けろはないだろ。

　そんで、シシリーも元気に返事したな。

「俺、シシリーに手懐けられちゃってるの？」

「え？　あ！　違うのシン君！　べ、別に手懐けてるとかそんなつもりは……」

「おや？　アタシの教えは聞けないって？」

「い、いえ！　そんなつもりは……」

　俺に突っ込まれ、慌てて言葉を修正しようとしたシシリーだったが、そこにばあちゃんからの追撃が入った。

「もうばあちゃん、可哀想だからやめなよ」

「ククク」

　シシリーが、この世界で今一番頭が上がらないのが多分ばあちゃんだ。

　嫁とつぎ先の絶対権力者。

　俺が冗談を言うのはともかく、それがばあちゃんだと正直ちょっと洒落しやれにならないことがある。

　なので、シシリーが安心できるようにフォローすることにした。

「気にしなくていいよ。ばあちゃん、からかってるだけなんだから」

　そう言って頭を撫なでてやる。

「あぅ……そうですか、良かったです」

　本気にするなという言葉と、頭を撫でられているからか次第に泣きそうだった顔がゆるんでくる。

「アッハッハ、なんとも初うい々ういしいねえ」

「ほっほ、しかしこの騒ぎでは二人で出掛ける事もままならんのう」

　爺さんの言う通り、叙勲式の後、チームの皆は気軽に出歩けなくなった。

　確かに、まだ皆の顔の認知度はそう高くない。

　しかし、叙勲を受けた者の名前や素性などはすぐに広がる。

　すると当然、彼らを知っている者も現れる。

　無防備に街を歩いていると、そういった人達に見つかってしまい、あっという間に囲まれてしまうのだ。

「これは早めにゲートの魔法を教えた方が良いな」

「そうですね……マリアはこの前、色んな男が声をかけてきてウンザリしたって言ってましたから」

「名前が売れてから寄ってくる男にロクなのはいない……か。片っぱしから吹っ飛ばしてる様子が目に見えるようだな……」

　彼氏が欲しいと言いつつ、言い寄って来る男は拒絶する。

　何がしたいんだと思うかもしれないが、マリアはナンパが嫌いなのだ。

　なので彼女は、今日もドラマティックな出会いを待ち望んでいる。

　しかし、現実とは残酷なもので……。

「相変わらずナンパされることが多いみたいで、結果そうなってるみたいです。私は……外に出る時はシン君と一緒ですから大丈夫ですけど」

　ちょっと照れながらそう言うシシリー。

　シシリーは大丈夫とは言っているが……実は彼女は一人で出歩かなくなった。

　いや、出歩けなくなった。

　外に出る時は常に俺と一緒か、爺さんかばあちゃんのどっちかと出掛けることにしている。

　実家の方にいる時も、必ず家の馬車で外出し、以前のように護ご衛えいもなしに出歩くことなどしない。

　なぜそんなことになっているのか？

　それは、スイード王国でのシシリーの評判がアールスハイドにも届き、彼女を『聖女』と崇め救いを求める者が多くなったからだ。

　一人で街に出れば、あっという間に囲まれ救いを求められる。

　それだけならまだしも、不埒な事を考える輩やからまでいるそうなので、以前とは別の意味で護衛しないといけなくなった。

　もっとも……今のシシリーをどうにかできる奴がいるとは思えないけど……。

　聖女というイメージが先行し、癒いやしに特化していると思われているため、力ずくでどうにかできると思っている連中が多い……と、この前ウチに来た警備隊のオルト捜査官が教えてくれた。

　なんでも、俺達をどうにかして悪事に引き込みたい連中というのがいるそうで……その捜査と検挙に大忙しなのだとか。

『苦もなく魔人を討伐できる貴方達を、自分達の仲間に引き入れられると本気で思っているようでして……救いようのない連中です』

　とりあえず警戒しておいて下さいと、忠告して帰って行った。

　という訳で、リンの要望に応えるという意味だけでなく、皆の安全の確保と、街に混乱をもたらさないために、ゲートの魔法は修得必須となったのだ。

「それにしても……民衆のシン君に対する期待が強くなっちゃいましたね……」

「やっぱり、こうなるよなあ」

　チーム全員が魔人を倒す力を持っている。

　そして……やめてほしいが、俺に魔法使いの王という二つ名まで付いてしまった。

　人類の脅きよう威いであった魔人を容易たやすく討伐することができる。

　それを実行できる人間がいる。

　その結果『魔人恐るるに足らず』という風ふう潮ちようが、以前からの懸念通り、街中に広がってしまった。

　できれば避けたかった事態になってしまったと、この前ウチに来たディスおじさんに言うと意外な事を言われた。




「それで良いんだよ。軍には士官から兵士に至るまで訓告をしてある。魔人を倒せるのはシン君達だけだとね」

　一般市民は魔人と戦うことはないから、浮かれていてもいいってことか。だけど……。

「軍の人達はそれで納得するの？」

「魔人を倒すには災害級の魔物を単独で討伐する実力が必要だと伝えたら……皆すぐに納得してくれたよ」

　そういえば、メイちゃんが言っていたな、災害級の魔物は軍のトラウマ製造機だって……。

　魔人の強さは想像できなくても、災害級の魔物の怖さは十分に理解してるって事か。

「でも、三国会談は？　それに影響があるかもって……」

「その事は心配しなくてもいいよ。確かに交渉が難しくなるかもしれないけど、国民の皆には魔人は恐るべき存在じゃないと思っていて欲しいんだよ。下手な危機感を覚えて国の雰囲気が悪くなっても困るからね」

「……情報操作ってことか」

　人類に勝ち目はない、世界が危ない……なんて風潮になったら、国が荒すさんでいくかもしれないからな。

「難しい言葉を知ってるね？　そういう事だよ」

　確かにディスおじさんの言ってる事は分かる。

　これが、アールスハイドだけの話なら特に問題はなかっただろう。

　だけど、今度三国会談が行われる予定がある。

　その会談に影響するかもしれないから悩んでいたのに……。

　そう思って、ディスおじさんに詰め寄ろうとすると、オーグに止められた。

「国との交渉は私の領域だ、お前が心配する事じゃない」

「……」

　うわ……海のコテージで、シシリーと一緒に予想していた台詞せりふを本当に言った。

「どうした？」

「い、いや……なんでもない……」

「……その事は後で問い詰めるとして、二国との交渉は私に任せろ。すでにいくつかのシミュレーションもできている」

「……そうだな。俺に交渉なんてできないし、オーグがそこまで自信があるなら、任せた方がいいな」

「そうしろ。適材適所ってやつだ」

　懸念していたことではあるが、結局俺にはどうすることもできない。

　なのでオーグに言われた通り、できる者に任せたほうがいい。

　そして、この件は俺の領域ではないと判断し、これ以上思い悩まないようにした。

　なんの解決もしてないので、心配なのはしょうがないけどな。

「ところで……さっきのは何なのだ？」

　街に蔓まん延えんするのは良くないと思っていた風潮に対して、一応の納得ができたところで、さっきの間をオーグから突っ込まれた。

「だから何でもないって」

「吐け！」

「何でもないって！」




「……あの後、オーグに問い詰められて大変だったな……」

「フフ、でもシン君の予想通りの台詞でしたね。私もつい笑いそうになっちゃいました」

「エリーに知られると、また面倒臭い事になりそうだ……」

「……」

　気持ち悪いことに、俺とオーグの仲を疑っている、オーグの婚約者であるエリーに知られると大変だから、シシリーには言わないように言っておこうと思ったのだが、シシリーが曖あい昧まいな顔をして沈黙してしまった。

　え？

「ま、まさか……もう知ってる……とか？」

「え、えーと……その……」

「……こら」

「エヘ？」

　人差し指を頰に当て、首を傾げるシシリー。ナニコレ、超可愛い。

　じゃなくて！

「可愛いけど、エヘ？　じゃなーい！　何やっちゃってんのさ！」

「きゃう！　ゴメンなさ……あぅ！　くすぐった……あん！」

「コレ！　こんなところでじゃれつくんじゃないよ。埃ほこりがたつだろう？」

「あ、ゴメン」

「はう……ふう……す、スイマセン」

「ほっほ、仲が良いのお」

　一番知られちゃいけない相手に情報を漏もらしたシシリーに、お仕置きとしてくすぐり攻撃を仕掛けていると、ばあちゃんに怒られた。

　夢中になってて、二人がいたのを完全に忘れてた……。

　ところで、さっきから何気なくシシリーがウチにいるけど、リッテンハイムリゾートから戻って以降、特に用がなくてもウチに来ている。

　こうやって爺さん、ばあちゃんと歓談したり、使用人さん達と仲良くなったりしている。

　嫁に入る前にウォルフォード家での生活にも慣れておけっていう、休暇中の延長と、花嫁修業って事らしい。

　お陰で、ウチの使用人さん達とも大分仲良くなったみたい。

　夜はさすがに家に帰してるけどね。ばあちゃんの監視が……。

　それにしても、なんでばあちゃんはあんなに邪魔すんのかな？

　まあ……怒られてる原因は、人目をはばからずにイチャイチャしてるからだろうけど……。





　　　　　◆






「ローレンス！」

　離り反はんした魔人達のもとから帰還したローレンスは、魔人化する前の本職である諜ちよう報ほう活かつ動どうを行っていた。

　声をかけてきたのは、同じ諜報部隊にいた別の魔人。

　彼も、帰還したローレンスがもたらした情報をもとに諜報活動を行っていた。

「どうだった？　それに該当するような人物はいたか？」

　ローレンスは、声をかけてきた魔人に、情報収集の進しん捗ちよく状じよう況きようについて聞くが……。

「いや……そっちは？」

「数が多すぎて、絞り込めない……ってのが実情だな」

「こっちも同じだ。まったく、聖女ってのは人気者だな。邪よこしまな感情を抱いているやつが多すぎる」

　聖女。

　今のこの世界において、そう呼ばれている者は創そう神しん教きようを含めてもシシリーしかいない。

　その聖女に邪な感情を抱いている者が多すぎて困っているという。

「とりあえず、今集まっている情報を精査して、それなりの地位についている者をピックアップするしかないか」

「……せっかく魔人になったのに、事務仕事か……気が滅入るな」

「そう言うな。その情報を集めるのに、魔人化した力を存分に使ったんだろ？」

「まあな。この力、もっと前にあれば楽ができたのにな」

　諜報部隊として仕事をしていたときにこの力があれば、どんなに任務が楽だっただろうか。

　そう思ってその魔人は軽口をたたいたのだが、ローレンスはそれを咎とがめた。

「……それで、帝国に助力するのか？」

「……スマン、今のは忘れてくれ」

　諜報部隊は帝国の所属。

　その際に力を発揮するという事は、帝国に力を与えるということだ。

　滅んでも、なお憎い帝国に与くみする言葉を吐いてしまい、その魔人は聞かなかった事にしてほしいとローレンスに願った。

「いいさ。それより、情報の精査を……」

「その必要はないかもしれないぜ」

　ローレンス達の会話に、もう一人が加わった。

「必要がない？　どういう意味だ？」

　これから情報を精査しなくてはならないほど、膨大な量の情報が集まっているはずだ。

　その必要がないとはどういう事なのか？　ローレンスは訝いぶかしんだ。

「こいつを見てくれ」

　その魔人が差し出したのは、今回の情報収集の対象者。

「これは……」

「今回のターゲットは、ソイツで決まりじゃねえか？」

　ローレンスの手には、ある国の超重要人物の資料があった。

　その男の所属する国の大きさ、その地位、全てがローレンスの希望に合致していた。

「そうだな。コイツをゼスト様に報告しよう」

　ローレンスはそう言うと、その人物の資料を持ってゼストへ報告しに向かった。

　そんなローレンスの後方では。

「「……助かった」」

　膨大な事務仕事がなくなり、ホッとしている魔人達がいた。





　　　　　◆






　そして叙勲式から数日後、迂う闊かつに外を歩けなくなった皆を家まで俺のゲートで迎えに行き、学院にある俺達の研究室に久々に集合した。

「なんか……すごく久し振りな気がするわね……」

「自分もそう思います。夏季休暇に入ってから濃い毎日を送ってましたからね……」

　マリアとトールが、そんな感想をもらす。

　そういえば、俺もそんな気がする。

　実際には、夏季休暇に入ってまだ数週間しか経ってないけど。

「さて、それじゃあ早速ゲートの魔法を教えたいと思うんだが、いいか？」

「いつでも来い」

　気合い十分のリンが、握りこぶしを作って、やる気を見せている。

　今日、この場に皆を集めた理由。

　迂闊に出歩けなくなった皆にゲートの魔法を教える。

　その意思確認を行ったところ、この日を楽しみにしていたリンが待ちきれないとばかりに返事をした。

「じゃあ、皆座ってくれ、ゲートについて説明するから」

　そう言うと皆素直に席に着いた。

　さて、まずは魔法のイメージについての説明をしないとな。

「ゲートの魔法は、もう何度も見ているだろうから、どんなものかは分かるよな？」

　皆、一斉に頷うなずく。

「これから、ゲートを起動させる為のイメージを教えるな。ただ、これはあくまで俺のイメージだから、皆には別のイメージが合うのかもしれない。そこは各自で調整という事で宜しく」

　原理を教えたとしても、それを実行に移せるかどうかは、使用する本人のイメージに左右される。

　理屈が分かっただけでは魔法は使えない。

　その理屈を、自分なりに理解してイメージできないと魔法は発動しないのだ。

　なので、同じ魔法でも、思い描くイメージは個々によって異なる。

　そう前置きした後、黒板に地点Ａと地点Ｂを描く。

　そして、その画を見せて皆に質問を出した。

「さて、まずは質問だ。この地点Ａから地点Ｂまでの最短距離って、どう行けばいい？」

「そんなの簡単だよ！　ＡからＢまで一直線に行けばいいよね！」

　まあ、普通はそう答えるよな。でも……。

「ブー」

「えー!?　なんで!?」

　アリスの答えに不正解を告げると、途端にザワつき出した。

「なんだ？　一直線以外に最短距離があるのか？」

「なにこれ？　謎かけ？」

「ウーム……サッパリ分からんで御座る」

　皆早々にギブアップしてしまった。

　全く答えに辿り着きそうにないので、ここでヒントを出そう。

「まあ……黒板だと答えに辿り着きにくいかな？」

「黒板だと？」

「そ、紙に描いてみ？」

　実際に答えを披ひ露ろうするにしても、紙でないと説明できないしな。

　俺がそう言うと、皆ノートを取り出して二つ点を描き、あれやこれやと悩み始めた。

　そうしてしばらく悩んでいたのだけど……。

「あー！　もう！　全然分かんないわよ！」

　マリアが頭を掻かきむしりながら降参した。

「皆はどう？　降参？」

「ああ、サッパリ分からん」

　ノートに点を描いてから、ずっと考え込んでいたオーグがとうとう白旗をあげた。

　ふふ、オーグを頭で負かすとちょっといい気分だな。

「シン……なんだか腹が立つんだが？」

「なんだよ、答えが分からなかったからじゃないの？」

「いや……何やら、シンの態度がムカつくというか、イラッとするというか……」

　絶対コイツ、エスパーだろ！

　魔法使いだけれども！

「さて、オーグのことは置いておいて、正解発表といくぞ」

「……まあいい。それより、解答を頼む。どうにもモヤモヤしてしょうがない」

「あたしも！　早く教えてよう！」

　オーグとアリスから、早く正解を言えと要求されたので、正解発表だ。

「なら解答だ。言っとくけど、ズルいとか言うなよ？　これがゲートの理屈とイメージなんだから」

　俺の言葉で皆の目が真剣になった。

　そんな皆の目の前で俺は、ノートを一枚千切り、その紙に点を二つ描く。

　その紙を皆に見えるように持ち上げて説明を始める。

「黒板じゃ辿り着きにくいって言った理由が……これだ」

　まず紙を二つに折る。

　この時、点と点が合わさるように折り曲げていく。

　すると……当然だけど、地点Ａと地点Ｂがくっついた。

「この紙を空間。地点Ａを自分のいる場所、地点Ｂを行きたい場所とした時、こうやって折り曲げると……距離がゼロになる。つまりこれが最短距離であり……」

　そして重なった点をペンで刺し、穴を開ける。

「この穴がゲートだ」

　そう言って皆を見ると、唖あ然ぜんとする者、納得したような顔をする者、様々だった。

「発想の転換か……まったく考えつかなかった」

　オーグが、その考えに至らなかったことを少し悔しがっているが、それ以上にこの解答に驚きと、かなりの興味を示していた。

「確かに最短距離ッス……言われた通り、黒板じゃこの答えには辿り着かないッスね」

「分かった。理解した」

　唖然としているマークと、理解したというリン。

「イメージは理解できた？」

　皆大きく頷いた。

　特にリンは何回も頷いていた。

「で、このイメージを踏まえた上で、点と点を異空間収納の要領で穴を開けるように魔法を起動すると……」

　最後に、その理屈を踏まえてゲートの魔法を実践する。

　今まで、意味の分からない魔法扱いされていたゲートの理屈を知ったので、皆の魔法の発動を見る目が、いつもと違って真剣だ。

　そして魔法を起動すると、俺の目の前にゲートが現れ、研究室の後ろに繋がった。

「これがゲートのイメージと起動の方法。行った事のある場所じゃないと駄目なのも、繋げる先のイメージができないから。どう？　できそう？」

「できる。必ずやる」

　これもリンが即答する。

　さっきからソワソワしっ放しだし、試してみたくてしょうがないんだろうな。

「イメージは分かった。後は起動するかどうかだな」

　そしてオーグも、その思考は、すでに魔法の起動をどうするかということにシフトしているようだ。

「じゃあ、今日は皆でゲートの練習な。まあ、じいちゃんもできるようになるまで相当かかってるから、できなくても気にしなくていいよ」

　じいちゃんも～、の辺りから誰も話を聞かずに、ゲートの練習に入ってしまった。

　例え話ですらスルーされるのか……英雄なのに……。

　まあ、悪意がある訳じゃなく、皆早くゲートを試してみたいんだろう。

　各々魔力を集め、異空間収納の要領で魔法を起動させようとする。

　まあ、初めてイメージを伝えたし、理屈は理解できても、それをすぐに形にできるとは限らない。

　案あんの定じよう、皆ゲートじゃなくて異空間収納を開いてしまっている。

　その都度やり直し、また異空間収納を開き、またやり直し……と時間の経つのも忘れて、皆ゲートの練習に没ぼつ頭とうしていた。

　もう少し色々と質問されるのかと思っていたが、そこはさすがに元々優秀なＳクラスの人間だな。自分で試し行こう錯さく誤ごを繰り返しているので、意外なほど質問はなかった。

　まあ、その分俺は暇だったけど……。

　夕方くらいまでゲートの練習をしていたけど、結局その日は誰も成功せず、この日の研究会はお開きとなった。

「むう……もう少しで何か摑つかめそうなのに」

　皆が中々イメージを摑みきれない中、リンは大分手応えを摑んでいるようだ。

　この分だと、リンが初めにゲートを覚えそうだな。





　　　　　◆






　夏季休暇中の研究会の活動として、ゲートの練習をし始めて三日が経過した頃……。

「やったあ！　成功したよ！」

「な……！」

　俺の予想に反して最初にゲートを覚えたのはアリスだった。

　嬉しそうなアリスに対して、珍しく悔しそうな表情を浮かべるリン。

　ずっと待ち望んでいた魔法だっただけに、悔しいんだろう。

　珍しく感情が面おもてに出ているな。

「やった！　やった！　これで遅刻しないで済むよ！」

　それにしても、アリスは動機が不純だな。

　不純な動機はともかく、アリスの目の前にはゲートが開き、研究室の端はしにその出口が繋がっている。

　一応、ちゃんとゲートが発動しているのか確認する。

「うん、間違いなくゲートが開いてるな。おめでとう、アリス」

「へへへ、やったね！」

「そんな……どうやって？」

　悔しそうなリンが、アリスにどういうイメージを持って魔法を発動させたのかと問いかけるが……。

「えーっとねえ、こう空間をグニャアってやって、そこにエイヤ！　ってやって、ブワッて広げるの！」

　……。

　サッパリ分からん。

　まあ……そのイメージでゲートが開いたんだから良しとしよう。結果オーライだ。

　アリスが成功したのを見た皆は、次は自分が！　とこれまでにも増して真剣に取り組むようになった。

　そうやって皆が真剣に取り組めば取り組むほど、俺は暇になっていく。

　だが、このまま無む為いに時間を潰すのは勿もつ体たいないので、この暇な時間を利用してとある魔道具の構想を練っていた。

「シン君何やってんの？」

　皆がゲートの練習をしているのを横目に、ノートを取り出し考えている魔道具の構想を描き上げていく。

　すると、自分は成功したので暇になったアリスが横から覗き込んできた。

「ん？　ああ、魔道具の構想を練ってるんだよ」

「魔道具？」

「ああ、通信機あるだろ？」

「うん」

「あれの無線版をね、作れないかと……」

「ちょっと待て」

　アリスに俺が今考えている魔道具の構想を話していると、ゲートの練習をしていた筈はずのオーグから声をかけられた。

「どうした？　成功したか？」

「そんな事はどうでもいい。お前……今またとんでもない事を言ったな？」

「とんでもない事？」

「無線の通信機だ！」

　そのオーグの叫びに、皆練習の手を止め、一斉にこちらを見た。

　なんだか、心なしか皆の表情が呆れているように見えるのが気になるところだ。

「そうだけど……とんでもない事？」

「あの通信機でも情報技術に革命をもたらしたというのに……さらに無線だと？　情報戦争でも起こすつもりか？」

　情報戦……前世ではよく聞いた言葉だけど、この世界にはまだないのか？

　ないよな。今までの連絡のやり取りは、手紙がメインだものな。

「えーっと……まだ早い……か？」

「有線の通信機ですら、まだ国家間での連絡に使用されているのみだ。いずれ一般にも浸透させていきたいところではあるが……無線はまだ早すぎる」

　まあ、言われてみればその通りだ。

　まだ固定電話もできてないのに、いきなり携帯電話は急ぎすぎたかな？

　世に出すには段階を踏まないと駄目って事か。

「そっか……まあ、とは言っても、構想だけで実現の目め処どは立ってないんだけどね」

「なんだ……そうなのか……」

　そう言って安あん堵どの溜め息を溢こぼすオーグ。

　魔道具作成の目処が立っていない状況に安堵されるって……。

　オーグは俺の魔道具をどんな目で見てるんだ？

「あんまり驚かせるな。では練習に戻る」

　そう言って、オーグはまたゲートの練習に戻っていった。

　それにしても実現の目処か……正直それが一番の問題なんだよな。

　無線の通信機が構想だけで実現していない理由、それは……受信側が起動していないと通信できないことに尽きる。

　有線の通信機は、送信側で起動すると、魔力が魔物化した大おお蜘ぐ蛛もの糸を伝わり、受信側も自動的に起動する。

　そのため通信ができるのだが、無線にした場合送信側が起動しても、受信側は起動しない。当たり前だ。

　コレを実現するためには、常に受信側を作動させておかなければいけない。

　魔道具であるため、常に意識して魔力を纏まとわせないといけない。

　いつ来るか分からない受信のために？

　そんな事、現実的じゃない。これが行き詰まってる大きな理由だ。

　他にもある。通信形態は直接電波……この場合魔力波か？　をやり取りするか、中継局を設けて通信するかも決めていない。

　決めていないとは言うものの、最初は直接型かな？

　中継局を設けるには大規模なインフラ整備が必要になるし、個人では無理だ。

　結果、直接魔力波で通信するとなると、どの程度の距離まで大丈夫なのかも実験しないといけない。

　ゆくゆくは中継局を設けたいけど……有線の通信機の中継局もまだなのに無線なんていつになる事やら。

　そんな業務用としての通信形態はともかく、まずは無線通信機の受信をどうするかが最大の問題だ。

　何か……ヒントになるようなものはないかなあ……。

　あれやこれやと色々考えてはみたものの、この世界の常識に疎うとい俺では完全に手詰まりになった。

　この世界の事をよく知ってる皆なら、何かヒントになるような事でも思い付くかもしれないのになぁ。

　オーグに無線通信機はまだ早いって言われたけど、旧帝国領に攻め入る際に、あれば絶対有利になる。なので開発の手を止める訳にはいかないのだ。

　皆がゲートの練習をしている間、俺はずっとその事を考えたり、学校の図書室にある文ぶん献けんを読んで調べたりしていた。





　　　　　◆






　そして、アリスがゲート習得に成功してからさらに数日が経った頃……。

「やった！　できた！」

　リンが珍しく大声を出した。

　声に釣つられてリンを見ると、ゲートが開いていた。

「嬉しい！　やった！」

　普段感情を面に出さないリンが、こんなに喜んでいるのは珍しい。

　大声だけでなく、満面の笑みを浮かべて喜んでいるリンを見て、行き詰まっていた気持ちがちょっとホッコリした。

　ゲートを習得できたのがよっぽど嬉しかったのか、リンは何度も何度もゲートを開いたり閉じたりしていた。

「おおー！　やったね、リン！」

「アリスに遅れを取ったのは不覚。でも嬉しい」

　最初に魔法習得に成功したアリスがリンを祝福し、それに嬉しそうに応えるリン。

　この二人は本当に仲良くなったよな。

　性格は正反対だけど。

　体形が似てるから、お互い親近感が湧わくのだろうか？

　まあ……仲良くなるのはいいんだけど、二人で悪乗りする事も多くなっちゃったんだよな……。

　喜び合うアリスとリンを見ていた他の皆も増々やる気を出し、次は自分がと必死に練習をしていた。





　　　　　◆






　リンがゲートを習得した翌日、次にゲートを習得したのは、オーグでもマリアでもなく、意外にもシシリーだった。

「あ」

「どうしたシシリー？」

「ゲートが開きました！」

「ええ!?　ちょっとシシリー、いつの間に!?」

「思わぬ伏兵だったな……」

　次の成功者を目指していたマリアが驚き、オーグはノーマークだったシシリーが先にゲートを習得したことに動揺している。

「すごいじゃないかシシリー。がんばったな」

　そう言いつつ、ゲートが成功して嬉しそうなシシリーの頭を、褒ほめるように撫でる。

「えへへ、実はシン君のお爺様にゲートのコツを聞いたんです」

　頭を撫でられてさらに嬉しそうにしているシシリーを見て癒されていると、シシリーがゲートを習得できた秘密を話した。

　そうだったのか。

　確かに爺さんは、俺以外では初めてゲートを開いた人物だ。

「くそう……家に賢者様がいる生活って……羨うらやましい!!　シシリーの家じゃないけど」

「ゴメンねマリア。実はシン君の家でお爺様とお話ししている時に、ゲートの練習をしていることをお話ししたらコツを教えてくれたの」

　マリアとオーグは、家に帰れば爺さんという賢者がいる生活を心底羨ましがっている。

　いつもはばあちゃんの陰に隠れている爺さんも、こと魔法ということになると頼りになる存在だ。

「それにしても、俺じゃなくてじいちゃんに聞いたのかぁ」

「あ、えっと、その……」

「ん？」

「シン君に聞くのは、ちょっとズルいかなって思ったので……」

　そんなこと思ってたのか。

　確かにアリスが成功してから、次は誰が成功するのか競争みたいになってたものな。

　自分だけ家に帰ってからも指導してもらうのは、公平じゃないと思ったんだろう。

　よく気がつい……。

「言っとくけど、マーリン様に聞くのだってズルいんだからね!?」

「「……」」

　その通りだ！

　マリアのツッコミに、シシリーは顔を赤くして恥ずかしそうにしていた。




「うーん……難しいなぁ」

　中々上手くいかずに、そんな声を出したのはユーリだ。

　彼女は、付与魔法が得意で、合宿の際にばあちゃんから直接指導を受けたことで、以前より、各段にレベルアップしていた。

　普段おっとりしているユーリだが、ばあちゃんの付与魔法講義の時だけは、一番前に陣取って真剣に話を聞いていたな。

　そういう訳で、魔法を道具に付与することは得意なのだが、どうにもこういうゲートのような魔法は苦手らしかった。

「ウォルフォードくぅん。もう一回せつめいしてくれない？」

「いいよ」

　ユーリはとうとう音ねをあげ、俺に再度の説明を求めてきた。

　俺は、ユーリに説明するため、再度紙に二つの点を描いて準備する。

「ホラ。ここが今自分がいるところで、こっちが行きたい場所な」

「あ、ちょっと待ってぇ」

　反対側から覗のぞきこむように見ていたが、見づらかったんだろう。俺の隣にやってきた。

「オッケェ。もういいよぉ」

「お、おう」

　ユーリは俺の隣に座り、説明を聞こうとする。

　俺が用意した紙は小さく、必然的にユーリは俺の方に身を乗りだしてくるわけで……。

「こ、この点とこの点を、こうくっつけるイメージで……」

「どう？」

「おおぅ」

　ユーリがさらに密着してきた。

　このチームの中では、多分一番スタイルのいいユーリだ。

　その破壊力といったら……。

「……シン君？」












「はい!?」

　そんな偶然の感触を堪たん能のうしていると、隣から凍えるような声が響いた。

「一体……なにをしているんでしょうか？」

「な、なにって!?　ユ、ユーリにゲートのコツを教えてるだけだよ？」

　最近のシシリーのこの声が怖い！

　三姉妹の中で、アイリーンさんの血を一番色濃く受け継いでいるのは、間違いなくシシリーだ。

「コツを教えるといいながら、随分楽しそうですけど？」

「そ、そんなことないよ！　ほら！　やっぱり全員にゲートを覚えてもらいたいから……」

「ウォルフォード君、こう？　ちょっと見てぇ」

「おおふぅ」

　俺を振り向かせるために、後ろから腕を摑むんじゃない！

　無意識に色仕掛けをしているようになってるから！

　手が、手が！

「シン君……家に帰りましょう」

「へ!?　家？」

「ユーリさん、マーリンお爺様にゲートのコツを聞きたくないですか？」

　シシリーのその言葉に、その場にいたほとんどが反応した。

「聞きたぁい！　行く行くぅ！」

　……うまいな。

　ユーリを俺から引き離すために、爺さんの名前を利用するとは……。

　この世界での、爺さんとばあちゃんの名声は、俺には想像もつかないくらい高い。

　それをうまく利用した心理戦だ。

「シン君？」

「はい！」

「あとでお話があります」

「はい……」

　俺の精神力も削られそうだ……。




　結局皆が爺さんにゲートのコツを聞きたいということになり、俺もその方が望ましいと了承し、家に向かった。

　なぜなら、爺さんは生まれも育ちもこの世界。

　俺の知識は、どうしても前世の記憶が元になっているため、イメージを皆に上手く伝えることができない。

　その点爺さんは、同じくこの世界生まれのオーグやマリア達に、具体的なイメージを伝授することができる。

　全員で押しかけることに最初は恐縮していた皆だったが、俺は最初から爺さんが嫌がるとは思っていなかった。

　なぜなら……。

「ほっほ、そうか、ようやくワシを必要としてくれたか……」

　爺さんが感激するのが分かってたから。

　久々に存在感を示すことができた爺さんは嬉しそうである。

　良かったなあ、爺さん。

　そんな感涙にむせぶ爺さんと……。

「そんなことで感激するんじゃないよ、まったく……」

　孫の友達に頼られただけで感涙する姿に、情けないという表情のばあちゃん。

（いや、爺さんの存在感が薄いのはばあちゃんがげんい……）

「なにか言ったかい？」

「いえ、なにも」

　ビックリした。っていうか、心を読まないでもらいたい。

　その後、張り切った爺さんの的確な指導もあり、皆の魔法は加速度的に上達していく。

　そして……。





　　　　　◆






　夏季休暇が終わる直前。

「で、できましたあ……」

　最後まで残っていたオリビアがゲートを開く事に成功し、チーム全員がゲートの魔法を習得する事ができたのであった。

「おーし。これで……全員ゲート習得だー！」

「おおー」

「ひゅーひゅー」

　アリスはまた吹けない口笛を吹いてる。

　ともあれ、俺のゲート全員習得宣言に、皆から拍手が起こった。

「いやあ、夏季休暇中に全員間に合って良かったねえ」

　トニーからも安堵の言葉が漏れる。

　今の皆には、ほぼ必須な技術になってきてるから、全員が無事に習得できて良かった。

「すいません……私だけ時間かかっちゃって……」

「いえいえ、オリビアさんも十分早い習得だったと思いますよ？　なにせ賢者様ですら習得に時間がかかった魔法ですから」

「そういうトールもギリギリだったで御座るがな」

「うるさいですね！　ユリウスだって自分のちょっと前でしょう!?」

「それでも先は先で御座る」

「うぐぐぐ！」

　全員がゲートを習得できたからか、皆のテンションが高い。

　ある意味目標にしてた魔法だし、しょうがないかな？

「皆、ちょっと聞いてくれ」

　念願のゲートを全員が習得できたことに喜び騒いでいるなか、オーグが皆に声をかけた。何だ？

「全員、無事にゲートを習得できてなによりだ。我々は、今までの功こう績せきと叙勲によって迂闊に外を出歩けない状況になってしまったからな」

　その言葉に神しん妙みように頷く全員。

　その表情を見ると、皆結構不自由してるみたいだな。

「だが、シンの魔法はどれも使つかい途みちを誤れば、簡単に悪の道に堕おちてしまう危険なものだ」

　……あれ？　話の風向きがおかしくなってきたぞ？

「言うまでもなく、このゲートの魔法を使えるという事は、これまで以上に高いモラルを持つ事、そういう人間であると見られなければならない」

　ああ、そういう事か。簡単に犯罪に使える魔法だが、自分はモラルが高いのでそういう事はしませんよ、と見られなければならないと。

「メッシーナ、声をかけてきた男を吹っ飛ばすのは自重しろ」

「うう……はい、気をつけます」

　マリアはこれまでの実績があるからな、何も言えないか。

「フレイドは女関係、もうちょっと大人しくできんか？」

「うーん……分かりました。一人に絞ります」

　……そんなに彼女がいんのか？　本当に刺されるぞ……。

　それにしても……トニーが一人に絞るねえ。

　できんのか？

「コーナー」

「は、はい！」

「……パジャマで学校に来るなよ？」

「来ませんよ！」

　アリスだったら、何回かに一回はありそうだ。

　最後にアリスがおかしな注意をされた事で、緊迫した空気が弛し緩かんしたな。

「最後に、シン」

「あれ？　最後じゃなかった」

「お前は行動そのものを自重しろ」

「最近は自重してんじゃん！」

「ほう？　そういえば、例の無線通信機、どこまでできた？」

「ああ、基本的な構造はもうできたよ。後はどうやって受信するか……なんだ……けど……」

　あ、あれ？　オーグの顔が……。

「言ったそばからお前は！　全く自重しておらんではないか！」

「あっ！　しまった！　つい口が滑った！」

　なんという誘ゆう導どう尋じん問もん！

　つい、正直に話してしまった！

　うっかり漏らした言葉を受けて、本気で怒り出したオーグ。

　そんなオーグから逃げながらも考えていた。

　受信側の通信機で、いつでも受信できる方法。

　だが、結局その解答は見つかっていない。

　誰か……誰かヒントくれー！

「口が滑ったではないわ！　待て！　こら！」





　　　　　◆






　無線の通信機の件は、広大な旧帝国領に分散して攻め入る際に絶対に必要だとオーグを説得し、なんとか開発する許可は得た。

　ただし、他言無用と念押しされたけど。

　合宿に始まり、二度の魔人襲撃と討伐、各国の訪問に皆のゲートの習得と、非常に濃い夏季休暇が終わった。

　色々あったけど、俺的に一番大きな出来事といえば……。

「それではお爺様、お婆様、行ってまいります」

「はいよ。行っといで」

「ほっほ、気をつけての」

「はい！」

　シシリーと恋人になった事かな。

　あ、この騒動が終われば嫁になんのか。

　夏季休暇の初めに恋人になってから、休暇中にここまで話が進んだ事に若干の戸惑いはあるが、別に嫌な訳じゃない。

　むしろ嬉しくってしょうがない。

「シン君、行きましょう」

「ああ。じいちゃん、ばあちゃん、行ってきます」

　ウチを出た俺達は腕を組んで歩き出した。

　ちなみにマリアは、ゲートを覚えた事で、直接教室に行ってる。

　じゃあ、なんで俺達は歩いて学院に向かっているのか？

「あ！　ホラ、魔王様と聖女様よ！」

「相変わらずお似合いよねえ」

「はあ……俺も聖女様みたいな彼女欲しい……」

「そりゃ無理だろ。聖女様みたいな女なんていねえじゃん」

「なんですって!?」

　……なんか喧けん嘩かが起きているけど……。

　俺とシシリーがゲートを使わずに二人で腕を組んで登校しているのは、いわゆるお披ひ露ろ目めというか、アルティメット・マジシャンズの魔王と聖女は恋人同士であり、婚約者であり、シシリーに手を出す事は許さない、という意思表示のためである。

　ではなぜこんなことをしているのか？

　それは……シシリーに良からぬ感情を持つ奴が多い……という報告を、夏季休暇中に警備局のオルト捜査官から受けたから。

　正直、見せ物みたいで乗り気はしないけど、オルト捜査官から俺とシシリーの仲を世間に広く知らしめれば、シシリーに言い寄って来たり、不ふ埒らちな考えを持ったりする男の数を減らせるからと忠告され、こんな行動をとっている。

　まあ、オルトさんの狙いはそれだけじゃないと思うけどね。

　時々、こちらに邪な感情を持ってる奴らが、警備隊と思われる気配の人に連行されたりしてるし。

　聖女は魔王のモノ、という意思表示以外に、囮おとりの役割もあるんだろう。

　……すでにその二つ名が世間に浸透しているのが、たまらなく悲しいが……。

　まあ、外を自由に出歩けないのは息が詰まるけど、彼女と一緒に登校っていう青春の一幕を経験できるし、なにより……。

「シン君？　どうしたんですか？」

　こうして二人で一緒に登校するようになった理由を思い出していると、シシリーが不思議そうな顔で俺の顔を覗き込んできた。

　そのシシリーは俺の腕を抱きかかえるように組んでいるので、腕に非常に柔らかい感触が……。

「え、あ、いや。前から一緒に登校してたけど、初めは護衛で、その後は露つゆ払はらいだったじゃない？」

「ふふ、そうでしたね」

「それが今じゃ、シシリーと本当の恋人同士として一緒に登校することができるようになったんだなあって、ちょっと感動してた」

「シン君……私も嬉しいです！」

　そう言ってギュッと腕をさらに抱き締めるシシリー。

　おぅふ。それは色々とマズイ。

　主に俺の理性が！

「クソッ！　クソッ！」

「リア充死ね！」

　シシリーの無意識アタックに翻ほん弄ろうされていたが、道端から聞こえる怨えん嗟さの声と、壁を殴る音で我に返った。

　ふう……危なかったぜ。

　思わず、公衆の面前でシシリーを押し倒すところだった。

　なんとか煩ぼん悩のうに勝利した俺は、その後もシシリーとイチャイチャしながら学院に到着した。




　ようやく到着した学院だったのだが……。

　街を歩いてきた反応からすると、学生達の反応が予想外で少し戸惑ってしまった。

「なにか……他の生徒達からの視線を感じますね……」

「そうだな……俺達、休み前まで同じ魔法学院生だったのに、休み中に叙勲までされちゃったからな……どう接していいか分かんないんじゃないか？」

　学院に近付くにつれて、当然だけど学院生が増えてくる。

　その学院生達の態度が、休み前と明らかに違うんだよな。

　よそよそしいというか、騒ぐでもなく、友人といる者はヒソヒソと話をしている。

　とりあえず、騒がれたり囲まれたりする事はなさそうだけど……。

「なんというか、研究会の人達以外と交流ができなくなりそうですね……」

「そうだな、この様子だと、俺達に寄って来なくなりそうな気がするな」

「そうなると、マークさんとオリビアさんが心配ですね。二人ともＳクラスではないですから」

「そうなんだよなあ……」

　マークとオリビアのクラスはＡ。

　三十人の中に二人だけアルティメット・マジシャンズだ。Ａクラスの中で浮いてしまいそうなんだよな……。

　そんな二人の心配をしながらも、久し振りの教室に入る。

「おはよう、二人とも」

「おっはよー！」

「おはようございます」

　オーグと、いつも元気なアリスに真面目なトールと、他のクラスメイト達はもうすでに全員登校してきていた。

　そりゃそうか、皆ゲートで来ているんだから。歩いてきたのは俺達だけだ。

　ちなみにゲートでの登校は、学院側に掛け合って了承を得ている。

　騒ぎになるというので、学院からはアッサリ許可が出た。

「お、アリス、ちゃんと制服だな」

「う……」

　新学期前、オーグからパジャマで来るなと釘を刺されていたアリスに、冗談で制服できているなと声をかけたら、視線を逸そらした。

「ん？　どうした？　……まさか……」

「そのまさかよ。この娘、朝御飯食べてそのまま来たらしいんだけど……」

「わー！　言わないでー！」

「パジャマで来たのか……」

「うう……」

　アリスが真っ赤な顔をして俯いてる。

　やるなよって言われたばっかりなのに……。

　何回かに一回はやると思っていたけど、まさか初回からとは……。

「それで、一回帰って制服に着替えて、今さっき来たとこよ」

「さすがアリス、期待を裏切らない」

「そんな芸人気質、持ってないからね!?」

「ということは、天然？」

「天然じゃなーい！」

　相変わらず騒がしいクラスメイト達から視線を移し、教室に目を向けると……なにか違和感を覚えた。

　なんだ？

「んー？　あ！　なんか机が増えてないか？」

「ようやく気付いたか」

　ようやく違和感の正体に気付くと、オーグから今頃気付いたのかと呆れられた。

「いや、二ヶ月振りだし、まさか机が増えてるなんて思わないじゃん」

　それにしても、意外と気付かないもんだね。前まで三席、四席、三席だったのが、今は全部四席になってる。

　ということは……。

「おはよう、久し振りだな。ウォルフォードとクロードの婚約披露パーティー以来か」

　机が増えた理由を考えていると、朝のホームルームのためにアルフレッド先生がやって来た。

　二人の生徒を連れて。

「今日からこの二人もＳクラスで授業を受ける。挨あい拶さつは必要ないだろうから適当に座っていいぞ」

「よろしくお願いするッス！」

「よろしくお願いします」

　その二人とは、マークとオリビアだ。

「やはりこうなったか」

「究極魔法研究会……今はアルティメット・マジシャンズか。そこに所属していて、魔人も討伐できるような生徒が二人だけＡクラスにいても、実力差で相当浮くからな。特例だが、この学年だけＳクラスは十二人とする事になった」

　オーグは予想通りだったのか納得顔だ。

　俺はそんなことができると考えていなかったので全く予想しておらず、心配が杞き憂ゆうに終わったことに胸を撫で下ろしていた。

　二人だけ別のクラスで浮いた存在にならないか心配していたんだ。

　まあ……これで、ますます他のクラスとの交流がなくなりそうだけど……。

「今日は新学期初日だから、始業式とホームルームで終わりだ。あ、お前達は始業式で表ひよう彰しようされるからな」

「表彰？」

　アルフレッド先生から、新学期初日についての説明を受けていたが、その中で俺達が表彰されるという。

「当たり前だろ。今、魔人によって世界が危機にある中で、その危機を二度も救ったのが、アールスハイド高等魔法学院の生徒なんだからな」

　そういう事か。でも、表彰って？

「なんか賞状でも貰えるんですか？」

「ああ、賞状ではなくてな、この学院では卒業時に成績優秀者へ贈おくっている物があるんだが、それが授与される。別に卒業させる訳じゃないが、学院から授与する物としては一番高価で上位の物だ。今回の功績が大き過ぎてそれでないと釣り合わないって事になってな」

　へえ、なんだろ？

　という事は、俺達は卒業時にはなにもないって事か。

　卒業祝いを前渡しで貰うようなもんだもんな。

「じゃあ、講堂に移動するぞ」

　アルフレッド先生の先導で講堂に向かうが……道中も皆の視線を感じるな。生徒側は騒ぐというより、戸惑ってる感じがする。

　そして講堂に着き、定番の挨拶やら新学期の緒注意やら、学院長の話やらが進んでいく。

『それでは、最後に、究極魔法研究会の皆さん、壇だん上じように上がって下さい』

　拡声の魔道具を使った司会進行の先生の呼び出しで俺達は壇上に上がろうとして……。

『わああああああ！』

　途端に巻き起こった盛大な拍手と歓声に皆面食らっていた。

「あれ？　避けられてたんじゃなかった？」

「どうも違うみたいね」

「どう接していいか分からなかっただけだろ。それより早く行くぞ」

「あ、はい！」

　一人二人だとどう接していいか分からないけど皆となら……って感じかな？

　ともかく、皆に嫌われてる訳ではなさそうなので一安心だ。

『皆さんもすでに知っていると思いますが、一年首席のシン＝ウォルフォード君率いる究極魔法研究会、この度名を改めてアルティメット・マジシャンズとなりましたが、旧帝国を攻め滅ぼし、ついに世界へと進撃してきた魔人の集団を、彼らは見事に打ち破ってくれました！』

　先生がちょっと興奮気味に伝えると、その興奮が生徒にも伝でん播ぱしたのか、また大きな拍手と歓声が上がった。

『二度の魔人襲撃を二度とも阻止し、この度叙勲まで受けた彼らは、我がアールスハイド高等魔法学院の名を広く世間に知らしめる事になりました！』

　また歓声が上がる。

　なんか……先生が気持ち良さそうだ……ライブのＭＣでもやってる気分になってるんじゃないか？

『よって、本来なら、卒業時にのみ成績優秀者に贈ぞう呈ていしている品を授与し、今回の功績の表彰とします。学院長、お願いします』

　こうして俺達は初老の学院長から今回の贈呈品を授与された。

　一体なんだろうな？

　贈呈品の内容に気を取られて、完全に油断していた。

『それでは、アルティメット・マジシャンズ代表、シン＝ウォルフォード君、一言ご挨拶をお願いします』

「うえ!?」

　あまりに急な事だったから、思わず変な声出しちゃったよ！

　生徒達もクスクス笑ってる。

　アルフレッド先生め、あらかじめ言っておいてくれればいいのに！

　ともあれ、皆の前で指名されたからには、なにか喋しやべらないといけない。

　どうしよう……。

『あ、えーっと、アルティメット・マジシャンズ代表？　のシン＝ウォルフォードです。そういえばいつの間に俺が代表になったんだ？』

「究極魔法研究会の会長なんだから、最初からだろ」

『そうなのか。えっと……俺達は、別に英雄になりたいとか、こうやって表彰されたいとか、叙勲されたいとか思って行動してる訳じゃありません。魔人を野放しにする事は、世界の破滅に繋がると、そう思ったからです』

　俺の話を、皆静かに聞いてくれている。

『多分、チームの皆もそうだと思います。世界を、自分の住んでる国を、街を、大切な友人や家族を守る為に頑張ったんだと思います』

　そう言って後ろにいる皆を見ると、その通りだと頷いていた。

『まあ、ウチはじいちゃんとばあちゃんがアレなんで、勝手に自衛すると思いますし、むしろ攻め入りそうですけど』

　あ、また冗談挟んじゃった。

　……まあいいか、今回は先生も笑ってるし。

『まだ魔人の脅威が去った訳じゃありません。むしろ、ここからが本番だと思っています』

　魔人は逃がしちゃってるし、シュトロームは旧帝都を陥として以来、表に出てきていない。

　この二戦は前ぜん哨しよう戦せんに過ぎないと思っている。

　そう言うと皆の顔が引き締まった。

『これから総力戦になれば、皆にも召集がかかるかもしれない。いや、騎士学院との合同訓練をしているということは、確実に召集されるでしょう』

　これは、残念ながら間違いないと思う。でないと異例とも言える騎士学院との合同訓練などしない。

『その時に、自分を、そして大切な人を守れるように、世界の危機に立ち向かえるように頑張りましょう。えー……俺からは以上です。ありがとうございました』

　そう言って拡声の魔道具から離れると……。

『ウワアアアア！』

　これまでで一番の歓声が上がった。

　皆、決意を込めた目をしている。

　学徒動員とか、一番死に近い気がするからな。これからの授業と実地訓練で実力を上げてもらわないと。

　そう思って、皆にも訓練を頑張ろうと言ったのだが、思った以上に学生達の心に響いたようだ。拍手と歓声が収まらない。

「魔王ー！」

「魔王様ステキー！」

「良いぞー！　魔王ー！」

　でもその歓声はいらないから止めて！

『素晴らしい挨拶でした。皆さん、今学期も騎士学院との合同訓練があります。多くの魔物を討伐し、少しでも実力を上げられるように頑張りましょう』

『はい！』

　魔王コールが止み、全校生徒の返事が、講堂に響いた。

　突如起こった魔王コールにゲンナリしながら皆のもとに戻ると、オーグが必死に笑いを堪えていやがった。

　このヤロウ……元はといえばお前のせいじゃねえか！

　……口を滑らせた俺も悪いのか？

「クックック、皆の前で喋るのも大分慣れたみたいじゃないか？」

「お前は……はぁ、もういいや。正直まだまだ慣れねえな」

「素晴らしい挨拶でしたよ？　皆さん、やる気に充みちてるじゃないですか」

「そうだな、これで皆のやる気が上がってくれれば、それに越したことはない」

　今の気持ちを正直に言っただけなんだけど、それで皆のやる気が上がったのなら、良かったのかな？

　そんな急な無茶振りと、魔王コールの羞しゆう恥ち攻ぜめに耐えた表彰を最後に始業式は終わり、また教室に戻ってきた。




　教室の机に座り、先程授与された贈呈品を机の上に置く。

「ところで、この贈呈品って何なんだろうな？」

「ん？　ああ、シンは知らないのか」

「有名なんですけど、シン殿なら知らなくても無理はないですね」

　オーグとトールは知っているらしい。

　あれ？　中身が気になってるのは俺だけなの？

「皆は知ってるんだ？」

「はい。騎士学院や経法学院はまた別の物ですけど、魔法学院の成績優秀者に贈られる物は決まっていますから」

　トールが贈呈品の中身を説明してくれるらしい。

　最近王都デビューした俺は知らなくて当然らしいが、ずっと王都に住んでいる皆はすでに知っているようだ。

「この贈呈品は……」

「贈呈品は？」

「魔ま石せきです」

「魔石？」

　なんだそれ？　いかにも異世界っぽい響きだけど、この世界では初めて聞いたぞ？　っていうか、そんなものあったんだ。

「あれぇ？　ウォルフォード君、メリダ様から聞いた事ない？」

　ユーリが不思議そうな顔をしている。

「初耳だな」

　本当に初耳だ。ばあちゃんからも聞いたことはない。

　そう言うと、皆はなぜかヒソヒソと話を始めた。

「メリダ様に限って教え忘れたって事はないと思うけどぉ……」

「シン殿が知らないってことは、教えてないんでしょうね」

　付与魔法が得意なユーリが、ばあちゃんが教えてないことに疑問をもってるらしいけど、トールの言う通り教わってない。

「これはアレだろ。シンに魔石の存在を教えると、またとんでもない物を作るからメリダ殿が自重したんだろう」

『ああ！　なるほど！』

　オーグの分析に、皆が納得の声をあげた。

「っていうか何なんだよ！　何を納得したんだよ！」

「帰ったらメリダ殿に聞いてみろ。学院で魔石を貰ったんだけどどうやって使うのか？　とな」

「なんだそれ」

　皆は知ってたみたいだし、この世界じゃ当たり前の物なんだろうか？

　それにしては今まで見た事ないし……何なんだ？　魔石。

　結局、誰も魔石については教えてくれなかった。

　皆口を揃そろえて「メリダ様に聞いて」と言う。

　シシリーまで「えっと……私の口からはちょっと。お婆様から教えて貰った方が良いと思います」と教えてくれなかった。

　……ばあちゃんは一体何を秘密にしたんだ？　スゲエ気になる……。

　この日のホームルームは、今後の授業方針についての話で終了した。

　なんでも、今後俺達の魔法実習は自習になるらしい。

　学院側から教えられることが、なにもなくなってしまったんだそうだ。

　座学は変わらずにやるとの事。

　そんな伝達事項を聞いてから、その日は終了。昼前に終わったし、魔石の事をばあちゃんに聞きたいし、今日の研究会はなしにしてもらった。

　皆この後、変装して街に繰り出すらしい。

　外を気軽に出歩けなくなってストレスも感じているし、いつバレるか？　というスリルも味わいたいんだと。

　チャレンジャーだな……。

　皆は各々ゲートを開き、一旦自宅へ。その後合流するとの事。

　俺も今日だけは早く帰りたかったのでゲートで帰る事にした。

　帰りはマリアも一緒だ。




「ただいま、アレックスさん」

　いきなり家の中にゲートを開くと、ばあちゃんに怒られる可能性があるので、家の門の前にゲートを開く。

　門番のアレックスさんも慣れたもので、ゲートから出てきた俺達を普通に出迎えてくれた。

「おや？　お帰りなさいませシン様。今日はゲートで帰られたのですか？」

「うん、ちょっと急いで帰りたかったから。ばあちゃんいる？　出掛けてない？」

「門からは出られていないですね。マーリン様のゲートは分かりませんが……」

　家の中からでもどこにでも行けるゲートは門番泣かせだよな。

　いるかいないか分からないんだもの。

「そっか、ありがと」

「いえ。若奥様にマリア様も、お帰りなさいませ」

「はい。ただ今戻りました」

「すっかり若奥様呼びが定着してるわね……」

「そういえばそうね。すっかり慣れちゃった」

　アレックスさんから若奥様と呼ばれて普通に応対しているシシリーに対して、マリアが訝しんだ視線を向けている。

「……アワアワしない……これはひょっとして……」

「慣れちゃっただけだからね!?」

「……本当かしら？」

「も、もう！　マリア！」

　後ろでなんかキャッキャッやってるけど、今日は構っていられない。

　最近のばあちゃんは、クロードの街の温泉がお気に入りなので、しょっちゅう浸かりに行っているんだ。

　出かける前に摑まえたい。いるかな？

「ただいま。ばあちゃんいる？」

「なんだい、帰ってくるなり騒がしいね。どうかしたのかい？」

「うん。ばあちゃんに聞きたい事があるんだけど」

「聞きたいこと？　一体なんだい？」

　昔からこうやってばあちゃんに質問することが多かったから、ばあちゃんも何の気なしに返答してきた。

　ところが、おれの質問でばあちゃんの表情が一変した。

「魔石って何？」

「なあっ!?　い、一体どこでそれを!?」

　うお！　ばあちゃんが今まで見たことがないくらい動揺してる！

「今日学院で表彰されたんだ。その時に贈呈品として魔石貰ったんだけど……」

「ああ……ついに……ついにシンが魔石の存在を知ってしまったのかい……」

　学院から贈呈された魔石を見せると、力なくリビングのソファに座り込み、額に手を当て天井を見上げるばあちゃん。

　そ、そこまで絶望するような事なのか？

「で？　魔石ってなんなの？」

「……はあ、いつまでも隠し通せる物じゃないし……問題を先送りにしてただけかねえ……分かった、教えてあげるよ」

「うん」

　観念したように魔石について教えてくれるというばあちゃん。

　……そんなに決意しないと口にできないような物なのか？　皆知ってるのに？

「魔石ってのはね、魔道具に使う物さ」

「魔道具？」

「そう、シンに教えた魔道具ってのは、魔力を込めないと起動しないね？」

「そりゃそうでしょ」

　魔力を込めたら発動するから魔道具なのだ。

「魔石はね、その魔力をずっと供給してくれる物なのさ」

　ずっと魔力を供給する。

　ということは、誰かが魔力を込めて起動しなくても、魔道具はずっと作動し続けるってことか。

　ん？　それってどこかで……。

「あ！　森の家の結界魔道具！」

「そうさ。アレも魔石を使って魔力を供給し続けてる。それなりに大きい魔石を使ったからね。当分は持つ」

　あの時はばあちゃんに誤ご魔ま化かされたけど、魔石を使ってたのか。

　ようやく理解した。

「へえ……それで？」

「それで？」

「いや……ばあちゃんがそれだけ隠してたって事は、まだ何かあるんでしょ？」

「なにもありゃしないよ。魔石は、誰かが魔力を供給し続けなくても魔道具を作動させ続ける事ができる代物。それだけだよ」

　本当に？　それだけでばあちゃんがひた隠しにするものなのか？

　シシリーとマリアを見てみると、大きく頷いていた。

　使用人さん達も同様だ。

「メリダの言う通りじゃよ。それ以上でもそれ以下でもありゃせん」

　爺さんですらそう言うってことは、本当にそれ以上のことはないんだろう。

　なんだ。魔石には、もっと凄いパワーとかが秘められてるのかと思った。

「そうなんだ。でも、それならなんで教えてくれなかったのさ？」

「なんで？」

　あれ？　ばあちゃんの顔色が変わった……。

「魔石なんて物をアンタに教えてご覧！　どんなとんでもない物を作り出すか分かったもんじゃないからだよ！」

　ええ？　それが理由？

　助けを求めるようにシシリーとマリアを見ると……。

　あ、マリアがメッチャ頷いてる。

　シシリーはちょっと困ったような顔をしてるけど、否定はしてない。

　……学院で、ばあちゃんが俺に魔石の存在を教えなかったことに、皆が納得していたのはこれか……。

「できれば教えたくなかったんだけどねえ……学院に通っていればそのうち授業でやるだろうし、その時まで問題を先送りにしてたんだよ」

「問題って……」

「大問題だろう！」

　あ、マリアがまたメッチャ頷いてる。

「まあ、幸いな事に魔石は多く流通する物じゃない。それでも一つ手に入れてしまったんなら、それの使い方を教えてあげるよ」

「本当に!?　ありがと、ばあちゃん！」

「はあ……一個だけなのが幸いかねえ……」

　そういえば、さっき多くは流通しないって言ってたな。

　成績優秀者にしか贈られないっていうし。そんなに希少なのか？

「魔石ってそんなに希少なの？　どこで手に入るの？」

「またシンの、なぜ？　なに？　が始まったかい……魔石はね、偶然見つかるしか採取方法がないんだよ」

「偶然？」

「そう、鉱石の採掘場が多いね。それも浅い場所じゃなくて、深い場所を採掘してる時に、時々見つかるのさ」

「ふーん……って事は地中深くでしか採掘できないって事か。それ以外の場所で見つかった例はないの？」

「あんまり聞かないねえ。たまに見つかるらしいけど、そこで生成された物じゃなくて、地面が隆りゆう起きした時に、地中深くでできた魔石が地表に現れたものみたいだね。滅多にある事じゃないよ」

「って事は地中深くでしか生成されないって事か……」

　たまにしか発見されず、滅多に流通しないって事は……。

「……なんで魔石が生成されるのか分かってない……って事？」

「そういう事さね」

「生成される条件が分かってないから、魔石だけを重点的に採掘する事ができない。だから滅多に流通しないし希少だって事か」

「相変わらずよく頭が回るねえ……その通りだよ」

「なるほどなあ……」

　そんなに希少なら、俺が見た事なくても不思議じゃないか。

　王都に来てまだ数ヶ月だし、ばあちゃんにも教えてもらってな……。

「ああ！」

「な、なんだい!?」

　俺が急に大声を出したからばあちゃんが驚いてるけど、それどころじゃない！

「そうか！　これを使えば……」

　通信機は常に起動した状態を保てる！　電池みたいな使い方ができる！

「あ……でも数が少ないのか……」

　これを使えば無線の通信機が完成する。

　できるけど……その魔石が必要な数だけ用意できない……。

　皆の魔石を使って一つずつ作る事はできるけど、この魔石はあくまで貰った個人の物だ。使わせてくれとは言えない……。

「ああ……ダメかあ……」

「な、何なんだい？　一体何を思いついて、何を諦めたんだい？」

「魔石の数が足りない……」

「だから希少だって言ってるだろう？　希少だからそれなりに値も張るんだよ」

「そっか……」

　折角答えを見つけたのに……。

　無線の通信機を実用化させる事は、魔石があればできる事が分かった。

　ただし、魔石は希少で高価なので簡単に使えない。

　問題点はなんだ？

　魔石を使えなきゃ実用化できない通信機？

　魔石の数が足りない事？

　魔石が高価な事？

　通信機は、今の俺の頭ではこれ以上改良できない。

　完全に行き詰まった。

　だけど魔石を使うと完成させる事ができる。でも希少で高価だから……。

「凄いですね……シンっていつもこうなんですか？」

「そうさ。アタシ達の苦労が分かるだろう？　ちょっと疑問に思う事があればすぐコレだよ」

「でも、これがシン君の凄さの秘密かもしれませんね」

「そうさねえ。それは否定できないかねえ」

　後ろでマリアとシシリーがばあちゃんと話しているけど耳に入ってこない。

　ずっと考えてきた無線通信機を実用化させる事への光明が見えてきたんだ。

　悪いけど構っていられない。

　無線通信機を実用化させる上での最大の問題は、魔石の数が足りない事だ。

　なら魔石を掘り出すか？　どこで？　生成条件は分かってないのに。

　そういえば、地中深くでしか採掘できないって言ってたな。

　ダイヤなんかと同じなのか？

　そういえば、前世でダイヤは人工的に製造されていたな。

　確かあれは……。

「高温高圧……」

「なんだって？」

　魔石は地中深く……つまり高圧なところで生成されてる。

　ということは、魔石とは魔力が地中深くで高圧をかけられ、結晶化した物じゃないのか？

　どうなんだろう？　高温もいるのか？

「……試してみるか……」

「試す？　なにを試すんだい？」

「ばあちゃん、ちょっと荒野に行ってくる」

「ちょいとお待ち！　一体なにをするつもりなんだい？」

「んー、ちょっと実験」

「だからそれがなんなのか……」

「多分見た方が早いけど、行く？」

「行くに決まってるさね！」




　ばあちゃんの強い意向もあって、実験のために一緒に荒野に来た。

　爺さん、シシリー、マリアもついてきた。

　さて、早速実験に入りたいんだけど、その前に。

「悪いんだけどさ、魔ま力りよく障しよう壁へきを全力で張ってて。どうなるか分からないから」

　俺がそう言うと、ばあちゃんを始め、皆全力で魔力障壁を展開した。

　魔道具の障壁も起動し、二重展開になってる。

「ちょっと過剰過ぎる気が……」

「そんな事ないわよ。それより、攻撃魔法なの？」

「いや、攻撃でも防御でもないな」

　マリアの質問には曖昧に答えて魔力を集め始めた。

「こりゃまた……とんでもない量の魔力を集めとるのお」

「こんなに大量の魔力を使って攻撃魔法じゃない？　一体何を……ま！　まさか！」

「どうしたんですか？　お婆様」

　集めた魔力を、量はそのままに高圧をかけて圧縮していく。

　もっと……もっと小さく……もっと高圧で……。

　そうして集めてみるが……。

「ダメか……」

　圧縮を解除した途端に魔力が霧む散さんしてしまった。

「なら次は……」

　さっきと同程度の魔力を集め圧縮していく。

　ただし、今回は高熱も一緒に加えていく。

　小さく……高熱を与えて……もっと小さく……もっと熱く……。

　こうして、大量に集めた魔力を親指の第一関節くらいの大きさにまで圧縮し、しばらく高熱と高圧をかけ続ける。












　しばらくして圧力と熱を解除してみると、そこには……。

「できた……」

　掌てのひらの中には、透明で魔力を放つ、紛れもない魔石ができあがっていた。

「やっったあああ！　できたああああ！」

「なんだい！　何ができたんだい!?」

　様々な問題を解決する成果に、つい絶叫してしまい、それを聞いたばあちゃんが飛んできた。

「ばあちゃん！　ホラ！　見てよコレ！」

「なんだい？　何をした……んだ……」

　掌にある、たった今生成された魔石を見て、ばあちゃんが声を失う。

　大発見だからな。ばあちゃんも声が出ないんだろう。

「本当に……本当に作っちまったよ……」

　そう言うと、なぜかガックリと膝ひざをついた。

　あれ？　ここは『凄いねえ！』って喜んでくれるところじゃあ……。

　なんか絶望してるみたいな……。

「なんじゃ？　どうしたメリダ？」

「お婆様？」

「どうしたんですか？」

　爺さん達三人も遅れて到着し、膝をついて項うな垂だれているばあちゃんを見た。

「シンが……シンが……」

「なんじゃ。シンがどうしたというんじゃ？」

「シンが……魔石を作っちまったよ……」

「「「……は？」」」

　皆も唖然とした顔をして固まっている。

　これは……またやっちまったか？

「シンの掌にある魔石は……たった今、シンが生成したものだよ……」

「ちょっ、ちょっと見せてみい！」

「はい」

　爺さんにさっき生成したばかりの魔石を渡す。

「これは……！　小さいが紛れもなく魔石じゃ！」

「まさか、本当ですか!?」

「魔石の生成って……いまだに解明されていない世界の謎じゃなかったでしたっけ？」

　世界の謎!?　魔石の生成条件って、そんな大それた話だったのか？

「そうさ、たった今まではねえ。シン、アンタどうやって魔石を生成したんだい？」

「魔石って鉱山の深い所で生成される訳でしょ？」

「そうだよ」

「採掘する時は掘り進んでるから分わかり難にくいかもしれないけど、掘り出す前は上に大量の土砂があって、凄い高圧がかかってる訳だよね？」

「言われてみれば……確かにそうじゃのう」

「という事は……魔石の生成には高い圧力が必要なんじゃないかと思ったわけ」

「……それで？」

　ここまでの話は納得できたのだろう。ばあちゃんが続きを促す。

「最初、圧力だけかけて魔力を圧縮したんだけど失敗したんだ。で、他に地中深くで得られるエネルギーはなにかって考えて、熱かなと思って高熱も加えたら……」

「魔石が生成されたって訳かい……」

「多分だけど……魔石がよく発掘される鉱山って、近くに火山か断層があるんじゃない？」

「確かに……確かにあるぞい！」

「やっぱり」

　熱と圧力、これが魔石の生成に必要な条件か。

　もっとも、自然界にある魔力が少しずつ集まって圧縮されていって生成されるんだろうから、時間はかかるんだろうけどね。

「はあ……本当に……どんな頭してんのかしら……？」

　マリアの溜め息が深い。

「まったく、コレだからこの子は……いいかいシン」

「なに？」

「言っとくけど、これは本当に他言無用だよ。魔石を作れるなんて知れたら……世界が別の混乱に陥おちいるからね」

「希少だからだろ？　それくらい分かってるさ。ただ、自分達用に少し欲しかっただけで」

　おまけに世界の謎だもんな。

「まさか、魔石の話をしてすぐに魔石の謎まで解明するとは思いもしなかったよ。本当に、とんでもない子だね」

「ほっほ、いいんじゃないかの。常に進歩を止めないんじゃ。素晴らしい事じゃて」

「アンタがそんなだから……まったくもう……」

　魔石は希少で高価だって言ってたから、この人工魔石を市場に流通させるつもりはない。

　さすがにそれをすれば世界が混乱する事くらい分かってる。

　だけど、無線通信機以外にも必要な分だけは生成するつもりだ。ばあちゃんには悪いけどね。

　そういえば、さっきからシシリーがおとなしいな？

「誰も解けなかった世界の謎をあっという間に……シン君……凄いですう……」

　なんか潤うるんだ目で俺を見てた。













　俺は、爺さん、ばあちゃんと一緒にアールスハイド王城に来ている。

　さっき俺が解明した、魔ま石せきの生成条件の報告をするためだ。

「なんと……魔石の生成にそんな条件があったとは……」

「確かに、魔石は火山近くの鉱山、もしくは大きな断層の近くにある鉱山から発掘されたという報告が多いです。まったく気付かなかった……」

「というかシン、お前なんでそんな事に気付いた？」

　王城の会議室にディスおじさん、ルーパー＝オルグラン魔法師団長、オーグが揃そろっており、三者三様の反応を見せていた。

　オルグラン魔法師団長は、魔法に関する事柄の総元締めである事からこの場にいる。魔石の管理も魔法師団の仕事なのだそうだ。

　ちなみに今日は警備隊詰つめ所しよで見た時より服をキッチリ着ている。

　さすがに国王の前で着崩したりはしないか。

　こちらは俺と爺さんとばあちゃんの三人。

　シシリーとマリアは、オーグの部屋でメイちゃん、エリーと遊んでる。

「その事でねえ……ディセウム、アンタに話しとかないといけない事がある」

「メリダ師がそこまで深刻な顔で報告とは……聞くのが怖いですな」

「なんでシンが魔石の生成条件を見つけたかって事に関わる話だよ」

「……本当に怖いですな……」

　ディスおじさん、オーグの顔が強張った。

　オルグラン師団長は、そんな反応をする二人を怪け訝げんな顔で見ている。

「陛下、殿下、なぜそんなに緊張した顔をなされているのですか？　世紀の大発見の報告でしょう？」

「そうか……ルーパーはシン君の非常識を知らないのだったな……」

「警備隊の詰所で見た魔法など、ほんの序の口だ。シンの非常識を知っていれば……今回の報告にも、とんでもない話が混じっている可能性がある」

「あ、あれが序の口!?　そうなんですか？」

　オーグの説明を聞いたらオルグランさんも緊張し始めた。

　そんな戸惑っているオルグランさんを置いて、ばあちゃんは報告を始める。

「そもそもの始まりは、シンが学院から魔石を貰った事。それまで魔石の存在を知らなかったシンが魔石に興味を持った事さ」

「シン君が興味を持った……」

「父上？」

　急にディスおじさんがゲンナリしたのを見て、オーグが声をかけた。

「シン君が小さかった頃の話はした事があっただろう？」

「ええ、クロードの屋敷で」

「興味を持った事は、それが解明されるまで質問が終わらないんだよ……」

「今回も、それと同じ事があったんだよ」

「そうでしたか……大変でしたな、メリダ師」

「ちょっと待て、なぜワシにも言わん」

　ばあちゃんにだけ労いの言葉をかけたディスおじさんに、爺さんからクレームが入った。

　確かに爺さんは何も答えなかったけど、よく分かったな。

「マーリン殿は、魔石とか魔道具とか、あんまり詳しくないじゃないですか。『魔法はブッ放してこそ魔法だろうがよ！』って叫んでいたのを覚えておりますよ」

「じいちゃん……」

「け、賢者様がそんな事を？」

『神様上等！』って話を聞いた時から予想はしてたけど……昔はヤンチャだったんだな……。

　賢者という言葉のイメージとあまりに違う言動に、オルグランさんは戸惑っている。

　憧れの英雄像が崩れそうなんだろうな……。

「ほっほ……話を続けてくれ……」

　あ、話を逸そらした。

「アンタは自業自得だよ。で、シンに魔石の事を根掘り葉掘り聞かれてね。なにができるのか？　どうやって手に入れるのか？　どこで取れるのか？　どうやってできるのか？　ってね」

「ははっ……相変わらずだねえ、シン君」

　昔、ディスおじさんを質問攻めにしたこともあったから思い出したんだろう。苦笑いを浮かべていた。

「それから？」

「魔石が偶然にしか発掘されない事が気になったらしくてね、生成条件を考え出したんだよ」

「しかし……それだけで？」

「それだけ条件が揃っていれば、シン君が思考に耽ふけるには十分だ。それで、仮説を立てたんだね？」

　オルグランさんは、その話だけで生成条件を考え出したことに違和感を覚えたらしいけど、結構な情報だったよ？

　ディスおじさんは、さすがに小さい頃から俺のことを知ってるだけあって、行動と思考パターンを理解している。

「その時点ではまだ仮説だよ。それが、なぜこうして報告することになったのか……」

　ばあちゃんが言葉を切り、ディスおじさん達が息を呑んだ。

「その仮説を実行しちまったのさ」

「実行？」

「「ま！　まさか!?」」

　イマイチ分かってないオルグランさんと、理解し、驚きよう愕がくのあまり立ち上がったディスおじさんとオーグ。

「そう、その仮説を実行して……魔石を作っちまったのさ」

「ま、魔石を作ったあ!?」

「「やっぱり……」」

「な、なぜ陛下と殿下は納得しているのですか!?　魔石を人工的に作ってしまったのですよ!?」

　混乱しているオルグランさんが、妙に納得している二人に問いかけてる。

　そして二人は顔を見合わせ。

「「シン（君）だから」」

　と、声を揃えて言った。

「そ、そんな理由で？」

「だから、さっき言っただろう？　ルーパーはシン君を知らないと……」

「こんな非常識な事を平然とやってのけるんだよ、シン＝ウォルフォードという奴は」

「そ、それにしても……」

「できちまったのは事実だから諦めな」

「は、はい！」

　ばあちゃんの一言で、大国アールスハイドの魔法師団長であるオルグランさんが黙ってしまった。

　……この国の魔法使いのトップも、ばあちゃんには逆らえないのか……。

「仮説を立て、それを実行し実証した。結果、これが魔石の生成条件だと確定したのさ」

「魔石の生成条件の判明より……その実証の過程の方が驚きですな」

「お前は……あれほど行動を自重しろと言ったのに……」

「いや……さすがに人工的に生成した魔石は流通させねえよ。でも、これはどうしても必要な事なんだ」

「……あれか？」

「そう」

　無線通信機を作るのにどうしても必要なのだ。

　他にも考えてる事はあるけどね。

「ふう……ともあれ、魔石の詳しい生成条件については公表できないな……何ヶ所か調査してから『魔石は、火山か断層の近くの地中深くから発掘される確率が高い』と公表するしかないか。これまでの発掘の実情から、シン君が発見して魔法師団が調査し、実証したと」

「え？　俺の名前を出すの？」

「実際発見したのはシン君じゃないか。もうすでにここまで『魔王シン』の名前は有名になったんだ。一つくらい功こう績せきが増えてもそんなに変わらないよ」

　それが浸透したのはディスおじさんのせいだけどね！

「それに、誰がどうやってその事を発見したのか追及される。まさか魔石を人工的に作りましたとは言えんだろ。それに発見者がシンなら狙われる事もあるまい。お前を害するとか……私には夢物語にしか聞こえんからな」

　オーグもディスおじさんの意見に賛成のようだ。

「ルーパー、魔物討伐で忙しいだろうが、魔石の調査もしてくれ。できれば鉱山以外にも、さっきの条件に合う場所の発掘も頼みたい」

「魔法師団にも戦闘に向かない者はおりますので、その者を監督とし人を雇って調査に当たります」

　ディスおじさんの依頼に、魔法師団として取り組むと答えるオルグランさん。

「ウム、これが実証されれば、この国……いやこの世界を揺るがす大発見だからな。しっかり頼む」

「は！」

「ああそれと、シン君が魔石を生成できるのは他言無用でな」

「言っても誰も信じないと思いますが……畏かしこまりました」

　魔法師団に所属しているお義姉さん達も魔物討伐で忙しいって言ってたのに、なんか余計な仕事を増やしたみたいで悪いことしたかな。

「これで、この世界の魔道具事情が変わるかもしれませんな」

「最近、魔道具製作は頭打ちしている感があるからね。もっとも、シンの魔道具のお陰でまた変わるかもしれないけどねえ」

　ディスおじさんが期待を込めてそう言うのには訳がある。

　昔、ばあちゃんが作った魔道具が世に出回り、市民の生活が向上してからそれ以上のものが作れていないのだそうだ。

　今は、昔ばあちゃんが考えたアイデアの模倣とか改良しかされていないらしく、魔道具界ではこれといった新しい発明がないのだそうだ。

　勿もつ体たいないなあ、新しく入り込む余地なんていくらでもあるのに。

　家には、そういった新しい試作品が一杯ある。

　例えば……。

「そうだ！　シン君！」

　家にある魔道具を思い返していると、ディスおじさんが何かを思い出したように叫んだ。

「何？」

「あのシン君の家のトイレ！　あれ、城のトイレにつけられないかい？」

「トイレ？　なんで今さら」

「メイが母上に喋ってしまったのだ」

「それでジュリアが羨うらやましがっちゃってねえ……お金は支払うから、お願いできないかい？」

　ああ、そういえば、最近はメイちゃんも家に出入りするようになったけど、ジュリアおばさんはまだ来たことなかったな。

　それにしても、前に予想したとおり、ウォルフォード家が段々王族の溜まり場になりつつあるな……。

「いいよ、分かっ……」

「それなら、今度立ち上げる商会に依頼しな」

　ディスおじさんに了承の意を告げようとしたら、ばあちゃんに横から被せられた。

「もしかして！　あのトイレを販売するのですか!?」

「ああ、その商会の初めの客が王室となれば箔はくもつくだろう？」

　個人的にあげればいいのにと思ったけど、言われてみればその通りか。

　王家御用達。

　その肩書きは、宣伝文句としては最上級のものだろう。

「分かりました。ではその商会に発注したいと思います」

「それにしても……通信機はまだ国家間だけの販売なんだよね？　一般に売り出す最初の商品がトイレって……」

　なんて微妙な商品ラインナップなんだ……。

「何を言ってるんだいシン君！　君はあのトイレの素晴らしさを分かってない！」

「その事には完全に同意するね。初めてあのトイレを使った時の衝撃といったら……アンタが作った魔道具で、一番感心したものだよ」

　ディスおじさんの力説にばあちゃんが珍しく同意する。

　いつも叱しかられてばかりのばあちゃんから絶賛されるのは嬉しいけど、それがトイレって複雑な気分だ。

「もうあれなしのトイレはのう……」

「私も同意します。王城のトイレにあれが設置されると想像すると……気分が上がりますね」

　爺さんはもういい歳だからな、あれは嬉しいだろう。

　オーグも普段聞かれない口調で、城のトイレがグレードアップすることを喜んだ。

「そ、そんなにすごいんですか？」

　ウチのトイレの話で、皆が盛り上がり始めた。

　唯一ウチのトイレ事情を知らないオルグランさんは困惑しきりだ。

「ああ、ルーパーは知らないか。まあ、一般販売されるから自分で体験してみるといい」

「陛下がそこまで絶賛されるなら、ぜひ購入したいと思います。楽しみですな」

　トイレの事でここまで話が盛り上がるとは。

　やはり、洗浄機能付きのトイレは革新的だったのだろう。

　実情は、俺が我慢できなくなったってだけなんだけどね。

「他には何か売り出すのですか？」

「後は……冷蔵庫かねえ」

「冷蔵庫？」

　これも初めて聞いたのだろう、オルグランさんが首を傾げる。

「冷蔵庫自体はただの箱だね。その上に製氷の魔道具があって、そこに水を入れて魔道具を起動すると氷ができる。その冷気で庫内を冷やすのさ」

「これにエールを入れての、キンキンに冷やしたものを風呂上がりに飲むと……たまらんのじゃ」

　ディスおじさんとオルグランさんが唾を呑み込むのが見えた。

「冷蔵庫は知っていましたが……風呂上がりの冷えたエールですか……」

「想像しただけで喉が渇きますな」

「ほっほ、これも販売予定じゃから、購入するのをお薦めするぞい」

　なんか、爺さんとばあちゃんによる、新商品のプレゼンみたいになってきた。

　もうすぐ店舗も完成するっていうし、今から商品の宣伝をする事は良い事かな？

　相手は国のトップと魔法使いのトップ。

　この二人が購入したとなると、それだけで大きな宣伝効果が見込めるしな。

「父上……話が大分逸れてますが……」

「ん？　おお、そうだったな。シン君の作る魔道具はどれも画期的な物ばかりだから、つい興味が向いてしまった」

「魔法もすごいのに魔道具まで……ウォルフォード君は本当にとんでもないな」

　魔道具に関してはカンニングみたいなもんだからなあ……褒ほめられても後ろめたい感じがしてしょうがない。

「そうだな。まさか世界の謎を解明するとは、夢にも思っていなかったが……」

「今さらながらにシンの頭脳が恐ろしく感じるな」

　魔石の謎に関しても、気付いたのは前世の記憶があるからで、純粋にこの世界での知識だけで辿り着いた訳じゃない。

「そう？　多分、先入観がないから思いついたんだと思うよ？」

　でも、そんなこと言う訳にもいかないから、そういうことにしておこう。

「さて、これで報告は終わりですかな？」

「これだけだね」

「まあ、これ以上はないかのう」

「分かりました。ではルーパー、魔石の調査と、世界的に公表するために、各国の魔法学術院に連絡も頼む」

「かしこまりました」

　魔法学術院は世界各国にあり、魔法に関する発見があった場合、情報を共有するらしい。

　オルグランさんは魔石の調査と魔法学術院への連絡のため、会議室を出ていった。

「これでよしと……それでは早速マーリン殿のご自宅へ行き、風呂上がりのエールとやらを試してみたいのですが？」

　真面目な話が終わったら、ディスおじさんがさっそくウチに行きたいと言い出した。

　本当に自由過ぎる王様だよ。

「アンタ、公務は？」

「もうこれで終わりです。ですのでぜひ！」

「はあ、しょうがないねえまったく。じゃあマーリン、頼むよ」

「ホイホイ。まったく、人使いの荒いばあさんじゃて……」

「なにか言ったかい!?」

「いや……じゃあシンよ、ワシらは先に帰っとるからの」

「分かった。じゃあ、シシリー達を迎えに行こうか」

「ああ」

　こうして爺さん達は先に帰り、俺達はオーグの部屋へ向かった。




「あ！　シンお兄ちゃん！　お久し振りです！」

「おっと、久し振り。相変わらず元気だね、メイちゃん」

「ハイです！」

　オーグの部屋の扉を開けるなり飛び込んできたメイちゃんを受け止め、部屋に入る。

「お久し振りですわ、シンさん」

「エリーも久し振り」

「ところで、アウグスト様のご様子が変ですが……なにかありまして？」

　久し振りに会ったエリーが、一緒に部屋に入ってきて以降、ずっと押し黙ったままのオーグを見てそう言った。

　確かに、メイちゃんが飛び込んできた時点で小言を言わないのは珍しいな。

「いや……ちょっと衝撃的な事があってな。いまだに処理しきれていなかった」

「衝撃的な事？」

「ああ、その報告ですもんね……」

　マリアが苦笑いを浮かべてそう言う。

　シシリーも隣で、なんて言ったらいいかと、ちょっと困った顔をしてる。

　話が見えないエリーは、困惑した様子だ。

「なんの話ですの？」

「シンがな……」

「シンさんが？」

「……魔石生成の謎を解いたんだ」




　……。




　あれ？　反応がな……。

「「ええー!?」」

　エリーだけじゃなくて、メイちゃんまで驚いてる。

　こんな小さい子まで知ってることだったんだなあ……。

「ま、魔石の生成って！　世界の謎じゃありませんの！」

「私も知ってるです！　世の研究者達がその解明に挑んで、誰も解明できてないっていう超難問です！」












「それを、今日初めて魔石の存在を知ったシンが解いちゃったのよ」

　マリアが、こちらにジト目を向けながらエリーに教えている。

「今日初めて!?　それでなんで世界の謎が解けますの!?」

「シンだからじゃないの？」

「ああ……なるほど」

「なんでそれで納得するんだよ!?」

「ええ？」

「だってシンさんですし……」

　なぜそれで分からないの？　と言わんばかりに首を傾げるマリアとエリー。

　分かるか！

「私が処理しきれないと言ったのが分かっただろう。シンのやることには驚かないと決めていたのだが、これは無理だ」

「そ、それで？　魔石生成の謎とはなんですの!?」

「私も知りたいです！」

　今まで謎とされていたことが解明されたと聞かされたのだ。

　魔法が使えないエリーも、まだ初等学院生のメイちゃんまで興きよう味み津しん々しんで聞いていた。

「言えるわけなかろうが」

「そんな！　ここまで話しておいて！」

「お兄様の意地悪！」

「どうとでも言え。とにかく秘密だ」

　確かに、国家機密っぽい話だけど、未来の王太子妃と王女には話してもいいんじゃ？

「あ、分かったです！」

「なにがだ？」

「お兄様、シンお兄ちゃんの話が理解できなかったですね？」

「ああ、それで話せないのですわね？」

　おっと、エリーとメイちゃんも言うようになったな。

　オーグに対してそんな事を言うとは。

「お、お前ら……」

　あ、オーグのこめかみがピクピクしてる。

「いい加減にしろ！」

「きゃう！　お兄様が怒ったです！」

「逃げますわよメイ！」

「ハイです！」

「待てコラ！」

　突如始まった追いかけっこを見ながら、マリアとシシリーが感慨深そうに話していた。

「エリーとメイ姫様が、殿下とこんな風にじゃれ合うなんてね」

「ふふ、そうね。ちょっと前なら考えられないよね」

「そうなの？」

　最近、この光景よく見るけど？

「だって、アウグスト殿下だよ？　頭脳、魔法の腕前共に歴代の王族の中でも傑けつ出しゆつした御方だもの」

「あまりに有能すぎて、近寄り難い御方でしたから」

「へえ」

　まったく想像できん。

　俺の目には、悪巧み好きの腹黒王子にしか見えないのだが……。

「シンと会ってからよね。近寄り難い雰囲気がなくなったのって」

「魔法に関して言えば、シン君は殿下を遙かに超える存在ですから。トップであり続けるプレッシャーがなくなったんじゃないですか？」

「従い兄と弟こ扱いしてるからじゃない？」

　なんとなく、俺の存在が、オーグに肩の力を抜かせたというのが気恥ずかしくて、そんな事を言ってみるが、その事に対してマリアが呆れたように言った。

「殿下にだって従兄弟はいらっしゃるわよ。けど、皆さん殿下とは距離があるわね。それを一般の従兄弟と同じ扱いをしてること自体が異常なのよ」

「ふふ、でも殿下はその関係を気に入っておられるようですけど」

　相変わらず追いかけっこをしている三人を、シシリーが慈じ愛あいに満ちた表情で見ていた。

　その後、結局二人のお願いに根負けしたオーグが、解明された事すら口外するなと念押しをして、魔石生成の謎を俺に説明させた。

　俺かい！





　　　　　◆






　マリアとエリーからよく分からない評価を下された翌日、俺はビーン工房に来ていた。

「おう、どうしたシン。またなにか思いついたか？」

　なにしに来たのかと言えば、無線通信機の製作をお願いするためだ。

　販売は今度立ち上げる商会で行えるが、開発、生産には、どうしても工房の力が必要だ。

　ビーン工房には、元々の事業に加え、王国の制式装備の受注があり、かなり忙しいのは分かっている。

　だけど……ここ以上に腕が良くて、なにより信頼できる工房を他に知らないのだ。

　その事を申し訳なく思っていると。

「なに言っていやがる。商しよう売ばい繁はん盛じようで結構な事じゃねえか。なにより、お前さんの持ってくるアイデアはどれも面白えからな、職人としての腕が鳴るってもんよ！」

　マークの親父さんは、ガハハと笑いながらそう言ってくれた。

　ありがたいな。なんというか、俺は出会う人に恵まれていると思う。

　トラブルにもよく遭そう遇ぐうするけどね……。

　そういえば、ここのところ魔人の話はサッパリ聞かない。

　二度も襲撃を阻止されて、襲撃を諦めたのか？　それとも、まだ何か考えがあるのか？

　そう簡単に諦めるとは思えないから、今は次の襲撃の準備期間と考える方が良いだろうな。

　そのためにも、早く無線通信機を実用化しないと。

「前に通信機を作ってもらったじゃないですか」

「おう、あれはすげえもんだったな。まさか遠距離通信を実現しちまうとはなあ……」

　親父さんが感慨に耽ってるけど、本題に入ろう。

「あれの無線版をね、作ろうと思うんですよ」

「むせ……！」

　あ、親父さんが固まってしまった。

「今の通信機は有線なんで、通信できる所が決まってるんですよ。なので無線にすれば、通信機を携帯できるじゃないですか。それを作りたいんです」

「……俺の所に来たって事は……もう構想はできあがってるって事か」

「ええ、構想としては……」

　通信機には固有番号を付与する。

　発信側は、固有番号を指定して送信すればその通信機と通話ができる。

　共通の番号もつける。これによって一斉送信が可能になる。

　魔石を使い、常に起動した状態を保つ。

「お願いしたいのはこんなところですね。番号を指定して送信するのは付与でやりますんで、番号を指定できるようにして欲しいんです」

「ま、魔石を使うのか!?　そりゃとんでもなく高価な物になっちまうぜ？」

「魔石の事については問題ないです。まだ検証中ですけど、魔石をもっと採掘できる可能性が出てきましたから」

「なんだと!?　魔石生成の謎が解明されたのか!?」

　親父さんのその叫びに、いつも騒がしい工房から音が消えた。

　やば！　なんとか誤ご魔ま化かさないと！

「い、いや！　そうじゃなくて！　今まで魔石が採掘されてる場所から、よく採掘される場所の傾向を見つけたというか……今、調査中なんで」

「それでもすげえ発見だぜ！　シン、まさかお前さんが？」

「ええ、まあ」

　すると親父さんが背中をバンバン叩いてきた。

　痛いよ！　筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうな人は背中を叩くのが好きなのか？

「これはすごい事だぜシン！　魔石が今まで以上に流通するようになれば値段が下がる。手に入れやすくなる。そしたら魔道具の研究開発も進む！　これは、歴史が動いた瞬間じゃねえのか？」

　工房内では、これから訪れる魔石の流通に対する期待の声が高まっている。

　さすが職人さん達だな。色々試したくてしょうがないんだろう。

　それはいいんだけど、今の最優先事項は魔石の事じゃない。

「まずは通信機の件、お願いします」

「おう！　任せとけ！」

「それと、もう一つお願いがあるんですが……」

「ん？　まだ何かあんのかい？」

「ええ、こっちは簡単なんですぐにできると思います」

　そう言って、もう一つ発注し、それは本当に簡単な物だったのでその場で作ってもらい、家に帰った。

　プレゼントを持って。




「シン君、お帰りなさい」

『お帰りなさいませ』

　家に帰ると、シシリーを先頭にして使用人さん達が出迎えてくれた。

　なんというか、完全に馴な染じんでるよなあ。

「ただいま、シシリー。もう違和感ないね。皆と仲良くやってるみたいで良かったよ」

「はい！　皆さんとても親切にしてくれますから」

　メイド長のマリーカさんを先頭にしたメイド達を振り返り、笑顔でそう話すシシリー。

　その笑顔には噓はない。本当にうまくいってるんだな。

「当然でございます。若奥様は男にすがるだけの女性ではございません。シン様を支えるだけでなく、今や世界を救う聖女としての評判も高うございます。そんな女性として尊敬できる御方を、ウォルフォード家に奥様としてお迎えできるのです。これ程誉ほまれな事はございません」

　マリーカさんの言葉に使用人さん、特にメイドさんが一斉に頷うなずいてる。

　シシリーが、女性達から評価されてるのは嬉しいな。

「若奥様の事は全力で支えていきますので、シン様はどうぞ御安心を」

「皆さん……ありがとうございます！　私も頑張りますね！」

　マリーカさん達にお礼を言った後、シシリーは胸の前でグッと拳を握る。

　そんな仕草も可愛いな……。

「はい、若奥様はどうぞ頑張ってお世継ぎを！」

「お、およ……！」

　シシリーの可愛らしい仕草に萌えていると、マリーカさんからとんでもない要求があった。

「気がはやーい！」

　胸の前で握り拳を作ったまま、真っ赤になって「およ、およ」言ってるシシリーを、マリーカさん達の前から逃がすように、玄関先からリビングに連れて行った。

　リビングにいたばあちゃんは、先程のシシリーとマリーカさんとのやり取りが可笑しかったのか、笑いながら話しかけてきた。

「アッハッハ！　すっかりウチに馴染んだみたいじゃないかシシリー。結構、結構」

「およ……は！　すすすすみません。ありがとうございます」

「でも、子供はこの騒動が収まるまでお預けだよ。シシリーも立派な戦力なんだからね」

「こ、こども……」

「もう、ばあちゃんまでシシリーをからかって！」

　いい加減、頭から湯気がでそうなシシリーがちょっと可哀想になって、ばあちゃんに文句を言うが、当のばあちゃんは、もう笑顔を引っ込め、真顔になっていた。

「からかってなんかいやしないよ。これは至極真面目な話さ。シシリーは魔人戦に向けての大きな戦力になる。それが妊娠なんてしてごらん、大きな戦力ダウンになるんだからね」

「それはまあ、そうか」

　治ち癒ゆ魔ま法ほうが得意とはいえ、シシリーは魔法師団所属の魔法使いより強力な攻撃魔法が使える。

　それを戦力外にするのは愚の骨頂。

　戦力保持のために、俺達が深い関係にならないように釘を刺し続けていたのか。

「それより、どこへ行ってたんだい？」

「ああ、ビーン工房にね、発注しに行ってた」

「発注？」

「これ」

　そう言って、帰る前に作ってもらった物を取り出した。

　貰った時点ですでに付与はかけてある。

「シシリー」

「は、はい！」

　なにやら妄想に耽ふけっていたシシリーを呼び起こし、ビーン工房で作ってもらった物を見せた。

「はい、プレゼント」

「え？　これって、ネックレス？」

「そう、これにある付与をかけてあるんだ」

「ある付与？」

「うん『異物排除』っていう付与をかけてあってね、身体に侵入した毒物や異物を身体に吸収させないで排除するんだ」

「それって……」

　俺の説明で、シシリーはある程度感付いたらしい。

「これから、俺達は多分表舞台に出る事になる。そうなると……敵は魔人だけじゃなくなるかもしれない。悲しい事だけどね。そうなった時に後悔したくないんだ」

　これから起こり得るかもしれない危機。

　他国が敵に回ること。

　もしそうなってしまった時、シシリーの身になにも起こらないようにという願いを込めて、ネックレスをシシリーにつけてあげた。

　このネックレスは、身を護る魔道具とはいえ女の子につけてもらう物だから、デザインも可愛いのにしてある。

「今までは外からの攻撃を防いでいたけど、これで内側の脅きよう威いからも守れるようになるよ。どう？」

　気に入ってくれるだろうか？

　なんというか、純粋なプレゼントじゃなくて、どちらかというと、防具のプレゼントだからなあ……。

　ひょっとしたら喜んでもらえないかもしれない。

　そう思っていると、シシリーが俺に飛び付いてきた。

「ありがとうございます。シン君の優しさが伝わってきます。とっても……とっても嬉しいです……」

　俺にしがみつきながらそう言ってくれた。

　良かった。気に入ってくれたみたいだ。

「それ、常時発動してるから、身につけているだけで良いんだ。毒物だけじゃなくて、風邪なんかも引かなくなるよ」

「常時発動って、まさか……」

「魔石使ってる」

「ま、魔石付きのネックレス！」

　その事を聞いた途端、シシリーは俺から離れてネックレスをまじまじと見始めた。

「あ、裏に小さい魔石が……でも、なんで魔石を使ったんですか？」

「だって、毒とか盛られた時、解毒なんてできる？　あと睡眠薬とか」

　俺は、とてもではないがそんな事はできない。

「確かに……そうなってからじゃ遅いですね」

「だから常時発動じゃないと意味がないんだ。ずっと構想はあったんだけど実現してなくてね。ようやく作れたんだ」

「そうだったんですか」

「最近、特にシシリーを狙ってる奴らもいるっていうし……絶対に、そんな奴らにシシリーを渡したくないんだ……」

「シン君！」

　シシリーが俺の胸に戻って来た。

「嬉しいです……シン君」

「なにがあっても守ってやるからな」

「はい、守ってください……離さないでください」

「シシリー……」

「シン君……」

「オッホン！」

　しまった！　ここリビングだったあ！

「本当に仲が良いねえアンタ達は。すぐに周りが見えなくなっちまうんだから」

「シン様と若奥様の仲のよろしいところを見るのは、我々使用人としても大変嬉しゅうございます」

　ばあちゃんは呆れたように、玄関先からリビングにやってきたマリーカさんをはじめとする使用人さん達は、微笑ほほえましいものを見るような目で俺達を見ていた。

「また……またやっちゃいました……」

　恥ずかし過ぎるのか、シシリーは手で顔を覆ったまま周りが見られないようだ。

「それにしても……また贅ぜい沢たくな魔石の使い方をしたもんだねえ……」

　シシリーの胸にあるネックレスを見ながら、ばあちゃんが呆れた声をだしているけど、実はネックレスは一つじゃない。

「あ、じいちゃんとばあちゃんの分もあるよ。はい」

　ばあちゃんのはシシリーの物より装飾を抑えているけど女性らしい物。

　爺さんには装飾はなくシンプルな物を渡した。

「アタシ達にも？」

「はて……ワシら、狙われるような事あったかの？」

「さっき言ったじゃん、身体に侵入した異物を排除するから風邪引かなくなるって。じいちゃんもばあちゃんも歳なんだからさ、身体に気をつけてよ」

　そう、これは身体に侵入した『異物』を排除する。

　という事は、体にとっての異物である病原菌も排除するって事だ。

　歳とってからの病気は怖いからな、ぜひ身につけておいてもらいたい。

「アタシらの事を気遣って……」

「ホンに……ホンに良い子に育ったのう……」

　爺さんとばあちゃんが感かん涙るいにむせんでいる。

　それを使用人さん達が温かい眼差しで見ているけど……。

「マリーカさん達にも、はい」

「わ、私どもにもですか!?　滅めつ相そうもございません！　そんな高価な物、とても……」

「いいから、マリーカさん達によってこの家は支えられているんだからさ、倒れられたら大変じゃない。だから常に身につけておく事。命令だよ？」

　このままだと受け取ってもらえない可能性があるので、命令によってネックレスを身につけておくように義務化した。

「シン様……優しい御心遣い、ありがとうございます」

『ありがとうございます！』

　うん。これでウォルフォード家は大丈夫だな。

「フフ、優しいですね」

「そう？」

「はい。そういう所、大好きです」

「ん、ありがと」

「フフフ」

　復活したシシリーがなんか嬉しそうだ。

「それにしても、異物排除……よく思いつくもんだねえ……」

「まあね」

　元々は、毒物の排出を目的として作ったんだけどね。

『異物』という大きなカテゴリーで付与することができた際、予想外の効果も得られたのだ。

　それが風邪などのウィルスや細菌なども排除できるということ。

　この効果を発見したときは小こ躍おどりしたね。

「ん？　んん？　異物……はっ！　シン、アンタまさか！」

「どうしたの？　ばあちゃん」

　さっきまで感激していたばあちゃんが、急になにかに気付いて叫んだ。

　え、なに？　なにに気付いたの？

「異物排除……という事は……アンタのアレもいわば異物になって……シシリーの身体から排除されて……」

「なにとんでもない誤解してんだ！　ばあちゃん！」

「……そういう意図はなかったと？」

「今初めて気付いたわ！」

　言われてみれば確かにそうじゃん！　『毒物』じゃなくて『異物』なんだから。

　そういう意図を勘ぐられても不思議じゃなかった！

　ヤバイ……これは軽けい蔑べつされたかも。

　そう思って、恐る恐るシシリーを見てみると……。

「シン君……」

　メッチャ熱っぽい目でこっちを見てた。

　うああ、そんな潤うるんだ目で見詰められたら俺は、俺は……。

「シシ……」

「こんなところで盛さかってんじゃないよ！　このお馬鹿ぁっ！」

　ばあちゃんに思いっきり頭を叩かれた。





　　　　　◆






　魔人に殲せん滅めつさせられ、姿を消してしまった旧帝国。

　その旧帝都は、今や魔人達の首魁オリバー＝シュトロームを始めとする魔人達が占せん拠きよし、多くの魔物が跋ばつ扈こする、まさに魔都といっていい場所になっていた。

　その魔都においても一際大きく目立つ建物、旧帝城。

　その旧帝城を、ある魔人が訪れていた。

　元帝国諜ちよう報ほう部隊の隊員であり、つい先日まで離り反はんした魔人達のグループに潜入していたローレンスである。

「ローレンス、参りました」

「来たか、まあ座れ」

「失礼します」

　ローレンスを迎えたのは、シュトロームの右腕ともいうべき存在、ゼストである。

　ゼストは、先日離反した魔人達を使ったシン達の戦力分析において、シンの弱味といっていい事柄を発見したローレンスに、新たな仕事を任せようとしていた。

「ローレンス。先日言っていたシン＝ウォルフォードの弱味なのだがな」

「はい。間違いないでしょう。矛ほこ先さきが向いただけであの怒りようでしたから。しかし……本当に実行するんですか？　奴が怒り狂ったら、俺達では抑えられませんよ？」

「別に構わない。なにもこの一件で奴をどうにかしようとは思っていないからな」

「そうなんですか？　なら、今回のこの仕事の意味って……」

　自分が意味のない仕事を任されようとしているのではないかと、少し心配になってきたローレンスだったが、ゼストがそれを否定した。

「なにも、直接打撃を与えることだけが成果なのではない。もし奴が怒り狂い、危害を加えた者を害したとしたら……今まで英雄と称たたえられてきた奴に対する評価はどうなる？」

「……そういうことですか。今は英雄と称えられているが、怒りに任せて暴れてくれれば、英雄ではなく危険人物として世間が見ると……」

「概おおむねそんなところだ。もっとも、それだけではないがな」

「他にも理由が？」

　これから行う仕事によってシンが怒り、その加害者を亡き者にすれば、同じ人類に牙を剝むいた危険人物として糾きゆう弾だんできる。

　そうなると、戦場の最前線に立つことは難しくなる。

　それを見越しての今回の仕事を考えついたゼストのことを尊敬の目で見ていたのだが、そのゼスト曰く、狙いはこれだけではないようだ。

「ヒントは、我々の主様だ」

「シュトローム様？」

「ああ、シュトローム様が魔人に至った経けい緯いは聞いたな？」

「ええ、凄まじすぎて言葉を失ってしまいましたが……あっ」

「それと同じことが、起きると思わないか？」

「確かに……」

　ゼストの説明を聞いたローレンスは、そこまで考えていたのかと感心する。

「ところで、その生いけ贄にえとなるべき人物は見つかったか？」

「あ、はい。この男なのですが……」

「ほう」

　ローレンスが提示した人物を見て、ゼストは思わず声をあげた。

　その男の地位や影響力を考えると、シンが怒り狂って害した際の批判は凄まじいものになるだろう。

　もしシンに対する批判が起きなかったとしても……。

「フフ、あれほどの魔法使いが絶望したとき、どんなことが起こるのかね？」

「正直、見てみたいような、見るのが恐ろしいような……」

「まあ、どんな結果が出るにせよ、ひとまずやってみるしかないがな。奴と正面から戦うのはあまりにも危険だ」

　ゼストは、ローレンスから渡された、今回の作戦の要となる人物が記載された書類を見ながらそう呟つぶやいた。

　そして、そのゼストの言葉を、シン達の力を二度間近で見たローレンスは、心底ホッとしながら聞いていた。

「では、早速工作に移ります」

「うむ。任せたぞ」

「はっ！」

　ローレンスは敬礼すると、ゼストのもとを辞した。

　そして、自分が手渡した書類に書かれていた人物のことを思い出していた。

「創そう神しん教きようの大だい司し教きようねえ……」

　この世界で唯一の宗教、創神教。

　地域によって多少の教義の解釈の違いなどはあるが、大元は同じ宗教である。

　そんな世界唯一の宗教の大司教という、かなりの重要人物が、今回の彼らのターゲットである。

「……フン」

　聖職者がターゲットであるというのに、悪びれるどころか憎悪の表情を浮かべながら、ローレンスは作戦の遂行に移った。
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　一方、まさか自分が魔人達のターゲットにされているとは、考えもしていない人物がいる。

「フラー大司教様！」

　イース神しん聖せい国こくの聖都、そこにある大聖堂を歩いていた男が女性の神み子こに呼び止められた。

「どうした？」

　フラー大司教と呼ばれた男は、自分を呼び止めた女性の神子を、上から下まで舐めるように見ながら用件を尋たずねる。

「あ、あの……教きよう皇こう猊げい下かがお呼びです」

　この男の噂を聞いている女性の神子は、怯えつつも用件を伝える。

「ふむ、教皇猊下が？」

「は、はい。至急会議室に来るようにとのことでございます」

「そうか、分かった。すぐに向かおう。ところで……」

　用件を伝えたことで、すぐに引き下がろうとした女性神子の肩を、フラーは摑つかんで引き寄せた。

「ひっ！」

「お前、中々美しいじゃないか。この会議が終わったら……」

「フラー大司教！　なにをしておられるか!?」

　明らかに邪よこしまな提案をしかかっていたフラーを寸前で止める声が響いた。

「チッ……なんだマキナ。たかが司教の分際で……」

「確かに声をかけたのはたかが司教ですが、我々を招集したのは、敬愛すべき教皇猊下ですぞ」

「我々？」

「私も呼ばれております」

　呼ばれたのが自分一人ではないことに、あからさまに落胆を示すフラー。

　その隙に、マキナと呼ばれた司教は、捕まっていた女性神子にこの場を離れるように手で示す。

　女性神子はマキナに何度もお辞じ儀ぎをしながらその場を去って行った。

　その光景を忌いま々いましそうに見ていたフラーは、マキナを睨にらみつける。

「で？　私だけでなく、お前まで呼んでいるのなら大した用件ではないのだろう？」

　フラーは、自分より下の位のマキナまで呼ばれていることで、この話には重要性がないのだろうと判断した。

　よほどの重要案件ならば、自分のみに話が来るはずだと、信じて疑っていない。

　実際にはそんなことはなく、フラーを通さずに別の者が対応している案件も多い。

　そんな事情を知っているマキナにはフラーのその尊大な姿が滑こつ稽けいに見えているが、どんなに嫌いでも自分は司教でフラーは大司教。

　なるべくその感情を面おもてに出さないように、フラーと接していた。

「さあ、私はまだなにも聞かされておりませんが」

「まったく、教皇猊下にも困ったものだ。私に全てお任せくださればいいものを」

　教皇ですら下に見ている節のあるフラーを、後ろを歩きながら、マキナはずっと睨み続けていた。





　　　　　◆






　イース神聖国で、大司教と司教が教皇に呼ばれた頃、エルス自由商業連合国でもある動きがあった。

「おい、誰か、ナバル呼んできたってんか」

　エルス自由商業連合国の大統領府。

　その中でも一際豪華な部屋で、これまた豪華な椅子に腰かけている男。

　エルス自由商業連合国の大統領であるアーロン＝ゼニスである。

　その大統領が独特のエルス訛なまりで、大統領府の役人の一人を執務室まで呼び寄せるように指示を出す。

　同じ大統領府の中にいたナバルと呼ばれた役人は、すぐに執務室に姿を現した。

「スイマセン、ナバルですけど」

「おお、来たか。ちょっとそこ座れ」

「はあ、ホナ失礼します」

　アーロンは、呼び出したナバルをソファに座らせ、話の本題に入った。

「お前、今アールスハイドから提案されとる用件があるの知っとるか？」

「知っとるかって……ワタシ、外務局の人間でっせ？　知らん訳ありませんやん」

「そらそうか。そんでな、向こうさん……アールスハイドは国王やのうて王太子をその会談に出席させるそうや」

　アーロンの言葉を聞いて、ナバルは顔を顰しかめる。

「アールスハイドの王太子って、こないだ十六になったばっかりでっせ？　そんな子供を国の代表にするんでっか？」

「そうらしいで？　なんでも齢よわい十六にして、アールスハイド王国始まって以来の傑物やいうて評判らしいわ」

「はぁ……で、それがどないしたんですか？」

「お前、その会談に行って、アールスハイドから利権取って来い」

「……は？」

「せやから、お前を今回の会談の代表にする言うてんねん」

　アーロンから思いがけない命令を聞いたナバルは、一瞬呆ほうけた後ニヤッと口を歪めた。

「ホナ……そこでワタシが自分の利権も貰てもよろしいんですか？」

「おお、できんねやったらなんぼでも毟むしり取とってこい」

　アーロンのお墨付きをもらったナバルは、ソファから立ち上がった。

「そうと決まったら、早速アールスハイドとの詰めの作業に入りますわ。ホナ、失礼しまっさ」

「おう。しっかりやれよ」

　これから起きる大きな商談に、ナバルは胸を躍らせた。

　アールスハイドという大国相手に利権を取る。

　今は役所の役人になったとはいえ、ナバルは元々商人である。

　その仕事の大きさに、武者震いが止まらなかった。

　そして、それを見送ったアーロンは……。

「……アールスハイド国王陛下と導師殿には悪いけど、これも国こつ家か繁はん栄えいのためや、堪かん忍にんしたってや」

　そう言って立ち上がり、執務室の窓から外を眺めながら……

「ふ、ふふ……怒られたらどないしよ……」

　アーロンしか知らないある恐怖によって震えが止まらなかった……。





　　　　　◆






「グフッ、グフフフ……いい、いいぞ。実にいい展開だ」

　創神教教皇に呼び出され、その用件を聞いたフラー大司教は、自室に戻るまでは我慢していたその喜びを、私室に入るなり抑えることができなくなった。

「ようやく、ようやく手に入れられる。前回は失敗したものを……今度こそ」

　教皇に与えられた仕事。

　それに従事することで、長年の夢だったあることが叶えられる。

　そう思うと、フラーは今にも踊りだしたい心境であった。

　日程はまだ調整中とのことだが、近日中に正式決定するだろう。

　それがいつになるかと、楽しみにしながらフラーは床についた。




　フラーが完全に寝入った頃、フラーの私室に侵入する影があった。

「やれやれ。この欲の塊かたまりが大司教とは、世も末だな」

「我々みたいなものが大量にいること自体、世も末ですよ」

「フ、違いないな」

　イース神聖国にある大聖堂は、他の国にあるものとは規模が違う。

　御み堂どうだけでも、世界唯一の宗教の総本山に相応しく、荘そう厳ごんで途と轍てつもなく広いのだが、国として治世も行わなくてはいけないため執務区画があり、さらに高位聖職者のための居室も設けられている。

　その結果、イース大聖堂は、一国の王都にある王城なみの大きさを誇る建物になっていた。

　そして大司教という高位に就いているフラーも、この広大な建物に私室を構えている。

　なおかつ、高い位の者は、実際に高いところに住むべきだと思っており、建物の最上階にその私室がある。もっとも、大司教よりも上の位の枢すう機き卿きようや教皇もいるのだが、最上階まで行き来するのがしんどいという理由で低層に私室がある。

　そんな最上階にあるフラーの私室に苦もなく侵入してきた存在。

　魔人ゼストと、その部下ローレンスである。

「こいつが例の願望を持っているという男で間違いないか？」

「はい。間違いありません。過去に一度、その確保に失敗しているため、異常なほどある者を手に入れることに執着しているそうです」

　ローレンスは、世界各国を飛び回って集めた情報をゼストに話す。

「なるほど。さて、それでは我々の役目は……」

　ゼストはそう言うと、魔力を集め掌てのひらに集約させた。

　魔人であるゼストが魔力を集めると……。

　その掌には、一般人が視認できるほど黒い魔力が集まっていた。

「この者の願望を、より一層大きくしてやることだ」

　ゼストはそう言うと、掌をフラーの額の上にかざした。

　かざした手から黒い魔力が溢れ、フラーの頭を覆っていく。

　傍目からみれば、異様な光景なのであるが、黒い魔力に包まれているフラーは、一向に気付く様子もなく、また苦しんでいる様子もない。

　ゼストがしばらく黒い魔力を放射しつづけていると、やがてフラーの口元にニヤリと厭いやらしい笑みが浮かぶ。

　それを見たゼストは一旦黒い魔力の放出を止め、フラーの様子を見た。

「……フン。厭らしく笑いおって」

「黒い魔力によって、負の感情が増幅されていますからね。今頃自分の願望が叶った夢でも見ているんじゃないですか？」

　ローレンスの言う負の感情の増幅。

　黒い魔力は、魔法を起動するだけでなく負の感情を増幅させることも可能であるらしい。

　それを使って、フラーの欲望を大きく増幅させてやったのだ。

　とりあえず今日の目的を果たしたゼストとローレンスは、実際に寝言で「ゲヘゲヘ」言い出したフラーを横目に見ながら、最上階にあるこの部屋の窓から抜け出そうとする。

　先にゼストが部屋から出て、ローレンスが追従しようとしたとき、ローレンスはフラーを見て呟いた。

「聖女を手に入れた夢でも見ているんだろうな」













　シシリーと爺さんばあちゃんに、ネックレス型の魔道具を渡したその日、シシリーは自分でゲートの魔法を使い、家に帰った。

　作った魔道具に意図せず……ああいう効果があると判明したのだが、ばあちゃんに『こんなムードもへったくれもない状況で初めてとか、女心を考えてやりな！』とお説教されたため、なにもしなかったのだ。

　でも、そう言ったって事は……ばあちゃんのお許しは出たって事だ。

　今までそういう行為を禁止していたのは、シシリーが戦力にならなくなる事を懸念しての事だったみたいだし、その心配がないのならっていう事なんだろう。

　ただ、そういうお許しが出たって事で……。




「シ、シン君、おはようございます……」

「お、おはよう、シシリー」

　魔道具騒動の翌日、一緒に登校するためにゲートで家にやってきたシシリーと顔を合わせるなり、お互い視線を背けてしまった。

　恥ずかしくって、お互いの顔が見み辛づらくなっちゃったよ！

　二人して意識しまくって、側にいるだけで赤面してしまう。

　もう恋人同士になってしばらく経つし、大分慣れたと思ったのになあ。

　そうやって二人でモジモジしていたら、後ろからばあちゃんの声が響いた。

「ホレ、モタモタしてると遅刻するよ！　さっさと行っといで」

　ばあちゃんが変な事言ったせいだろうがあ！

　怖くて口には出せないので、心の中で叫ぶ。

「じゃあ……行ってきます」

「い、行ってまいります」

「ハイよ。気をつけてね」

「ほっほ、行ってらっしゃい」

　結局いつもの通りに、爺さんとばあちゃんに見送られ学校に向かう。

　家を出てすぐ、シシリーが腕を組んでくるが……。

　昨日の事があるから、こういう密着する行為は余計に意識してしまう。

　シシリーも若干緊張気味だし。

　恥ずかしさからしばらく無言で歩いていたが、このままの状態はよくないと思い、意を決してシシリーに話しかけた。

「ねえ、シシリー」

「ひゃ、ひゃい！」

　……嚙かんだ。

　その事がおかしくて、つい笑ってしまった。

「プッ、アハハハ」

「も、もう！　シン君！」

「ハハ、ゴメン。告白した時の事思い出した」

「あう……あの時も嚙んじゃいました……」

　あの時の事を思い出したのか、シシリーは恥ずかしそうに俯いてしまった。

　そんなシシリーを微笑ほほえましく思いながら、俺は本題を切り出した。

「ねえシシリー、俺達、ちょっと肩の力抜こうか」

「肩の力……ですか？」

　俺達はばあちゃんからのお許しが出てから、半なかば義務であるかのように、その事ばっかり考えてる気がする。

「そう、俺達さ、婚約してるだろ？」

「はい」

「この騒動が終わったら式も挙げるじゃん？」

「そ、そうですね」

「だから……いずれはその……そういう事する訳……でしょ？」

「はう……」

　シシリーが真っ赤になってるけど、俺の顔も真っ赤な筈はずだ。

　顔が熱い！

　でも、この事はちゃんと言っておかないといけない。

「その魔道具に意図せず、その……そういう効果があるって分かったけど……無理してそういう事しなくても良いんじゃない？」

「べ、別に無理なんて！」

　シシリーが昨日プレゼントしたネックレスの魔道具を握りしめながら必死な感じで無理していることを否定するけど、言いたいのはそういう事じゃない。

「無理させてるとかそういう事じゃなくて、自然にっていうか……そういう雰囲気というか……お互いを求めたくて抑えきれなくなったらというか……義務みたいに考えなくても良いんじゃないかって事」

　俺の言葉を聞いたシシリーは、少し考えた後に返事をした。

「そうですね……そ、そういう事しなくちゃいけないって考えてたかもしれません」

「うん。世の恋人や夫婦はしてる事だからね」

　そういう事をしてこそ恋人……ってお互いに考えてたかもしれない。

「けどさ、俺達は俺達のペースで行こうよ。無理して背伸びしないで……ね？」

「シン君……はい！　分かりました！」

　そう言って、俺の腕をギュッと抱き締めてきた。

「シン君は本当に優しいですね……」

「そ、そう？」

　そうでもない。腕を抱き締められているから……や、柔らか……。

「私、本当に幸せです。こんなに優しい人が旦だん那な様さまになってくれるなんて……」

「シシリー……」

　ヤバイ！　俺の方がもう求めたくなってる！

　落ち着け、落ち着け俺！

　今、俺達のペースで行こうって言ったそばからそんな事になってどうする！

　今まで以上に密着してくるシシリーにこんな内心を知られる訳にはいかないと、表面上は平静を装っている俺。

　内心は煩ぼん悩のうと壮そう絶ぜつなバトルを繰り広げてますがね！

　そんな、いつもと違う俺達を見て周りがまた盛り上がってきた。

「はあ……今日のお二人はいつにも増して仲なか睦むつまじいわねえ……」

「これはひょっとして……」

「ついに！　かしら！」

　周りからそんな声が聞こえてきた。

「はう！　また……こんな外で……」

　それを聞いたシシリーが自分の行動を省みて真っ赤になり、ちょっとだけ離れた。

　うおお、危ねえ……もうちょっとで煩悩とのバトルに敗れるところだった……。

　結局、また周りが見えなくなって、外で大胆なことをしてしまったシシリーが恥ずかしがって顔を上げられなくなる。

　ギリギリで煩悩に勝利した俺もシシリーの顔が見られなかったので、その後ろくに会話する事ができないまま学院に着いた。




「おはよう、二人共。なんだ？　顔が赤くないか？」

　相変わらず鋭いなオーグは。とりあえず誤ご魔ま化かさないと……。

「い、いや！　そんな事ないよ」

「フム？　そうか？　まあ、その事は後で追及するとしてだ、皆揃そろった所で話がある」

　誤魔化し失敗！　見逃してくれなかった！

　それよりも、オーグから話があるという。

「話って？」

　教室には、すでに全員が揃っている。

　その中で、ピンク色のパジャマ姿のアリスが異彩を放っている。

　……って！

「アリス！　パジャマ！」

「え？　わああ！　なんで誰も言ってくれないのさあ!?」












　今気づいたらしい。誰か言ってやれよ……。

「さすがにこの短期間で二回目はない」

「もう！　バカあ！」

　そう言って、ピンクのパジャマ姿のアリスがゲートで一旦家に帰った。

「オーグ、お前言ってやれよ」

「少し恥はじをかいた方が以後注意するだろ」

「お陰で話の腰を折られたけどな」

「まあ、必要な話だが緊急の話ではないからな。コーナーが着替えて来る時間くらいは待つさ」

　そんな話をしているとゲートが現れ、今度はちゃんと制服を着たアリスが出てきた。

「うう……恥ずかしかった……」

「これに懲りたら、もうパジャマで来るんじゃない」

「はい……」

　アリスはオーグに注意され、シュンとしている。

　まあ、自業自得だから何も言えないな。

「で？　話って？」

「ああ、エルスとイースとの三国会談の日程が決まった」

　オーグの言葉に、弛し緩かんしていた空気がピリッと張り詰めた。

「場所はスイード王国。今回、唯一魔人の襲撃による被害を出した国で魔人討伐についての会談をする事になった」

「なるほど。第三国でって事か……」

「そういう事だ。二国共これが会談開催の最低条件だと譲らなかった。だがスイード王国なら、反撃の狼煙のろしを上げる場所としては最適だろう」

　自国開催では、アールスハイドに有利になるかもしれない……ってとこかな？

「スイード王国で開催する事自体は早々に決まっていたのだがな。今回、スイード王国側の準備が整ったとの連絡が入ったのだ」

「それで？　いつ？」

「エルスとイースに使者を出して、それからだからな。二週間後だ」

「そうか、なら丁度いいタイミングだったな」

「丁度いい？」

「ほい」

「っと！　なんだ？　ネックレス？」

　オーグに例のネックレスを渡した。

「『異物排除』って付与が施されてる、常時発動型の魔道具だよ」

『常時発動型あ!?』

　あ、そういえば、まだ皆には言ってなかったっけ。

「オーグ、言って良いか？」

「身内ならいいだろう。ただし、全員聞け。これからシンが話すことは絶対に他言無用だ」

　いつになく強い口調のオーグに、皆緊張した面持ちになった。

「一昨日おとといさあ、魔ま石せきもらったじゃん？　それで、ばあちゃんに初めて魔石について教えてもらったんだわ」

「ついにシン殿が魔石の存在を知ったのですね……」

「それで、常時発動型の魔道具を早速作ったスか……」

「メリダ様が内緒にしてたのがよく理解できるわぁ」

　トールは絶望の表情を浮かべ、マークが貴重な魔石を惜しげもなく使ったことに呆れている。

　そして、ユーリはばあちゃんの気持ちが理解できるという。

　ばあちゃんに魔石の事を教えてもらったというだけでこの反応……泣けてくるね。

「ちょっと待って！　シン君、貰った魔石早速使っちゃったの？」

　一昨日魔石を貰って、すぐに常時発動型の魔道具を作った。

　普通はアリスみたいな反応になるわな。

「まあ、順に話すから。その時に魔石の採掘の実状とか聞いてな、魔石の生成について仮説を立ててみたんだ」

「魔石生成の仮説!?」

「そんな！　世界の謎ですよ!?」

　トニーもトールも、エリーやメイちゃんと同じ反応をしてる。

　それくらい、この世界の常識だったってことか。

「そうらしいね。で、その仮説を実行したら……」

　そう言ってその場で魔力を集め、高温高圧で圧縮していく。

　すると……。

「魔石ができちゃった」

　たった今生成した魔石を掌てのひらに乗せて見せる。




　……。




　あれ？　反応がな……。




『ええええええええ!?』




　突然、皆が声を揃え大声で叫んだ。

「ナニコレ！　ナニコレエエ!!」

「凄い。さすがウォルフォード君」

「凄いどころではないで御座る！　世界の謎が……世界の謎が解明されたで御座る！」

「本当に……信じられないッス」

「あ、マークは親父さんにも内緒にしてくれな。魔石の発はつ掘くつ分ぶん布ぷから『発掘条件』が分かったって言ってあるから」

　マークはビーン工房の息子だからな。

　親父さんに話さないように釘を刺しておかないと。

「一般に公表されるのもその内容だ。皆、迂う闊かつに喋しやべるなよ。シンもこの魔石は流通させないと約束しているからな」

『は、はい！』

　オーグの命令に皆声を揃えて返事した。

　皆の真剣な表情に満足そうに頷うなずいたオーグが、今俺が渡した魔道具についての説明を求めてきた。

「で？　結局この魔道具はなにをする魔道具なんだ？」

「ああ、それ、身体に侵入した異物を、吸収させないで排除する効果があるんだ」

「異物？」

「毒物……とか」

「……そういう事か……特にこれから三国会談がある。考えたくはないが……主導権を握れなかった場合に強行手段に出る可能性もある……か」

「本当に考えたくないけどな。でも、実際起こってから後悔したくないんだよ」

「……分かった。万が一の備えとして持っておこう。もし持っている事を咎とがめられても、私は王族だからな。暗殺の脅きよう威いに備えていつも身につけていると言えば納得するだろ」

「本当にその可能性はあるんだからな。ずっと身につけておけよ？」

「分かった」

「それと、これ皆の分ね」

　そう言って異空間収納から皆の分も取り出す。

「わ！　良いの!?」

「ありがとう、ウォルフォード君」

　新しい魔道具を貰って嬉しそうなアリスとリン。

「これまた、意味の分からない付与だよぉ……」

「しかし、我々もですか？　殿下と違って命を狙われるような事は……」

　自分も魔道具作成が得意なユーリは複雑そうな顔で、トールは自分達にもこの魔道具が渡された意図が分からないらしい。

「これさ、毒物だけじゃなくて、身体に侵入した『異物』を排除するんだ。だから病原菌とかも排除するから病気にかかりにくくなるんだ」

「へえ、病原菌も……シン！」

「なに？　トニー？」

「これ！　もう一個貰え……いや！　売ってくれないかい!?」

「良いけど、なん……」

　あ！　コイツ、気付きやがった！

「だって！　これを身につけていれば異物が排除されるんだろう？　という事は……」

　そこでトニーは言葉を切り、俺に耳打ちしてきた。

「完全に避妊できるじゃないか！」

　小声で叫ぶという器用な事をしてきた。

「はあ……気付きやがったか……」

「なんだい、シンも知ってたのかい？　は！　まさかそれが本来の意図なんじゃ!?」

「完全に偶然の産物だからな！　まったく意図してねえよ！」

　俺とトニーのやり取りを皆は不思議そうに見ている。

　誰も気付いた様子はな……。

　あ、シシリーが真っ赤になって、それにオーグが気付いた！

　くそっ！　ニヤニヤし始めやがった！

「シン」

「な、なんだよ？」

「フ、良かったな？」

「ウルセエ、バカ！」

「あう……」

「ん？　なんでシシリーが赤くなって……異物……あ、ああ！」

　ほらあ！　マリアが気付いちゃったじゃん！

「シン……サイテー……」

「違う！　偶然！　偶然だから！」

　マリアから軽蔑の視線で見られ、俺はそれを必死に誤解だと説明する。

「偶然でも意図的でも良いから！　もう一個売ってくれ！」

　トニーはちょっと黙っててほしい。

「まったく、才能をこんな事に使うとはな」

「あ！　そういう事か！　うわ！　シン君マジ!?」

「ウォルフォード君……意外だった」

　オーグは多分、分かってる。

　分かっているのにからかってくるから始末が悪い。

　アリスとリンは驚いたという表情で俺を見ている。

　ああ、もう！

「違うからあああ！」





　　　　　◆






「ワッハッハ！　あの魔道具でそんな誤解を受けたのか？」

「笑い事じゃないですよ親父さん……お陰で皆の冷たい視線が……」

　皆から非道い誤解を受けた数日後、俺はビーン工房に来ていた。

　マークの親父さんに、学院で受けた非道い誤解について話したところ大爆笑されていた。

　あの後、結局誤解は拭ぬぐい切れず、女性陣からの冷たい視線を浴びる事となった。

　誤解なんだけど、確かにその効果がある事は間違いないのでなにを言っても効果がなかった。

　ただ、魔道具としては有用なので、皆身につけてくれている。

「ハッハッハ！　まあ、制作者の意図しない効果や使われ方はよくある事だからな。そんなに気にしなくてもいいだろ」

「俺の場合、逆だと思われてますけどね……」

　完全にそれ目的で作って、偶然病原菌とか毒物が排除されることに気付いた……と思われている。

　違うのに……。

「そんなに落ち込むな。ホラ、通信機、できてるから」

「おお！　ありがとう！　親父さん！」

　なぜ今日もビーン工房を訪れたのか。

　それは、今日が無線通信機の試作品が出来上がる日だからだ。

　親父さんが見事に仕上げてくれた無線通信機を見ると、さっきまで落ち込んでいた気分が一気に晴れた。

　やっぱり、新しい魔道具を見るとテンションが上がるよね！

「じゃあ、まずはこれに付与をかけて……」

　受け取った通信機は大きなトランシーバーのような形をしており、金庫についているようなダイヤルで○から十二まで十三種類の番号を指定できるようになっている。

　ダイヤルで番号を合わせ、通信ボタンでその番号と通信開始。通信終了ボタンで通話を終了させるように付与をかける。

　ちなみに、中はいわゆる基盤のようなものを取り入れてる。

　これのお陰で複数の部品を利用でき、その部品毎に付与ができるようになってる。

　これを親父さんに提案した時「お前これ……時代が動くぞ……」とかなり大おお袈げ裟さに感動していた。

　それはともかく、魔石をセットして早速無線通信機をテストしてみる。

「じゃあ、俺が一番を持ってみるんで、親父さんは二番を持って」

「おう！」

「じゃあ、二番に発信」

　発信するが、なにも反応がない。

「ん？　失敗したか？」

「んー？　あ！　着信音！」

「着信音？」

「回線が繋がった事を知らせる音ですよ」

「ああ、そうか。確かにこのままじゃ分かりづらいか？」

「着信音かあ……とりあえずそれは後回しで……『もしもし？』」

「お！　声が聞こえたぞ！　『おう聞こえるか？』」

「あ、聞こえますよ。じゃあちょっと離れてみますね」

　無線化した通信機から親父さんの声が聞こえたので、工房の外に出てみた。

「親父さん、聞こえますか？」

『おう、バッチリ聞こえるぜ！』

「他の通信機はどうです？　通話が聞こえますか？」

『いや、この通信機だけだな。ちゃんと番号指定できてるぜ』

「よかった。じゃあ次です」

　そう言うと、通信機の通話終了というボタンを押し、次にオープン回線である○番を指定し、通話ボタンを押した。

「もしもし聞こえますか？　通信機全体から声が出てますか？」

『おお!?　通信機から一斉に声が聞こえたぞ!?』

「良かった。これも成功ですね」

『はああ……自分で作っといてなんだが、スゲエもん作りやがったな』

「ははは……後は、どれだけの距離を通信できるかですね」

『それは良いけどよ、番号を変えてくれ。うるさくてかなわん』

　あ、オープン回線のままだった。親父さんの方では通信機から一斉に俺の声がしてるんだろう。

「すいません。一旦切って二番にかけ直します」

『おう』

　もう一回通話終了ボタンを押し、ダイヤルを二番に合わせて通信ボタンを押す。

「親父さん、聞こえますか？」

『おう、聞こえるぞ。しかしあれだな、やっぱり繋がった事を知らせる音は必要だな』

「そうですね……そこは要改良ですね」

『まあ、俺の方でも考えとくよ。で？　どれだけの距離を通信できるかって話だよな。テストするか？』

「はい、お願いします」

　そこで一旦通信を切り、ゲートで俺の家に行く。

「あれ？　おかえりなさいシン君。もう工房での用事は終わったんですか？」

「いや、今まさに実験中」

「実験中？」

「うん。親父さーん、聞こえますかー？」

『おう、聞こえるぞ。今どこにいるんだ？』

「俺の家です」

『シンの家？　ああ、この前マークが覚えたっていうゲートの魔法か』

「そうです」

「ちょいとお待ちい！　な、な、なんだいそれはああっ!?」

　とりあえず、工房から家まで、徒歩十五分位の距離なら大丈夫だと確認できた時点で、ばあちゃんから声がかかった。

「これ？　無線の通信機」

「む、むせ……！」

　無線のところでばあちゃんが声を失った。

　有線の通信機でも付与魔術師の夢って言ってたからなあ、無線は衝撃的だったんだろう。

「ア、アンタは……またとんでもないもの作って！」

「まあ作ったは良いけど、まだ流通はさせないけどね。有線の通信機の普ふ及きゆうの方が先だってオーグに言われてるし」

「……流通させる気なのかい」

「便利だよ？」

「便利過ぎるよ！」

「でもまだ試作品だから、これから改良しないといけないんだけどね」

「本当に……この子は本当に……」

　ばあちゃんが何かを諦めたようにブツブツ言ってる。

　そんな事よりテストの続きだ。

「すいません親父さん。お待たせしました」

『お、おう。それより……大丈夫なのか？　導師様、お怒りなんじゃ……』

「ハハハ、ばあちゃんはいつもこんな感じですよ」

「誰のせいだい！　誰の!?」

　俺と親父さんで通話している後ろから、ばあちゃんが大声で怒鳴っている。

　まあ、いつものことだ。

『……本当に大丈夫なのか？』

「大丈夫ですって。じゃあ、次はもうちょっと遠くまで行ってみますね」

『おう』

　一旦通信を切って、シシリーに告げる。

「って事で、今から通信機のテストしてくるから。帰ったらシシリーにもテストしてもらうからね」

「は、はい」

　シシリーに無線通信機のテスターをお願いしたら、すごく緊張した面持ちになった。

　初めて開発した魔道具だし、テスターの責任を果たさないといけないとか思ってそうだ。

　ただの通信機だし、そんなに緊張することないのに。

　おっと、親父さんを待たせているんだった。早く行かないと。

「それじゃあシシリー、行ってきます」

「はい。あ、ちょっと待ってください」

　行こうとしたらシシリーに呼び止められた。

「ん？」

「襟えりが……」

　近付いてきたシシリーが俺の首元に手を伸ばす。

　どうも服の襟がめくれていたらしい。シシリーはチョイチョイと修正すると、うんと頷いた。












「はい、大丈夫です。行ってらっしゃい」

「うん……なんかいいな今の。夫婦っぽい」

「え……フフ、じゃあ……行ってらっしゃい、ア・ナ・タ」

　やっべ……幸福感で胸がいっぱいだ。

「……じゃあ、行ってらっしゃいのチュウを……」

「あ……」

「さっさとお行き！　このお馬鹿！」

　ばあちゃんの激しい突っ込みで、行ってらっしゃいのチュウはなしだ。

　くそー。




　で、次に来たのは昔住んでいた森の家。

　前と変わらず、ばあちゃんの結界魔道具が機能してる。

　ここまで馬車で数時間程の距離。

　次にテストする距離としては一気に伸ばしすぎたかな？

　とりあえず通信機を起動させる。

「親父さん、聞こえますか？」

『おう、聞こえるぞ。今どこにいるんだ？』

「ここも届くんだ……馬車で数時間行ったところです」

『馬車で数時間!?　それでも届くのか!?』

「みたいですね……どこまで届くんだろ？」

『それをテストしてるんだろ』

「そうでした。じゃあ、次に行きます」

『おう』

　さて、次はどこに行くか。

　ここより遠いところっていうと……。

　そして俺が来たのは、スイード王国だ。

　三国会談の行われる国だし、一度ゲートで行っておこうと思っていたので、確認も含めてやって来たのだ。

「親父さん？　聞こえますか？」

『おう。聞こえるぞ』

「……ここも届く」

『あん？　どこまで行った？』

「スイード王国です」

『ス……！』

　さすがに絶句してる。

　音声送受信しか付与してないのに……どこまで届くんだ？　本当に……。

「こうなると、トコトン調べたいですね」

『そうだな。で？　次はどこに行く？』

「順番に行きましょう。次はダームに行きます」

『分かった。待ってるぜ』

　そしてゲートでダーム王国に行き、通信機を起動。

『スゲエな……まだ繋がってるぞ……』

　カーナン王国、クルト王国と順番にテストしていくが……。

『……これ……どこまで届くのか恐ろしくなってきたな……』

　最初は興奮し、次に驚いていた親父さんの声に、とうとう困こん惑わくが含まれ始めた。

「もしかして、ですけど……」

『なんだ？』

「魔力がある限り繋がるんじゃ……」

『……魔力を伝達してるって事か？』

「多分……調べてないし、調べようがないから分かんないですけど……」

　実際に付与したのは番号を指定した音声送信と音声受信だけだ。

　それだけで無線通信ができた。

　電波だとか、そういう専門的な知識は前世でも持ち合わせていないのに。

　となると考えられるのは……。

　有線の通信機は魔物化した大おお蜘ぐ蛛もの糸を魔力が伝って音を伝達した。

　という事は、音声送信は魔力を伝達するんじゃないだろうか？

　電波みたいに発信するんじゃなくて。

　……仮説だけじゃなんとも言えないな……。

　この星の裏側まで行けば分かるかも。

　確か、星には丸みがあるから、人工衛星を中継しないと電波って星の裏までは届かないはずだし……。

　人工衛星を中継しないで届いたとなれば、魔力を伝達してるって事になると思う。

　ともあれ、その検証はまた後日だな。非常に気になるけど……。

「じゃあ、親父さん。一旦戻ります」

『おう』

　ゲートでビーン工房に行く。

「うお！　もうクルトから戻って来たのか!?」

「そういう魔法ですし」

「本当に、色々と理解が追いつかねえな……」

「はは、じゃあ通信機、貰って行きますね。代金は振り込んどきますんで」

「試作品だから別に構わんが……」

「そういう事、うやむやにしちゃ駄目ですよ。じゃあ、皆で色々とテストしてみます。改良点が出てきたらまたお願いします」

「おう。俺の方でも着信音の件、考えてみるわ」

「お願いします。では」

　そう言ってビーン工房を後にし、家に帰った。




「おかえりなさい、シン君」

『おかえりなさいませ』

　家に帰るとシシリーが出迎えてくれて、その後ろにメイドさん達が並んでいる。

　こうしてみると、シシリーがメイドさん達を率いているように見えるな。

　実際そうなんだろうけど。

「ただいま。早速なんだけどさ、これシシリーの通信機ね」

「あ、さっきの……」

「これから皆に使ってもらって、改良点をあぶり出していきたいんだ。協力してね」

「はい。緊張しますね……」

「はは、そんなに緊張しなくても大丈夫だよ。言ってしまえば、ただ通話するだけの道具なんだから」

　ネットができたり、メールができたりする訳じゃないからね。

「それがすごいんですけど……」

「この子の価値観はどうなってんのかねえ……シンがすごいって言う物がその内出てくるのかねえ……」

「シン君の言うすごい物……空を飛ぶ船とか？」

「……すでに浮遊魔法を使って空を飛び回ってるからねえ……その内作っちまいそうだ」

「あ、あはは……」

　ばあちゃんがなにかを諦めたように呟つぶやき、シシリーは苦笑いだ。

　すごい物ねえ……飛行機は作ろうと思えば作れると思う。

　なんせ反重力による浮遊魔法は成功したんだ。

　飛行機が空を飛ぶためには、本当なら翼に丸みや角度をつけて揚力を発生させなきゃいけないはずだけど……詳しくは知らないしな。

　反重力の魔法を付与すれば、垂直離着陸機が作れる。

　前世の飛行機より安全な乗り物ができると思う。

　……試してみるか？

「シン！」

「なに？　ばあちゃん」

「アンタ……アンタ今とんでもない物を作ろうとしてたね!?」

　なんでバレた!?

「え？　声に出てた？」

「顔に出てたんだよ！　それより！　やっぱり何か作ろうとしてたね!?」

「なんという誘ゆう導どう尋じん問もん……！」

「あの……シン君、分かりやすいです……」

　ばあちゃんの巧たくみ（？）な誘導尋問に驚きよう愕がくしていると、シシリーからもそう言われた。

　前にも言われたな。そんなに顔に出るんだろうか？

　そう思って顔をさすっていると、ばあちゃんが種明かしをしてくれた。

「アンタは何か思いついた時に、ニヤッとするんだよ！」

「うそ!?」

「本当です……」

　マジかあ……それで皆すぐに見破るのね。

「よし。今度から気をつけよう」

「そっちに気をつけるんじゃなくて！　突とつ拍ぴよう子しもないことを考えるのを自重しな！」

「ええー？」

　皆が反応するまで突拍子もないことって自覚がないもの。

「無理」

「無理じゃなーい！　本当にアンタといいマーリンといい、なんで思いついた事をすぐに実行しようとすんのかね!?」

「血は繋がってないって言ってましたけど……本当のお祖父さんとお孫さんみたいですね……」

「いやあ……」

「ほっほ、照れるのお」

「褒ほめてなあーい！」

　本当の祖父と孫みたいと言われて、ちょっと嬉しくなっているとばあちゃんに怒られた。

「そんなに怒ってると血管切れるよ？」

　あ、ばあちゃんがプルプルしだした。

「誰のせいだい！　誰のおおお！」

　今までで一番大きい怒鳴り声だった。

　オッカネエ……。

　それより、飛行機は当分先になりそうだ。

　先に車……いや、二輪か？

　あ、でも自走する乗り物を作っちゃうと、今営業している乗り合い馬車業界とか、馬の生産者とかが困るか……。

　うーん……。

　あ！　それより、先に馬車のサスペンションだった！

　先にダンパーを作らないと、四輪も二輪もないからな。

　スプリングだけでいけるか？　やっぱりオイルダンパーも作んなきゃ駄目かな？　オイルダンパーってどんな構造だっけ？

　確か、昔ラジコンカーと一緒に作ったんだけど……。

「また何か企んでるね!?」

「またバレた!?」

「いい加減におし！」




　そんな、ある意味日常茶飯事なやり取りもありつつ、シシリーを家に送り届け、いざ寝ようかという時にふと思いついた。

「シシリー？　聞こえる？」

『ひゃっ！　え？　シン君？』

「そう、俺。通信機見て」

『あ、これですね。ビックリしました』

「やっぱり、着信音は必要だな」

『着信音？』

「通信が繋がったよって知らせる音」

『あ、そうですね。あると便利です』

「まあ、それはもう問題点として上がってるから。ところで、今部屋？」

『はい。そろそろ寝ようかと』

「そっか、俺も」

　寝る直前だったか。タイミング良かったな。

『ところで、どうしたんですか？』

「いや……寝る前に声が聞きたくなって……」

『そ、そうですか……嬉しいです。一日の終わりにシン君の声が聞けて……』

「そ、そっか」

『はい……』

　うわ、俺からかけたのにメッチャ恥ずかしい！

　でも、その言葉がメッチャ嬉しい。

「じゃ、じゃあ最後にこれだけ」

『なんですか？』

「おやすみ、シシリー」

『は、はい！　おやすみなさい、シン君』

　そう言った後、通信を切った。

　いいな、これ。習慣になりそうだ。

　寝る前にシシリーと声を交わしたという幸福感に包まれて、その日は眠りについた。





　　　　　◆






「おはよう、皆」

「おはようございます。皆さん」

　今日もシシリーと二人で登校すると、さすがにゲート登校している皆は早い。

　すでに全員揃っていた。

「うむ、おはよう」

「おっはよー！」

「今日は制服だな、アリス」

「もうあんな恥ずかしい思いはしないよ！」

　アリスは先日、大いに恥を掻いた事によって、パジャマで来る事はなくなった。

　その内、また来そうだけどな。

「それより、今日は皆に渡したい物があるんだ」

「また意味の分からない魔道具ぅ？」

　ユーリの評価が非道いな。付与魔術師からすると、俺の魔道具は意味の分からない物なんだろうか？

　あ、だからばあちゃんが過剰に反応するのかな？

「ホラ、前に言ってた」

　異空間収納から取り出した無線通信機を皆に渡す。

「やっぱり……」

「魔石の存在を知ってから、あっという間でしたね……」

「おおー！　で？　で？　どうやって使うの？」

　呆れ顔のオーグやトールと、興きよう味み津しん々しんなアリスと二つに反応が分かれた。

　使い方を説明し、番号について伝える。

「番号は、分かりやすいように、入試番号順になってるから」

「なるほど、私は二番か」

「私は三番ね」

「でさ、これまだ試作品だから、皆に使ってもらって、改良した方がいい点を教えてほしいんだ」

「これで十分な気もするが……」

「それがそうでもないんだよね」

　今のところ分かっている問題点を伝える。

「なるほどな。分かった。考えてみよう」

　こうして、皆にテスターをお願いしたのだが、早く使ってみたいのだろう。

　授業中は、皆ずっとソワソワしていた。
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『リン……』

　夜中、突如響いたその声に、リンはビクッとした。

　ここは自分の部屋で他には誰もいない。

　しかし、さっき自分を呼ぶ声が聞こえたような気がした。

　気のせい？　空耳？

　そう思った次の瞬間。

『リン……』

　また自分を呼ぶ声が聞こえた。

　今のはハッキリ聞こえた。

　いつもあまり表情の変わらないリンの顔が若干強こわ張ばる。

　どこ？　どこから聞こえる？

　魔力を集中させながら部屋を見渡す。

　もし怪しげな存在であったなら、すぐに魔法を放てるように。

　その結果、部屋がどうなってもいいと、悲ひ壮そうな決意までしたその時！

『リン！　寝てんの!?　夜通信するって言ったじゃん!!』

　大きく、アリスの声が響いた。

　そういえば、昼にシンから無線通信機を渡され、テストしてほしいと言われていた。

　そして、アリスと夜に通信する約束をしていたのだった。

「忘れてた」

『ちょおっ！　聞こえたよリン！　忘れてたってヒドイよ！』

「うん、これは改良点」

　約束を忘れ、一人でホラー小説ごっこをしてしまったことを誤魔化すように、無線通信機の改良点を指摘するリンであった。




　そして、ちょうど同じころ。




『オリビア』

「ひゃっ！　あ、ああマークか、ビックリした」

　マークとオリビアも無線通信機のテストのために通信をしていた。

「突然声がするとビックリするね」

『ウォルフォード君も言ってたしな。そこはもう改良点として分かってるだろ。案外、もう改良案は出てるのかも』

「ウォルフォード君だしねえ」

　そう言ってクスクス笑うオリビア。

　なにかあれば『シンだから』でなぜか納得してしまう皆。

　オリビアもそれで納得してしまう一人だ。

　しかし、マークはそんなシンを擁護した。

『ウォルフォード君はすごい人だぜ？　よくもあれだけ色んなアイデアが出るもんだ。あの人のすごさは、規格外の強さじゃない。柔軟な思考とアイデアの豊富さにあるんだ。他にも……』

「分かった！　マークがウォルフォード君を尊敬してるのは分かったから！」

　止まりそうにないマークのシン賛美を、オリビアが無理矢理止める。

　そして、シンを尊敬するマークに、オリビアはちょっと拗ねてみせる。

「マークは最近、ウォルフォード君の話ばっかりだね」

『しょうがないだろ。あの人、ネタの宝庫なんだからさ』

「それは分かるけど……」

　シンが聞いていたら「そこを理解しちゃうのかよ!?」とツッコミが入りそうな非道い会話をしているマークとオリビア。

　そんなことには気づかず、通信を続ける二人。

「こうやって夜中でも、どこにいても話ができるって、便利だけど、なにか違うよね」

『なにかって？』

「ほら、顔が見えないから、どうしても言葉にしないと伝わらないっていうか」

『ああ。確かに、目線で合図したり行動で示したりできないもんな』

「それに……」

『それに？』

「……触れないし」

『っ……!!』

　オリビアのその一言で、通信機の向こうのマークが黙ってしまった。

「あれ？　マーク？　おーい」

『オリビア』

「うん？」

『家の人、まだ店か？』

「うん。今の時間は店は酒場になってるからね。まだ店にいるよ」

　オリビアの店は、昼は料理がメイン、夜は酒がメインにメニューが切り替わる。

　それゆえ、オリビアの両親は、まだ店にいる。

　そのことを確認したマークは。

『今からそっち行っていいか？』

「い、今から!?　でも、こんな夜だと……あ」

『ウォルフォード君に、良い事教わったろ』

「あ……うん」

『それに、良い物も貰ったし』

「バカ！　そういうこと言うな！」

『アハハ、じゃあ、そっち行くな。ベッドの前、空けといて』

「うん」

　こうして、マークの部屋から明かりとマークの気配が消え。

「……ホントに便利だな、この魔法も通信機も」

「そうだね。これは便利すぎるね」












　マークの姿はオリビアの部屋にあり、そして……。

　オリビアの部屋の明かりも消えていった。

　そして辺りには、酒場から聞こえる賑やかな声が、響いていた。





　　　　　◆






　無線通信機を皆に渡して、試してみてほしいと伝えた翌日、教室に入ると、なにやら眠そうな人物がチラホラと見られた。

「あうう……眠いい……」

「アリスは喋りすぎ。私は途中で寝た」

「リン非道いんだよお！　あたしが喋ってるのに寝るんだもん！　おかげでしばらく独り言喋ってたじゃん！」

「寝る前に二時間は喋りすぎ」

「だってえ……」

　これは、また別の問題点だな。

　長電話かよ。

「「ふわぁ」」

　皆に、あまり長電……この場合は長通信か、それをしないように言っておこうかと思っていると、二人同時にあくびをした者がいた。

「マークとオリビアも眠そうだな。お前らも長電……長通信か？」

　マークとオリビアの幼おさな馴な染じみのカップルである。

「え!?　あ！　そ、そうッス！」

「そそそ、そうです！」

　マークとオリビアに長通信をしていたのかと聞くと、明らかに動どう揺ようする二人。

　なんでそんなに動揺して……あ、まさか……。

「マーク……お前……」

「は、はい!?」

　無線で通信できる道具。

　覚えたゲートの魔法。

　二人揃っての寝不足。

　ここまで揃っていると分かりやすい。

　その事についてマークを追及してやろうと思っていると……。

「おーし、皆揃ってるな。朝のホームルームを始めるぞ」

　アルフレッド先生が来てしまった。

　ちっ、せっかく面白いネタを見つけたと思ったのに。

　まあ……ここで正直に話されても、どう対応していいか困っちゃうんだけどね。

　それより、皆に使った感想を聞けなかったなあ。

　休み時間は短いし、昼は食堂に一直線だし、皆に感想を聞けるのは放課後かな。

　主に、歴史や地理、数学等の座学だけの授業が終わった……ここ何学院だっけ？




　そして放課後。

「やっぱり、通信が繋がった事を知らせる音は必要。夜中に突然アリスの声が部屋に響いて怖かった」

「ちょっとお！　怖いは言い過ぎじゃない!?」

「体験してみれば分かる。あれは怖い」

「分かったよ。じゃあ、今日はリンから通信してきてね」

　リン以外からも、やはり着信音は必要だという声が多かった。

　事前に言ってたしな。意識させてしまったかもしれない。

「あと、番号がこれだけというのは、さすがに少なくないか？」

　オーグからは、チャンネルの数が少ないという指摘を受けた。

「今のところはチーム内で使うだけだからね」

「だが、シンの言う使い方をするならば、各国との通信が集まる部屋……仮に通信室としようか。そこに緊急連絡が入った際、そこからの連絡はどうする？　つまり、もう一台いるぞ？」

「あ、そうか……この通信機に連絡する通信機がいるか……」

　無線通信機を広めることに否定的なオーグがチャンネル数が少ないというのは矛盾していると思ったが、確かに本来の目的のために使うなら足りないのか。

　通信機同士の送受信に気を取られて、実際使った際のシミュレーションをしてなかった……。

「番号指定がダイヤル式じゃ限界があるかあ……」

「要改良……だな」

「分かった。サンキュー、問題点が見えたわ」

　いずれ流通させるにしても、指定できる番号が少ないと意味ないしな。

「とりあえず、通信室には、番号を振ってない送信専用の通信機を置くか。一方通行になるけど、緊急連絡は受信できるし」

「そうだな。とりあえずはそれで凌しのぐしかあるまい」

「他には？」

「あの……誰から通信が入ったのか分かり難にくいです……」

　オリビアがおずおずと発言した。

　ナンバーディスプレイかあ。本来ならそれも採用したいんだけど……。

「うーん、いずれはそれが分かるようにはしたいんだけど……いかんせんそのために開発しなくちゃいけない事が多すぎるんだ」

「あ、そうなんですね。じゃあ、我慢します」

　言ってる事は分かるけど……その為には最低でもディスプレイを開発しなきゃいけないしな。今はちょっと現実的じゃない。

「後の問題は……長く通信しちゃう事かな？　おかげで寝不足よ」

「それは自制してくれとしか言いようがないな」

　今回出た改良点は。

　着信音をつける。

　もっと多く番号指定ができるようにする。

　将来的にディスプレイをつける、かな？

　ディスプレイはともかく、着信音と番号指定数を増やすのは、親父さんと相談だな。

「オッケー、皆ありがと。改良版の完成は多分時間が掛かるから、とりあえずはそれそのまま持ってて」

「分かったで御座る」

「しかし……ここだけ、時間が先に進んでいる錯覚に陥おちいりますね……」

「錯覚じゃなくてぇ、本当に進んでるよぉ。ウォルフォード君の作る魔道具って、付与魔術師が夢に見てる物ばっかりなんだもん」

　トールには、無線通信機が未来の道具に見えているみたいだ。

　ユーリの目には、夢の魔道具が具現化しているように見えるんだろう。

　王都に来て分かったけど、実はあんまり新しい発明って聞かないんだよな。

　魔法があると、あんまり不便を感じないのかもしれない。

　クルト王国でばあちゃんが農機具の魔道具を作った時もそうだけど『必要は発明の母』だからな。

「ところで、もうこれ以上はないだろうな？」

　どうにも疑い深いオーグが念押しで聞いてくる。

　ないと言いきれない辺りが、オーグの勘の鋭さを物語っているな。

「ん？　んー……」

「まだあるのか……」

「ああ、いや。今のところはまだ魔道具じゃないよ」

「今のところ……いずれは魔道具……って事か？」

「まあね。ただ、今の世に及ぼす影響を考えると今すぐできないんだけど」

　俺がそう言った時点で、皆がざわついた。

「うっそぉー!?　ウォルフォード君が自重したぁ!?」

「天変地異の前触れで御座るか？」

「あわわわ！　逃げないと！　どこかに逃げないと！」

　ユーリが驚き、ユリウスが失礼なことを言い、オリビアはパニックになっている。

　皆の動揺っぷりが非道い。

　いくら俺だって、自動二輪や四輪を作る事が今の世に及ぼす影響くらい分かるわ！

「フ、ようやく私の忠告が浸透したようだな。で？　なにを作る気だったんだ？」

「ああ、自走する乗り物をね、作ろうかと……」

　あれ？　皆の顔が……。

「やっぱりね……」

「作るのを自重しても……」

「考えは自重してないよぉ！」

　呆れた顔になってる。

「お前……お前はあ……！」

「オ、オーグ？」

「なにも変わっておらんではないかあ！」

　またマジギレされた。

　作るのは自重するって言ったじゃん！













　豪ごう華かな馬車が複数、アールスハイド王国からスイード王国へと繋がる街道を進んでいる。

　馬車の周囲には物々しい数の護ご衛えい。

　そんな護衛に囲まれた馬車の中に、一際豪華な馬車がある。

　アールスハイド王国王太子、アウグスト＝フォン＝アールスハイドの乗る馬車である。

　この度行われるアールスハイド王国、エルス自由商業連合国、イース神しん聖せい国こくの三国会談に臨むため、大勢の護衛を連れての移動の途中である。

　三国の代表者は、アールスハイドからは王太子であるアウグストが、エルスからは外交を担当する役人が、イースからは大だい司し教きようという役職の人間が参加する。

　三国会談の目的は、魔人が侵攻を続ければ世界の脅きよう威いとなるため、一いつ致ち団だん結けつしてこの危機に立ち向かう、そのための調整をしようというもの。

　それ以外にも、アルティメット・マジシャンズはアールスハイド王国固有の軍事的戦力ではなく、世界の危機を救うための集団であるとの意思表示も兼ねている。

　そのため、三国会談開催国であるスイード王国へはアルティメット・マジシャンズの面々も向かっている。

　馬車が複数あるのはその為である。

　その馬車の中では……。
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　三国会談に向かうため、スイード王国に向けて馬車で移動している。

　チーム全員がゲートを使えるため、それで行けば早いし危険もないんだけど、これから行うのは公式な外交会談だ。

　こういう大がかりな移動も、その国の力を見せるために必要になる。

　そのため、俺たちは複数の馬車に分かれて乗車。

　俺が乗っているのは、オーグが乗っている一際豪華な馬車だ。

　その他の同乗者は、シシリーとマリアだ。

「最近、魔人が襲撃してきてないだろ。おかげで『魔人はアルティメット・マジシャンズを恐れて襲撃を諦めた』っていう声まで聞こえるんだけど……他の国も同じような感想を持ってたらどうする？」

　今回の三国会談において一番の懸念は、魔人の討伐はアールスハイド王国とアルティメット・マジシャンズだけで十分、自分達が危ない橋を渡る必要はない、と判断されることである。

　ディスおじさんは、市民に不安が広がらないように、魔人を必要以上に恐れない風ふう潮ちようは歓迎すべきと言っていたけど……俺は心配でしょうがない。

　そんな不安をオーグに向けて言うと。

「だから、他の国との交渉は私の領域だと言っているだろう。お前が心配する必要はない」

　オーグから、口出しすんなと言われてしまった。

「でもなあ……」

　こうも魔人軽視な風潮が広がってくると、本当にエルスとイースからの協力を得られないんじゃないか？　って気がしてくる。

　それなのにこの会談に参加する理由って……。

　は！　まさか!?

「二国とも、戦後の疲ひ弊へいした瞬間のアールスハイドを狙ってるって事は……」

「考え過ぎだ。大体、エルスは商業国家だぞ？　商人には信用が第一なのに、世界中から批判を浴びるそんな行動に出るとは思えん。イースも同じだな。善行を積み、創造神の御下へ導かれようという思想の宗教の宗主国が、そんな行動に出ると思うか？」

「それもそうか」

「まあ……表立っては……な」

「……裏では分からない……って事か？」

「国家の運営は綺麗事だけではできない……という事だな」

「……会談中は要注意……だな」

「お前のくれたこの魔道具が身を護ってくれる。心配ないさ」

　そう言いながら、オーグは胸元のネックレスを指で弾いた。

　交渉が思い通りにならないからといって、直接攻撃してくるとは思わないけど……どんな搦からめ手てを使ってくるかは分からないからな。

　エルスとイースの担当者がいい人である事を祈ろう。

　前回は空を飛んで行ったため、数時間で着いたスイード王国だが、今回は正式な訪問であるので、馬車で移動している。

　ゲートなら一瞬で行けるけど……馬車で国境まで二日、国境からさらにスイード王国王都まで二日かかって、ようやく到着した。

　遠いな……空の移動手段、本気で考えようかな？

　色んな所に根回しとか交渉とかして事業に嚙かんでもらえば、そんなに社会的な影響はないと思うし……。

「おい、シン。お前、なにか企んでないか？」

　またバレた。

　ということは……。

「俺……ニヤッとしてた？」

「はい……」

「してたわね」

　苦笑しながら答えるシシリーと、呆あきれ顔のマリア。

　そしてオーグは、深い溜め息を吐きながら眉間を押さえる。

「お前は本当に……いつになったら自重を覚えるんだ？」

「失礼な。自重して、すぐに行動起こさないようにしてるじゃん」

「その思想を自重しろと言ってるんだ」

　いつも自重しろ自重しろって怒られるけど、便利になるのは良い事だと思うんだけどなあ……。

　そんな話をしていると、スイード王国王都の城壁が見えてきた。

「おおー！　久し振りだあ！　大分復旧してるね！」

「そうですね。魔人討伐の決起の場所としては、これ以上の国はないですね」

　まだちょっと遠くの城壁を見て、アリスとトールが馬車から顔を出している。

　俺は、つい先日通信機のテストのために来たばっかりだけどね。

　魔人による直接攻撃を受け、現在復興作業中のスイード王国。

　確かに、人類が魔人に対抗する意思を発現するには、現在復興中のこの国は相応しいと思う。

「ようこそいらっしゃいました、アールスハイド王国の皆様！　お久し振りで御座います！」

　俺達がスイード王国王都に到着すると……すごい数の人が出迎えてくれた。

「キャアー！　アウグスト様ー！」

「魔王様ー！　ステキー！」

「うおおお！　シシリー様ー！」

「聖女様ー！　俺を癒いやしてくれー！」

　俺達は、先日の魔人襲撃の際に、直接この国を訪れ、魔人を討伐した。

　そのことに感謝してくれているらしいスイード王都民の歓声がすごい。

　それより、もうここまで魔王の二つ名は届いてしまっているのか……。

「フム。歓迎されているようだな」

「当然で御座います。魔人に襲撃されたのはつい先日で御座います。魔人を討伐された後、功こう績せきを触れ回る事もなく帰られてしまったので、ろくに感謝もできなかったと残念がる国民が多数おりました。そのため、今回再び皆さまがお集まりになられると聞いてこのように大勢集まったのでしょう」

　オーグは戦闘開始時と終結時に王都中に宣言していたし、シシリーは怪我の治ち療りようのために国民と直接触れあっている。人気があるのも当然だな。

「この度の宿泊施設は、迎げい賓ひん館かんを御用意しております。どうぞ会談に向けて英気を養って下さいませ」

　案内してくれたスイード王国からの案内の騎士は、この国で一番豪華な宿泊施設を用意してくれたという。

　普段は宿などとしては使われず、国こく賓ひんをもてなすための施設。

　そこを宿泊先として提供してくれるというのだ。

「気を遣わせて済まないな」

「いえ！　私共の感謝の気持ちだと受け取って下さいませ」

　そうして俺達はスイード王国に歓迎され、三国会談の地に着いた。

　残る二国も、今日の夕方に到着する予定との事。

　明日から早速会談が始まる。

　この話がまとまれば、いよいよ旧帝国領に向けてこちらから攻勢に出られる。

　どうか、うまくまとまりますように。





　　　　　◆






　スイード王国にある有名な高級レストラン。その二階に、食事を取りながら会議が出来る部屋がある。

　今回、スイード王国側が用意した会談の会場は、その部屋であった。

　時折食事を挟みながら和やかに会談が進むようにとの、スイード王国の配はい慮りよである。

　その会場となる部屋の近くの個室に、アウグストが他の二国の代表に先んじて到着していた。

　同席しているのは、護衛であるトールとユリウスである。

　若干緊張気味の護衛の二人に対して、アウグストの方は実にリラックスしている。

　その事を不思議に思ったトールがアウグストに問いかけた。

「殿下、随分と落ち着いていらっしゃいますが……シン殿の仰っている懸念は気にならないのですか？」

「確かに、シンが心配している事は分かる」

「では、なぜ？」

　そう言うトールに、アウグストはニヤリと笑い、答えた。

「主導権は最初から私が握っている。そういう事だ」

　相変わらずなにかを企んでいるような表情のアウグストに、トールとユリウスは『殿下にはなにか勝算があるのだろう』と判断した。

　そして、アウグストがこういう表情をしている時は悪わる巧だくみを考えていることが多い。

　そんな時、二人は碌ろくな目にあっていない。

「はぁ……」

　昔は、内心で吐いていた溜め息も、最近では態度に表すようになったトール。

「なんだ？　どうした」

「いえ……いつも殿下に付き合っているシン殿は大変そうだな……と」

「馬鹿言え。私の方がいつもシンに振り回されているというのに」

　幼おさな馴な染じみとはいえ王族と貴族。

　身分が圧倒的に違う。

　昔は二人の間にあったその身分の溝が、最近なくなってきている。

　アウグストは、そのことに怒りを覚えるどころか、楽しんでいる感じさえする。

　部下である自分に嫌味を言われても、どこか楽しそうなアウグスト。

　今まで、こうやって心を開くことがなかったアウグストに、トールは心の底から同情した。

　そして、アウグストのこういった面を引き出してくれたシンに、心の底から感謝していたのである。

　いつもの調子で、軽口を言い合っていると不意に部屋のドアがノックされた。

「どうした？」

「アウグスト殿下、エルスとイースの代表の方が揃そろわれました」

　部屋の外を護衛している者から、二国の代表が揃ったという報告が入る。

「さて、では行くか」

　緊張感の欠片もない軽い感じで、アウグストは三国会談の会場に向かった。

　会談場所である部屋に入ると、エルスとイースの代表者が椅子に座らずに待っていた。

「お初にお目にかかりますアウグスト殿下。エルス自由商業連合国で外交を担当させてもろてます、ウサマ＝ナバルと申します。どうぞ、よろしゅう」

　独特のエルス訛なまりで話すエルス代表の男。

　その顔は嫌らしくニヤケており、この会談で自国に有利な条件を引き出したいという思惑が透けて見える。

（もう少し自分の欲を隠せないものかね）

「アウグスト＝フォン＝アールスハイドだ。こちらこそ宜しく頼む」

　内心では、この歴史的とも言える会談に、自分の欲を隠せない男を代表として送り込んできたエルスに失望を禁じ得ないでいたが、そこはさすがの王族である。一切そのような態度は出さずに対応した。

「初めましてアウグスト殿下、私はアメン＝フラー。創そう神しん教きよう総本山において、大司教の地位についておる」

　創神教の大司教であるというこの男に対しても、アウグストは内心で溜め息を吐いた。

　なぜなら、創神教の聖職者は清せい貧ひんを美徳とし、自らを厳しく律する事で有名なのだが、そこにいたのは肥こえ太ふとり、脂ぎった中年男だったからである。

（大司教の地位にあるのを良い事に、私腹を肥やす生臭坊主か……しかも……）

「アウグスト＝フォン＝アールスハイドだ。宜しく頼む」












「ウム、宜しく」

　王族であるアウグストに対抗しようとしているのか、精一杯尊大に振る舞おうとしているフラー大司教。

　どちらの代表も、この会談を自らの出世のために利用しようとしているのが見て取れる。

　世界の危機に対する会談であるはずなのだが……と、旧帝国から離れた立地のため、魔人の脅威に直接晒さらされていない二国の危機感のなさをアウグストは内心で嘆いた。

「早速会談に入りたい……ところだが、お二方共、まずは食事をしながら話をしないか？」

「え？　ええ、それはよろしいですな」

「そうですな。朝早くからの会談ですからな。朝食は簡素な物しか口にしておらんのですよ」

「では、すまないが朝食を持って来てくれ」

　早速会談に入り、自らの主張を訴えようとしていたエルスの代表であるナバルが、肩透かしをくらったような顔をし、それに対しフラーは余裕の対応を見せる。

　もっとも、単に食事に興味があっただけなのかもしれないが……。

　運ばれてきた朝食に手をつけながら、アウグストが二人に話しかけた。

「魔人が出現してから、各街道にも魔物が多く現れるようになったが、エルスは大変ではないか？　流通に影響するだろう」

「そうですなあ、どないしても護衛の数を増やさなあきませんよって、コストが増えたのが痛いですなあ」

「イースではどうだ？　信者達が不安がって、教会に救いを求めて来ているんじゃないか？」

「フム、確かに信者達は不安がっておりますなあ」

　普通に対応したナバルに対し、なぜかニヤッとしながら返答したフラー。

　そのフラーの表情を見て、アウグストにはある予感があった。

　そのような世間話をしながら朝食を進め、ようやく会談がスタートする。

「さて、それでは、我がアールスハイドからエルス自由商業連合国とイース神聖国に声をかけた訳だが、単刀直入に用件を言う」

　その言葉に、二人は身構える。

「旧帝国領を支配し、ついには周辺国にまで進出してきた魔人達からの各国の防衛、そしてこちらから旧帝国領へと侵攻するために、同盟を結びたい」

　その言葉に、二人は考える素振りをするが、すぐにナバルがニヤついた表情を浮かべて言葉を発した。

「それは……タダという訳にはいきまへんなあ」

「なに？」

　アウグストの言葉に、ニヤニヤしながら話をするナバル。

「エルスは商業国家でっせ？　そんな損しか産まん、利がない事に参加する理由がおまへんなあ」

「利がない……か」

「そうでっしゃろ？　よしんば魔人を討伐できたとして、それにかかった軍事費用は誰が負担してくれますの？　魔人に賠償請求でもせえと、そう仰るんですか？」

「確かに、賠償金を請求する先はないな」

「それとも、アールスハイド王国が負担してくれますのん？」

「一国の軍事費用をか？　まさか、そんな事できる筈はずもない」

「そうですか？　そもそもこの話はアールスハイドから持ちかけて来た話ですやろ？　それに……聞きましたで？　ホンマやったらアールスハイドだけでも事の収拾は図はかれるって」

　市井に流れる噂を持ち出してきたナバルに、少しアウグストの表情が歪ゆがむ。

　その表情を見たナバルは、ますますニヤついた。

「アールスハイドだけで事に当たるには負担が大きいから、ウチやイースに声をかけたんですやろ？　そしたら、ウチが損をせんような話を持って来てくれんとねえ……話になりませんわ」

「なるほど……それで？　具体的にエルスは何が望みなのだ？」

　アウグストの言葉に、来た！　という表情をするナバル。

「確か……今アールスハイドとその周辺国の間では、遠距離通信ができる魔道具があるとか。その無償提供でどないです？　もちろん、こちらの希望する数、揃えてもらいますよって」

　商業国家にとって、遠距離との情報をあっという間にやり取りする通信機は、喉から手が出る程欲しい物だろう。

　遠慮なく自らの要求を伝えてくるナバルに、アウグストは溜め息を吐いた。

「イースは？　まさかそちらも、この世界の危機になにか要求があるのか？」

　世界の危機に、自らの利益のための要求を出したエルスを批判するアウグスト。

　それを聞いたナバルの顔が歪む。

　そして、聖職者としてはありえないほどの体たい軀くのフラーにも相当な要求があるのだろうと、その心づもりをしていたアウグストだが、フラーの口から出たのは意外な言葉だった。

「はっはっは、私共は創神教の聖職者ですよ？　エルスのような強欲な要求などある筈もない」

「な、なんやと!?」

「世界の危機に自らの利を優先するとは、考えられませんな」

　ナバルがフラーを親の仇のように睨にらんでいるが、フラーは涼しい顔でそれを無視している。

「という事は、イースはこの同盟に参加してくれると？」

「そうですなあ……参加するのは吝やぶさかではありませんが……」

（やはりか……）

　強欲なエルスを批判しながらも、やはりなにかしらの要求がある様子のフラーに、アウグストはやはりという思いでいた。

「なにが望みなのだ？」

「いえ、先程も伝えましたでしょう？　信者に不安が広がっていると。この状況をなんとかしたいのですよ」

「……具体的には？」

　その言葉に、フラーはこう要求した。

「聖女」

「なに？」

　聞き間違いか？　と思ったアウグストはフラーに聞き返した。

「今アールスハイドには、聖女と讃たたえられている少女がいるとか。噂によると、治ち癒ゆ魔法に優れた大変な美少女だそうで。その聖女をこちらに引き渡して頂きたい。イース神聖国にて民の不安を取り除く象徴となってもらいたいのですよ」

　なにを言い出すかと思えば、今や聖女としての名声が高まっているシシリーを差し出せと言う。

　アウグストは内心で呆れ果ててしまった。

　信者に不安が広がっていると言った時に、それに付ふ随ずいするなにかを要求してくるとは思っていた。

　それがまさか聖女を引き渡せと言ってくるとは……。

　そう要求したフラーの目には、明らかな欲望が見て取れる。

　聖女として名高い噂の美少女を自分のモノにしたいのだろう。

　この男は知っているのだろうか？

　その聖女と呼ばれる少女には、相思相愛の恋人であり婚約者であるシンがいることを。

　フラーの目的ははっきり過ぎる程分かっている。

　シシリーはイースで皆の象徴となる働きなどできない。

　させてもらえない。

　おそらく、この肥え太った男に、シシリーは愛人として囲われてしまうだろう。

　もし、そうなった時のシンの反応を予想したアウグストは……背筋が凍った。

　エルスとイース。両国が要求してきた事は、図らずも両方シンに関係しており、特にイースの要求はとても呑めたものではない。

　もしイースがその要求を強引に進めようものなら……イース神聖国という、大国としても創神教の総本山としても存在している国が、地図から消えるかもしれない。

　そんなことは、色んな意味で避けなければいけない。

　世界のバランスと、創神教総本山としての影響力も失うわけにはいかない。

　そしてなにより、創神教の総本山を滅ぼしたとなれば、さすがのシンも人民から敵視されるかもしれない。

　アウグストは、普段は恥ずかしくて決して口にしないが、大事な……それこそ親友といっていいシンがそんなことになることを決して認められない。

　そんなアウグストの内心など知る由もないナバルとフラーは、期待を込めた目でアウグストを見ている。

（国家間の交渉で、よくもここまで自分の欲を出せるものだな）

　ナバルはあからさまに、フラーも隠そうとはしているが、欲に濁った目が隠し切れていない。

　それに、そんなに期待を込めた目で見られてもな……。

「エルスとイース、双方の要求なのだが」

　ナバルとフラーが前のめりになる。

　そしてアウグストが発した言葉は……。

「両方とも呑む事はできない」

　その言葉に、二人は一瞬口を開けて呆ほうけ、そして失望を露あらわにした。

「なにを仰ってるんですか？　という事はなんですか？　ウチらに無償で戦争に参加しろと、こう仰るんですか？」

「民の不安を取り除くための提案であるというのに……ハッキリ言って失望しましたな」

「やっぱり、お若い殿下では、こういう高度な交渉はできませんか……」

「まったくだな」

　ナバルとフラーは、自分の要求を却下された事で、アウグストに対し批判を浴びせる。

　国でも高い地位についている二人は、こうまであからさまに要求を拒絶されたことなどないのだろう。

　その相手が、他国の王太子であることなど忘れたかのように言葉を重ねる。

　二人から嘲あざけりの言葉を浴びせられたアウグストは……。




「何も分かっていないのはお前らの方だろう」




　若干の怒気を込めて言葉を返した。

　魔力も高ぶっているのか、部屋の空気がビリビリと震えた。

　そんな、十六歳の少年とは思えないほどのアウグストの威圧に、二人は目の前にいる少年がアールスハイド王国の王太子であり、アルティメット・マジシャンズの次席になるほどの実力者であることをようやく思い出した。

「エルスに利がない？　その程度の認識で、よくもまあ代表としてこの場に来られたものだな？」

「な、なんやて!?」

　商人として酸いも甘いも知り尽くしたナバルが、弱冠十六歳のアウグストの威圧感に屈しそうになっていた。

　そんなことは認められないとばかりに、アウグストに対し大声をあげる。

「そしてフラー大司教、なぜ聖女を引き渡さなければならない？」

　しかしアウグストは、そんなナバルを横目に、今度はフラーにも苦言を呈する。

「それは今言っただろう。民の不安を取り除くために……」

「民衆に聖女と呼ばれているとはいえ、聖職者になるための修行を行っていない者をか？　それに、アルティメット・マジシャンズの聖女と言えば、戦場に出て魔人を倒す力を持ちながらも、傷付いた民を無償で治すという評判だった筈だ。そのために民衆の人気は高く、皆の希望になっている。それがなぜイースに引き渡さなければ民衆の不安を解消できない？」

「そ、それは……」

「聖女を戦線から離脱させる事は、逆に民衆の不安を煽あおる事になると、そうは思わないのか？」

　アウグストの追及に言葉を失うフラー。

「それとも……なにか他の目的でもあるのか？」

「そ！　そんな事は！」

　誰が見てもそうとしか思えないフラーの要求だったが、本人はばれていないと思っていたらしく、アウグストの指摘に狼ろう狽ばいした。

「おやあ？　大司教様ともあろう御方が……御自身のための要求ですかいな？」

　それを見たナバルは、狼狽するフラーに追撃をかける。

「黙れ！　この守しゆ銭せん奴どが！」

「なんやと!?　この生臭坊主！」

「なんだと!?」

「なんや!?」

「いい加減にしろ！」

　口論を始めた二人を、アウグストが諫いさめる。

　王太子とはいえまだ少年のアウグストに諫められ、息を荒らげながらも席に着く二人。

　エルスの代表としてこの場にいる筈のナバルが、なぜ他国の代表であるフラーを挑発するような言葉を浴びせたのか？

　そしてフラーもまた、なぜその挑発に簡単に乗ったのか？

　それはエルスとイースは仲が悪く、元々あまり良い感情を持っていなかったからだ。

　エルスは、資本至上主義に何かと文句を付けてくるイースを疎うとましく思っているし、イースはエルスを守銭奴の集団と見ている。

　もっとも、仲が悪いとはいえ商業国と宗教国である。

　戦争とは他国同士が行うもので、自分達はその物資を両方の国に売ることだと考え、金と国力が疲ひ弊へいする戦争を、自分達で主導するなど考えられないエルス。

　イースもまた、宗教国が戦争をするという世界に与える印象を考えており、結果お互いに戦争をするつもりなどはない。

「エルスもイースも一体なにを考えている。この会談は世界の危機を乗り越えるための会談だぞ」

　本来の主旨を忘れ、今までの因縁で言い争いを始めたナバルとフラーに苦言を呈するアウグスト。

「そうは仰いますけどね。ホンマやったらアールスハイドだけで対処できる問題な訳ですやろ？　なんでウチを巻き込むんですか？」

「まったくその通りですな」

　こんな時は意見が合うことと、この連合の意味を全く理解していない二人に、アウグストは深い溜め息を吐いた。

「はぁ、それすら分からんのか……」

「な、なんですのん？」

「我らを馬鹿にしているのか？」

　ここまで言ってもこの会談の真の意味に気付かない二人。

　己の欲だけで行動している者はこうも盲目になるのかと思いつつも、今回の会談の意義について教えてやる。

「確かに、アールスハイドだけでも対処はできるがな、我が国だけで事態を収拾した場合、お前達はどう思う？」

「どないて……エライもんやなあとは思いますけど……」

「なら、周辺国は？」

「そら、アールスハイドに感謝……」

　そこまで言ってようやく気が付いたようだ。

　アールスハイドだけで事態を収拾した場合、アールスハイドの功績が大きい、いや大き過ぎる事に。

　世界を救ったアールスハイドの立場と、参加しなかった大国の立場を考えれば……。

「周辺国は我が国に多大な感謝をしてくれるだろうな。そして、この世界の……人類の危機になにもしなかった二つの大国には……一体どんな評価が下るのだろうな？」

　確実にそうなると決まった訳ではないのだが、あたかもそうなる事が必然とも言える物言いをするアウグストに、ナバルとフラーの顔色が変わった。

　商業と宗教。ジャンルは違うが、民衆の評判というものに大きく左右される事は共通している。

　このまま、アールスハイドが功績を立てれば……アールスハイドが世界の盟主になり大きな発言権を持ち、なにもしなかった二つの大国はその信用を失ってしまうと、二人は考えた。

「今回のこの会談はな、エルスとイースに『お願い』をしている訳ではない。アールスハイドだけで独占する事ができる功績を二国にも分けましょうという『利益共有の提案』だ。それを……こうまで欲に濁った思考をしてくるとはな」

　この会談の目的は、魔人の脅威に対抗することだけではない、世界のパワーバランスを調整するためのものでもあったのだ。

　その事を読めず、自分の要求を伝えた二人は顔を伏せた。

　一人は、その事を読めなかった自分を恥じて。

　もう一人は、恥を掻かかされた事に怒りを感じて。

「そもそも通信機は個人が発明したもので国に所有権はない。それを各国とも、その個人からきちんと購入し、毎月通信料も支払っているのだ。それをエルスだけ無料で、しかも大量に提供してみろ。どうなる？」

　さらにアウグストは追い討ちをかけるように、通信機を無料で寄越せと言ってきたナバルに、そうした場合の後の事を訊ねた。

「それは……反感を買うと……」

「要求が呑めない一番の理由だな」

　エルスの特別要求を受け入れれば、お金を出して手に入れた国は当然面白くない。

　その要求を呑んだ側も、呑ませた側にも反感を持つだろう。

　信用第一の商人が、その信用を国レベルで失う。

　自分の要求を通した後の事まで考えられなかったナバルは、ますます項うな垂だれた。

「そして、聖女なのだが……彼女には婚約者がいるのは知っているか？」

「そ、それは……」

　フラーはもちろん知っていた。

　知っていたが、大司教という立場で創神教という組織にいると、大抵の無理は通ってしまう。

　そのため、婚約者がいようが、自分が言えば要求は通ると思っていたのだ。

「知っているようだな。ではその相手は？」

「……」

「『魔王』シン＝ウォルフォード……でっしゃろ？」

「その通り。よく知っているな」

「そらもう、アルティメット・マジシャンズの魔王と聖女は婚約しとって、そらあ仲なか睦むつまじいと有名ですからな」

　そんな事も知らんの？　といった顔でフラーの顔を見るナバル。

　ナバルにそんな顔で見られ、ますます怒りが頭を支配していく。

　フラーはもちろん知っていたが、魔法使いごときが世界唯一の宗教の大司教である自分に逆らうとは思わなかったのだ。

「それを知った上での要求か……正直、フラー大司教の勇気に感服するな」

「なんだと？」

　婚約者のいる女を手に入れようとしたことで非難されるのかと思っていたフラーは、予想外のアウグストの言葉に、怪け訝げんな顔をした。

　勇気に感服する？

「魔法使いの王とまで言われ、魔人を……それこそ集団で襲って来ても苦もなく返り討ちにしてしまうような奴の婚約者に……よくもまあそんな要求ができたものだな……」

　恐れを知らない勇者なのか、実情を把握できていない愚者なのか。

　口には出さないが、間違いなく後者だろうなとアウグストは内心で思っていた。

「ただの婚約者やのうて、非常に仲睦まじいって言われとるのに……そんな事したら魔王さん、怒り狂いませんか？」

「……そんな事になってみろ……世界が……本当に滅びるぞ……」

「何を大おお袈げ裟さな……」

　フラーにはまったく信じられなかったが、アウグストはシンの非常識をよく理解しているので、その光景は簡単に想像がついた。

　思い浮かべてちょっと青くなったアウグストは、まだ未練のありそうなフラーに対して釘を刺す。

「とにかく、聖女に手を出すのは止めろ。……本当にどうなっても知らんぞ」

「ぐっ！　ぐぐぐ！」

　もうフラーは怒りでまともな思考が残っていない。顔を真っ赤にし、アウグストと自分を馬鹿にしているナバルを交互に睨みつけている。

「こんな状態では、これ以上の会談は無理だな。明日また改めよう。ナバル外交官、フラー大司教。私はなにも無償で協力しろとは言っていない。この騒動が収まった後、どんな利があるのか考えてみるんだな」

　そう言い残し、アウグストは部屋を出た。

　ナバルもその後に続き、フラー大司教だけが部屋に残っていた。
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　スイード王国が用意してくれた宿泊施設である迎賓館のホールに、アルティメット・マジシャンズの皆と待機していると、まだ午前中だというのに、オーグが会談から戻ってきた。

　高級レストランでの会談だということだから、てっきり昼食も向こうで食べるのかと思っていた。

「あれオーグ。もう終わったのか？　それとも昼飯食いに帰ってきたのか？」

「今日の会談はもう終わりだ」

「今日はって事は、明日もあるのか？」

「残念ながら、エルスもイースも自分達の要求を呑ませようとしてきたからな。一旦落ち着いて、明日また改めようという事になった」

　自分達の要求。それってやっぱり……。

「例の噂が影響したのか？」

「それはあんまり関係ないな。別に気にしなくていい」

「そ、そうか……」

　例の噂のせいで交渉が難航したのかと思った。

　あんまり……って事は多少影響があったみたいだけど、そんなに問題にはならなかったのか。

　まあ、多少の影響っていうなら腹黒王子のオーグなら適当にいなしてしまうだろうな。

　なんだろうな？　オーグってまだ十六歳だけど、大人相手にも弁舌で負ける姿がどうにも思い浮かばない。むしろ言い負かしてしまいそうだ。

　オーグが大人達を言い負かしている様子を想像していると、後ろから声をかけられた。

「シン、クロード、ちょっといいか？」

「ん？　何？」

「どうしたんですか？　殿下」

　オーグが俺とシシリーの二人を呼び、皆からちょっと離れたところで話を始めた。

「いいかシン……怒らずに聞けよ？」

　その顔は、いつになく真剣だった。

「なんだよ？」

　なんの話だろうと少し緊張しながら、オーグの言葉に耳を傾ける。

「イースの代表者なんだがな……」

「ああ」

「今回、同盟に参加する条件として……聖女を差し出せと言ってきた」

　そのオーグの言葉を、最初理解できなかった。

　そして、理解できた途端に強烈な怒りを感じ、頭が真っ白になった。

「はあ!?　何言ってんだソイツ!?」

「だから怒るなと言っただろう。心配しなくても、その要求は突つっ撥ぱねた」

「当たり前だ！」

　同盟に参加する代わりにシシリーを差し出せ？　何考えてんだ!?　創神教ってそんな事する奴らなのか？

「誤解のないように言っておくがな、創神教の聖職者は、基本的に清貧を重んじ、欲に対して自分を厳しく律する事で有名だ。そいつは、聖職者としてあり得ないくらい肥え太っていたからな。世渡りが上手いんだろう」

「生臭坊主かよ……」

　どこの世界にもいるな、そういう奴。

「エルスの代表の方はある程度納得したらしいが、イースの代表の方は要求が通らなかった事が相当頭に来たらしくてな、その上エルスの代表が煽ったもんだから……」

「エルスの代表が煽った？」

　どういう事だ？

　三大大国の高官同士の会談で、相手を煽るような真似するか？　フツー。

　そんな俺の疑問を察したのだろう、シシリーが説明してくれた。

「エルスとイースは、昔から仲が悪いんです……」

　ああ、なるほど。両者の求めているものは、見事に正反対だものな。

「金と清貧か……」

「そういう事だ。特にイースの代表は創神教内でも相当な地位にいるらしい。自分の思い通りにいかない事が許せないんだろう。怒りで真っ赤な顔をしていた」

「……って事は……」

「強行手段に出る可能性がある」

「マジかよ？」

　なんだよそいつ。絶対聖職者じゃねえよ。

「だからシン、クロードから目を離すなよ」

「ああ……分かった」

　なにが聖女を差し出せだ、ふざけやがって！　絶対シシリーに手は出させない！

「シ、シン君？」

「ん？」

　気がついたらシシリーの肩を抱いて引き寄せていた。

　この腕の中の愛しい存在を手放すなんて考えられない。

　絶対に、絶対に……。

「絶対、守ってやるからな」

「シン君……」

　この娘を、俺は……。

「ちょっとお！　そういうのは部屋でやってくんない!?」

　シシリーを抱き締めたままでいるとマリアからいつもの突っ込みが入る。

　けど……。

「あ、あの……シン君？」

「もう少し、このまま……」

「あう……皆見てます……」

「いいよ」

「いいって、そんな……」

　これは絶対にシシリーを守るという決意表明だ。

　強行手段に出る？

　上等だ！　どっからでもかかってこいや！

「……イチャイチャがレベルアップしたわね……」

「まあ、今回は大目に見てやれ」

「どういう事ですか？」

　俺がシシリーを抱き締めたまま、絶対に守り抜くという決意表明をしている後ろで、オーグがマリア達に今回のイースの要求を伝えている。

　そして、そのあまりに邪よこしまで横暴な要求に、全員が怒りを露にしている。

　そんな喧けん噪そうを後ろに聞きながら、俺はまだシシリーを抱き締めていた。

「シン君、あの……どうしたんですか？」

　いつもなら、周りのツッコミで離れているところだけど、俺の抱ほう擁ようは続いたまま。

　そのことに戸惑ったシシリーが、俺に聞いてきた。

「なんかさ……もしシシリーをこんな理不尽に奪われたらって考えたら……絶対離したくなくなった」

「……絶対？」

「ああ、絶対」

　シシリーを失う。

　今の俺が、この世界において一番恐怖を感じることかもしれない。

　シシリーが誰かに攫さらわれる、殺される。

　それを想像しただけで、胸に大きな穴が空いてしまったような喪失感を覚える。

　もしそれが実際に起こったら？

　どんなことをするか想像もできない。

　加害者を、考えうる最も残ざん虐ぎやくな方法で殺してしまうかもしれない。

　それほどまでに、俺はシシリーに心を奪われている。

　このことは俺の最大の弱点になるのかもしれない。

　けど、そのためにシシリーを手放すとか考えられない。

「俺は、シシリーを失うのが一番怖い。考えたくもない。だから守る。絶対に守る。命に代え……」

「シン君」

　命に代えても守ると言おうとした時、シシリーに言葉を遮られた。

「私も同じです。私は今、シン君を失うことが一番怖い。考えたくない。だから……命に代えてもなんて……絶対に言わないで下さい」

　そう言い、抱きしめ返された。












　……そうか。シシリーも同じ気持ちか。

　シシリーも俺のことを大事に思ってくれている。失うことに恐怖を感じている。

　それを知っただけで、ますますシシリーへの想いが溢れてくる。

「……他の人のところにも行っちゃ嫌です……」

　……なんだ、この可愛い生き物は？

　シシリーってば、そんな心配してたのか。

「それはありえないよ。シシリーより可愛い子なんているはずないから。それに関しては俺の方が心配だよ。俺から離れて行っちゃわないか……って」

「そんなことありえません!!　生まれて初めて好きになった人なんです！　絶対に、絶対に離れません！」

　そう叫んだシシリーは、俺に抱きつく力を強め、抱きつくというより最も早はやしがみついていた。

「シシリー……」

　しがみついているシシリーを俺も抱き締め返す。

「シン君……」

　強く抱き締められたシシリーは、俺の腕の中から上目遣いに俺を見る。

　お互いの想いをぶつけ合い、愛しい気持ちが抑えられなくなった俺達は、互いに顔を近付けていき……。

　キスをした。

「シシリー……」

「シン君……」

　一旦唇を離し、お互いに見つめ合う。

　そして、もう一度顔を近付けていくと……。




『ゴクッ……』




　誰かの息を呑む音が聞こえた。

　……そういえばここって、皆で泊まってる迎賓館のホールで……。

　さっきまでオーグや皆がいて……。

　シシリーも思い出したのか、若干青い顔をしながら周囲を見渡す。

　するとそこには……。

「うわーっ、キスしてるとこ初めて見た！」

「中々刺激的」

「やるねぇシン」

　全員でこちらを見ていた。

「あ、あ、あうぅ……」

　皆の見ている前で熱烈なキスシーン。

　シシリーはもう頭から湯気が出そうなくらい真っ赤になっている。

　それは当然俺も同じだ。

　うおおっ！　は、恥ずかし！

「な、なんだよ、見てたんならいつもみたいに止めろよマリア」

「殿下の話と、さっきまでのアンタ達の会話を聞いてて止められる訳ないでしょうが！　クソッ！　シシリーがこんなにも進んでるのに、アタシは……アタシはあっ!!」

　マリアがブチ切れたことで、恥ずかしかった気持ちが多少軽くなった。

　マリアには感謝だな。

「さてシン。熱烈なラブシーンはそのくらいにして、この後の対策を練ろうか」

「む、蒸し返すんじゃねえよ！」

「はうぅ……」

　ああ、もうっ！　シシリーが目を回しちゃったじゃないか！

　ともあれ、オーグの言うことももっともだ。

　イースの代表者の様子から、シシリーを諦めたとは思えないと言うオーグ。

　しかし、今俺達が集まっているのは、アールスハイド、エルス、イースという三大大国の会談の場所だ。

　そして、シシリーを狙っているのはイースの重鎮。

　この後、どんな手段でシシリーを手に入れようと画策してくるかは分からないけど、この迎賓館を襲い、シシリーを攫おうなんて思うものだろうか？

　もし実行したら、とんでもない不祥事。

　会談の内容もさることながら、王太子の宿泊している施設なんだ。

　戦争の原因になったっておかしくない。

　いくらシシリーが欲しいからって、そんな馬鹿な事はしないと願う。

　でも、万が一のために対策はするけどね。

　皆にシシリーとの熱烈なキスシーンを見られた後、シシリーは俺の背中にくっついて離れなくなった。

　恥ずかし過ぎて皆の顔が見られないらしい。

　かといって、皆が迎賓館のホールに集まっているのに、自分だけ部屋に籠こもっているのも寂しいのだそうだ。

　まあ、友人たちが自分を置いて楽しそうに過ごしているのを見るのは寂しいだろう。

　そんな訳で、シシリーをくっつけたままホールにあるソファに座り、オーグと今後の対策を練る。

「なんとも緊張感に欠ける絵面だが……まあいい、話を進めるぞ」

「ああ」

「まず迎賓館の護衛だが……」

　そしてオーグから今後の警備体制についての提案があり、それを了承した。

　本当ならあって欲しくないことなんだけどなあ……。
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　スイード王国内にある高級宿。

　その宿全てがイース神聖国の使節団に提供され、使節団の代表であるフラーは、その中でも一際豪華なスイートルームに宿泊していた。

「おのれ……たかが十六かそこらの小僧が、私の邪魔をしおって！　私は創神教総本山の大司教、アメン＝フラーだぞ!!　それを……それを……」

　今回の会談の対価として、聖女を手に入れられると思っていた。

　民衆の平穏をダシに使えば、断られるはずはないと思っていた。

　ところが実際は、シシリーを取られるシンの心情を危き惧ぐしたアウグストに完全に拒絶された。

　創神教大司教として、またイースの財務を握り国内では絶大な権力を握るフラーにとって、自身の要求が通らないことなど、ありえないことだった。

「なにがシン＝ウォルフォードだ！　なにが魔王だ！　力が強いだけの無法者に怯えよって！」

　屈辱に震えていたフラーは、部屋の中にある椅子や机に鬱うつ憤ぷんをぶつけるように当たり、いくつか破壊してしまっていた。

「ふぅっ！　ふぅっ！　もう少し、あと少しで聖女を手に入れられるのだ……前は失敗したが……今度こそは……あの無法者から聖女を引き離せば……」

　フラーの中ではすでに、シンはその力でシシリーを縛りつけている悪党という考えになっていた。

　これは、普通の思考では中々至らない考えであるが、フラーがその思考に至ったのには理由があった。

　それは……。

「……もう少しか」

　フラーが泊まっているスイートルームの天井裏に潜むゼスト達が、相変わらず黒い魔力による欲望の増幅と、魔法による洗脳を繰り返していたからだ。

　その結果フラーは、聖女と呼ばれるシシリーを手に入れたくて歯止めが利かない状態となっており、最早どのような手段を講じようとも構わない精神状態に陥おちいっていた。

　……すでに、今自分が三国会談という非常に重要な会議のためにスイードを訪れていることも認識していない。

　苛立たし気に部屋の中をウロウロしていたフラーは、ふとなにかを思いつき、その顔を醜しゆう悪あくに歪ませていった。

「ふひっ！　ふひひひ！　そうだ、アイツは……あの男は、正義の名を騙かたる悪党だ……その悪党の手から聖女を救い出したとして誰が咎とがめられよう？　ふひひひ、完璧だ。誰もが私のことを褒ほめ称たたえるであろう！　聖女も、喜んでその身を差し出すに違いない！」

　誰が見ても穴だらけな理論を、完全に信じて疑わないフラー。

　そして、完璧なはずの理論は自分では決して履行しない。

　それを行うのは……。

「誰か！　誰かおるか!?」

　部屋の外にいるであろう護衛に声をかけたフラーは、部屋に兵士達が入ってくるのを待った。

「お呼びでしょうか？　フラー大司教」

「おお、よく来た。実はそなたらに是非行ってもらいたい任務があるのだ」

「任務ですか？」

　入ってきた護衛の兵士達は、フラーの言葉を聞き返した。

「そうだ。午前中に会談を行ってきたのだが、お前達、今アールスハイドで聖女と呼ばれる少女がいるのを知っているか？」

「もちろんです。治癒魔法に優れ、分け隔てなく治療を行う、まさに聖女と呼ばれるに相応しい少女だと伺っております」

「うむ。その聖女に婚約者がいることは？」

「賢者マーリン殿と導師メリダ殿の孫、シン＝ウォルフォード殿ですな。今や魔法使いの王、魔王と呼ばれこの世界を救う存在だと聞いております」

　その護衛の兵士の言葉を聞いたフラーは、唇の端はしを歪めた。

「その男なのだがな、そのような立派な人間ではないようなのだ」

「え？　それはどういうことですか？」

　護衛たちがフラーの話に食いついた。

　それを見たフラーは、さらに言葉を重ねていく。

「今日会ったアールスハイドのアウグスト王太子なのだがな。どうもそのシン＝ウォルフォードに脅されているらしいのだ」

「脅す？　王族をですか？」

「そうだ。シン＝ウォルフォードはその力を使い、アールスハイドの王宮を乗っ取ってしまったのだ」

「な！　なんと！　本当ですか!?」

「会談の席には奴はいなかったからな。殿下が相談してくれたのだよ。そして聖女だが」

　ゴクリ、と護衛の男が息を呑む。

「そのシン＝ウォルフォードに捕らえられ、無理矢理婚約者にさせられたそうなのだ」

「そ、そんなことが!?」

「しかも、奴はその力を盾に、嫌がる聖女様を、毎晩無理矢理辱はずかしめているらしい」

「お、おのれ！　鬼畜め！」

　憤いきどおる護衛を見てニヤリと笑うフラー。

「聖女と呼ばれる者が、そんな男のもとにいてもいいものだろうか？」

「いいはずがありません！　大司教！　聖女様を我々の手で救い出すことはできないのでしょうか!?」

「おお！　私が頼もうと思っていた任務もまさにそれよ！　今日は会談の初日、奴も油断しているであろう。急ぎ人数を集め、聖女様を救い出してくれ」

「かしこまりました！　必ず聖女様を救い出してみせます！」

　護衛の男はそう言うと、急ぎ人数を集め、アールスハイド使節団が宿泊する迎賓館に向かって行った。

　それを見ていたフラーは……。

「グフッ。グフフフ、これで聖女が私のものに……」

　シシリーを手に入れた後のことに思いを馳はせ、護衛達が戻るのを心待ちにするのであった。

　そして、それを天井裏から見ていたゼスト達は、フラーのあまりの暴走振りに、心底呆れかえっていた。

「あんな噓、ばれないと思っているんですかね？」

「人間の欲望とは恐ろしいな」

　ローレンスはあまりに後先を考えていない噓に呆れ、ゼストは人間とは欲望を増幅しすぎた結果、まともな思考ができなくなるほど暴走するのだなと感心していた。

　フラーの吐いた噓は、アウグスト本人によって簡単に覆るものである。

　それになにより。

「エルスの人間もいたはずだが、奴の目には映っていなかったようだ」

　第三者の証言も取れる状況である。

　しかし、ゼスト達にとって、そんなことは全く重要なことではない。

「さて、これで大事なものに危害を加えられた奴がどういう行動に出るか……願わくば、イース神聖国をこの世から消し去ってもらいたいところだな」

　魔人達の目的は、あくまでシンの暴走を引き出すことなのであった。





　　　　　◆






　オーグと話し合って決めた管理体制とは、警備の目を若干『緩める』こと。

　確かに、警備体制を強化し、そもそも襲撃を起こさせないことの方が重要なのかもしれない。

　けれど『連合に加わる代わりにシシリーを差し出せ』と要求してきたのは、イース神聖国の思惑ではなく、使節団代表の個人的な要求だとオーグは言う。

　そんな欲望丸出しの要求を出す人間が、今回失敗したくらいで簡単にシシリーを諦めるとは思えない。

　この会談が終わった後も、なにかにつけてシシリーをイースへ寄越せと言ってくるかもしれない。

　ならば、憂うれいの目は早めに摘つんでおきたい。そんな人間には表舞台から早々に退場して頂こう、という思惑があってこの警備体制になった。

　正直、シシリーを囮おとりにしているようで気が引けるけど……。

　オーグからこの提案がされた時、シシリーは一切不安な様子を見せずに、囮になることを了承した。

　一歩間違えば攫われてしまう危険があるのだけれど、さすがのオーグも不安な様子を見せないシシリーを不思議に思い、なぜ落ち着いているのか聞いた。

　すると。

「シン君や皆さんが守って下さるんですよね？　なら、私が不安になる要素はなにもないです。それに……」

「それに？」

　オーグの問いにはすぐに応えず、胸元のネックレスをそっと持ち上げる。

「この御守りがあれば、どんなことが起きても大丈夫だって思えるんです」

　そう言って俺に笑顔を向けてくれた。

「何よぉ、シシリーのネックレスだけ特別な付与でもしたの？」

　惚気とも取れるシシリーの言葉に対し、マリアがからかって俺にそんなことを言ってきた。

　そうか、なら期待に応えてやらないとな。

「そうだな。シシリーのは特別な付与がされてるかもな」

「え？　ちょっ！　ナニソレ、ズルくない!?」

　シシリーのネックレスだけ特別だと言ったら、マリアがズルイと言い出した。

「で？　何を付与したんだ？」

　そう聞いてきたオーグに、俺は応える。

「『愛情』……かな」

　……。

　しまった……。

「言うんじゃなかった……」

「聞くんじゃなかった……」

　ウケるでも感心されるでもなく、無反応。

　そのあまりにも凍りついた空気に、俺は言ったそばから後悔し、首筋まで真っ赤になっていることを自覚しながら、顔を両手で覆いテーブルに突っ伏した。

　そして、このドンズベリの一因となってしまったことに、マリアも真っ赤になってテーブルに突っ伏した。

　巻き込んでスマン……。

「クッ……そ、それで……プッ、それではクロード。囮として多少の危険に晒すかもしれんが、よろしく頼む」

「は、はい……畏かしこまりました」

　シシリーも巻き込まれて恥ずかしいのか、顔が赤い。

　そして、話し合いの最後にオーグは、イース代表の男が相当怒っていたとはいえ、一国の使節団の代表だから強行手段にはさすがに出ないかもしれないと言い、長期戦になる可能性もあると念を押し、話し合いは終了した。




　その後は、すでに監視の目があるかもしれないから、皆で普段通りに過ごしてもらった。

　そして食事も入浴も終わり、就寝時間となる。

　自室に戻る前に、全員でシシリーの部屋へ行く。

　特になにも問題ないことを確認した後、自室に戻る。

　戻ったら半数ずつ就寝せずに、索さく敵てき魔ま法ほうを使って襲撃がないかどうか確認することになっている。

　さっきオーグが言ったように、長期戦になる可能性もあるので全員での監視はせず、半分ずつ休憩を取りながらの監視となる。

　ただし、外から見られてもいいようにベッドに入って寝たふりはする。

　シシリーの部屋でなにが起きているのか把握するために、シシリーの無線通信機をオープンチャンネルに合わせて起動しておく。

　こうして確認した部屋を出たところで、シシリーに呼び止められた。

「シン君、あの……」

「どうした？」

　俺を呼び止めたシシリーは、例のネックレスをいじりながら、モジモジしている。

　やがて意を決したように俺に近付いて来て……。

「このネックレスに、愛情を付与してくれたって本当ですか？」

　こう聞いてきた。

　さっき、シシリーの顔が赤かったのは、ドンズベリに巻き込まれたのが恥ずかしかったんじゃなくて、俺の台詞せりふに照れていたのか。

　今も潤うるんだ瞳で俺を見上げている。

　こんな表情で聞かれたのなら、こう答えるしかない。

「本当だよ」

　シシリーの耳元でそう囁ささやく。

　すると、シシリーは感激したような表情になり……。

　チュッ。

　と軽いキスをしてきた。

「じゃあ、部屋に入りますね」

　赤い顔でそう言ったシシリーは、そそくさと自室に入って行った。

　やべ。初めてシシリーからキスされた。

　嬉し過ぎて顔がニヨニヨする。

　シシリーは部屋に入ってしまったので、俺も部屋に戻ろうと思い、振り返ると。

「何？　今回、こんなシーンばっかり見せられるの？」

　呆れ顔のマリアを先頭に、皆こっちを見てた。

　他の皆もニヤニヤしてる。

「シン」

「な、なに？」

　そんな中で、オーグはちょっと怖い顔で俺を見ている。

　さすがに緊張感がなさ過ぎたかな？

　そう思っていると。

「……クロードと一緒の部屋にいてもいいんだぞ？」

　と、一転してニヤニヤしながら提案してきた。

「な!?　なに言って!?」

「別に恋人同士で同じ部屋にいたっていいだろう？　まあ、襲撃者に恥ずかしい姿を見られてもいいならな」

「バッ！　バカヤロー！　そんなことする訳ないだろ！　なに考えてんだ!?」

「なぜだ？　案外良い手段かもしれんぞ？　お前達の愛し合っている姿を見れば、襲撃者も諦めるかもしれん。なにせ……」

　愛し合っている姿って、つまりそういうことしてるところを見せろってか!?

　そんなことできる訳ないだろう!?

　そう反論しようとしたが、オーグの話には続きがあるようだ。

「……愛情を付与したのだろう？」

　コ、コイツ……。

　言ってしまったのは俺だし、それを否定するとおかしな話になってしまうから、それもできない。

　こうして、色んな意味で真っ赤になってプルプルしていると、オーグが耐えきれなくなったのか、クックと笑い出し、皆に言った。

「さて、シンをイジるのはこれくらいにして、そろそろ部屋に戻ろうか。警戒は怠るなよ？」

『はい！』

　その一言で皆サーッと散開してしまった。

　そんな中、一人取り残された俺は……。

「……俺も部屋戻ろ……」

　トボトボと自分の部屋に戻った。




　自分の部屋に戻った俺は、早速索敵魔法を展開する。

　今のところ、迎賓館を守る護衛達しか感知できていない。

　そして、その感知している護衛達の位置は微妙に死角ができている。

　あからさまだと警戒されるかもしれないし、厳重過ぎると襲撃してこないかもしれない。

　明かりを消し、暗闇の中で迎賓館に近付く者がいないか神経を尖らせる。

　それにしても……暗闇の中で一人でいると、急に頭が冷静になってくる。

　会談でイースの代表の様子を見たオーグから強行手段の可能性を示し唆さされて、こんなことをしているけど、よくよく考えてみたら、やっぱり襲撃はしてこないんじゃないかな？

　ここは他国。

　宿泊しているのは王太子のいる使節団。

　狙っているのは婚約者もいる少女。

　イースの代表の話では、シシリーを要求した表向きの名目は『不安がる民衆のため、イースにて神輿みこしになってもらいたい』というもの。

　絶対に認められないけど、理由としてはアリなのかなとは思う。

　ということは、シシリーを攫った後は、その言葉の通りに民衆にお披ひ露ろ目めするか、もしくは絶対に人目に付かないところで監禁するしかない。

　お披露目すれば、襲撃の犯人がイースだと言っているようなものだし、監禁した場合、それが絶対に露ろ見けんしないとは限らない。

　あまりにもリスクが高すぎてリターンが少なすぎる。

　一国の使節団の代表が、そんな愚行に出るだろうか？

　暗い部屋で、一人索敵魔法を使っていると、そんなことばかり考えてしまう。

　そうしてしばらく経過し、日が変わる頃。

「!?」

　索敵魔法に反応があった。

　迎賓館の外から、門以外の場所を通って敷地内に入った者がいる。

「マジかよ……」

　そのための警戒をしていたけど、まさか本当に来るとは思いもしなかった。

　襲撃者だ。

　深夜に他国の王族が宿泊する迎賓館の敷地に、柵を乗り越えて侵入するなど、仮に襲撃者でなくても重罪だ。

　そのあまりにも考えなしの行動に呆れつつも、襲撃者達の動向を窺う。

　そいつらは一つ一つ窓を確認しているようだ。

　リズミカルに動いていた襲撃者の動きが、ある一点で止まった。

　シシリーの部屋だ。

　恐らく、窓からベッドに寝ているシシリーを発見したのだろう。複数の影がシシリーの部屋の窓の前に集まっている。

　……覗のぞきかよ！

　襲撃者達の行動が覗き行為そのものだったので、かなりイラッとした。

　シシリーの寝姿なんて、俺だって見たことないのに!!

　……少し憤慨していると、オープンチャンネルに合わせてあるシシリーの無線通信機から、ガチャガチャという音の後、ガラガラという音が聞こえてきた。

　窓を開けたな……。

　しかし、ここで襲撃者達の動きが止まった。

　窓を開けたのに、窓の外から中に入ろうとしないのだ。

　襲撃者達も索敵魔法は使えるだろうから、周囲に人がいないことは分かっているはず。

　なら、なぜ侵入しな……。

　……なにか、シシリーの部屋の中に入れやがったな？

　いくら眠っているといっても、攫うとなれば確実に目を覚ます。

　なら、目を覚まさないように、睡眠効果のある薬か煙を使えば……。

　恐らくこの動きから後者だろう。

　部屋に睡眠ガスが充満し、シシリーがより深い眠りに落ちるのを待っていやがる！

　ヤバい。シシリーが襲撃者に狙われたってだけで、血管切れそうなくらいブチ切れそうなのに、さらにこんなことまでしてくると、怒りでどうにかなりそうだ。

　しかし、今はまだなにもできない。

　今取り押さえても、罪状は迎賓館の敷地への不法侵入だけ。

　シシリーを狙う黒幕に辿り着かない。

　拳が白くなるくらい握り込んで我慢し、しばらく待つ。

　すると、襲撃者達が動き出した。

　無線通信機からも窓から侵入してくる音が聞こえてくる。

　もういいかな？　もういいだろう。

　俺は、さっきシシリーの部屋を訪れたことで繋げられるようになったゲートを起動してシシリーの部屋に移動。

　そして、襲撃者達に声をかけた。

「こんな夜更けに女の子の部屋に侵入するなんて、どこの不ふ埒らち者ものだ？」

「な……！」

　襲撃者達は、口元を覆うマスクをしているのでその表情はハッキリとは見えないが、相当に驚いている。

　それはそうだろう、索敵魔法についさっきまで反応なんてなかったはずだろうから。

　襲撃者達の意識がこちらに向いている内に、おれはベッドに寝ているシシリーに声をかけた。

「シシリー、もういいよ」

「馬鹿め、この睡眠香のお陰でグッスリ眠っておられるわ！」

　睡眠香……やっぱり薬を使いやがったか。

　そんなものを使っただけでも許せない。

「シン君！」

　たとえ効いていなくても！

「な！　馬鹿な!?」

　睡眠薬……睡眠ガスか。それを使ったことで起きないと思っていたシシリーが起きた。

　そして、呆あつ気けに取られている襲撃者の横を抜けて俺に飛びついてくる。

　そんなシシリーを受け止めながら、ネックレスの魔道具を作っておいて本当に良かったと思った。

『毒物』ではなく『異物』としたのも正解だった。

　睡眠ガスは毒ではないから、効いていたかもしれない。

　まさに、こういうことを想定して作った魔道具であったが、まさかこんなに早く役に立つ日がくるとは思いもしなかった。

　飛びついて来たシシリーを抱き止めながら、コイツらをどうしてやろうかと考えていると……。

「侵入者を捕らえろ！」

　オーグの号令によって、窓と扉から、護衛の人達が雪崩なだれ込こんできた。

　男達は窓から逃げようとしていたが、窓の外にはすでに護衛団が待機しており、男達は残らず捕らえられ、縛り上げられた。

「さあて……コイツら……どうしてやろうか？」

「待て、シン。コイツらの口を割らせられれば色々と役に立つ。まずは尋じん問もんからだ」

　侵入者達を縛り上げ、部屋に充満した睡眠ガスを窓から出した後、コイツらをどうしてやろうかと考えていると、オーグに尋問が先だと止められた。

　確かに、コイツらが本当にイース神聖国の人間なら大きな国際問題になり、交渉が有利どころか、こっちの言いなりにできる。

　怒りで頭が回ってなかった。

　そんな俺をよそに、オーグが襲撃者達に対しての尋問を行っていた。

「さて、なぜお前達はクロードを狙った？」

「……」

「お前達はどこの者だ？」

「……」

「自分の意思でやったのか？　それとも依頼されてきたのか？」

「……」

「ダンマリか……」

　コイツら、生意気にも黙秘をしてきやがったが、オーグも最初から全てを話すとは思っていなかったのだろう。

　さして残念そうな顔も見せず、次の尋問を考えている。

　このままだと、最終的には拷問になるのだろうか？

　シシリー襲撃未遂犯に同情の余地は全くないが、時間がかかり過ぎないか？

　そう思った俺は、オーグにある提案をした。

「オーグ」

　そう言いながら、あるモノをオーグに投げる。

「っと、なんだ？　またネックレス？」

　受け取ったオーグが怪訝な顔をする。見た目は確かにネックレスだが……。

「そんな上等なもんじゃねえよ。そいつには『自白』って付与がされてる」

「……なるほどな、これを付ければ……」

　そう言いながら襲撃者達に向くオーグ。

　そして、俺とオーグの会話を聞いていたんだろう、襲撃者の一人が大声で喚き出した。

「お、おい！　止めろ！　止めろキサマ！」

　そんな襲撃者を見ながら、ニヤリと笑うオーグ。

「噓も、ダンマリもできんという事か」

　ちなみに魔ま石せきも使ってるから常時発動だ。

　それにしても……今、良い玩具を手に入れたって顔したな……さすが腹黒王子。

　そうして、縛り上げられ身動きが取れない襲撃者の一人の首に、その魔道具をかける。

　その魔道具に負けないという意思表示なのだろうか、襲撃者が唇を固く結んだ。

「さて、もう一度聞くぞ？　お前達はどこの者だ？」

「お、俺達は……」

「おい！　止めろ！　喋しやべるな！」

「俺達は……イース神聖国の者だ……」

　喋るまいと必死に抵抗していた襲撃者だったが、アッサリ口を割った。

　自白という、精神に干渉するような付与だったため、今まで一回もテストしていない魔道具である。この尋問はある意味テストも兼ねている。

　まるで人体実験のようであるが、俺自身は全く痛痒を感じていない。

　シシリーを狙った相手に、同情の余地はない。

　存分に実験台になってもらおうか。

「やはりな、で？　お前達は自分の意思でここに来たのか？　それとも命令されて来たのか？」

「……め、命令されて……来た」

「誰に命令された？」

「おい！　止めろ！」

「誰かコイツらの口を塞ふさげ」

「は！」

　さっきから喚いていた他の襲撃者達に猿さる轡ぐつわがされた。

　やっと静かになったな。

「で？　誰に命令された？」

「……フ、フラー大司教」

「フラー大司教？」

「今回のイース神聖国の代表者だ」

「本当に……なに考えてんだ？」

　これで、国際大問題決定だ。

　こちらからどんな要求をしても、逆らえない程の大問題を起こしやがった。

「なぜこんな事をしでかした？　国際問題になるのは分かっていただろう？」

　そりゃそうだ。会談相手国の人間を誘拐するなんて、明らかに国際問題になる命令をなぜ実行した？

　実行犯はそんな命令にも逆らえないのか？

　そう思っていると、襲撃者は、俺達の予想もつかなかったことを話した。

「せ、聖女様が……悪の魔王に捕らえられ……辱しめられていると……それをお助けするのが、我らの使命だと……そう言われた」

　プチッと……頭の中のなにかがキレた。

　かつてないくらいの怒りに、周りから魔力が集まり渦巻いている。

「ひっ！」

「おい、シン！　落ち着け！」

　本当に……コイツら……どうしてやろう……。

　どういう風にしてやろうか？　そう怒りの中で考えていると……。

　パーン！

　と、襲撃者の頰をシシリーが思いっきりひっぱたいた。

「なにを勝手な事を言ってるんですか!?　シン君が悪!?　ふざけないで下さい！　シン君ほど周りの皆の安全を！　幸せを！　この世界の平穏を願っている人はいないのに！　そんなシン君を悪と決め付け、私から遠ざけようとする、あなた達の方が私にとってはよっぽどの悪です！」

　フーッ、フーッと肩で息をし、大粒の涙を流しながらシシリーが叫んだ。

　そのシシリーの姿を見て、俺は怒りが収まり、シシリーへの感謝と、愛しい気持ちでいっぱいになった。

「シシリー……」

「ふう！　ふうぅぅぅ！　うぅぅ！」

　俺は肩で息をしているシシリーを後ろから抱き締めた。

「ありがとうシシリー。シシリーの言葉……嬉しかった」

「だってシン君が、シン君があ！」

　クルリと回転し、俺の胸で嗚お咽えつを溢こぼす。

　俺の事、悪の魔王とか言われて悔しかったのかな？

　ずっとしゃくりあげているシシリーの背中をさすりながら、事の次第を見守った。

　するとオーグが、こちらを見ながら襲撃者に聞いた。

「お前達、この光景を見てもクロードがシンに捕らえられていると言うのか？　シンの為に怒り、涙を流す姿を見てもそう思うのか？」

「……そうは思わない。我々は騙だまされたのか？」

「そういう事だ。そのフラー大司教にな」

「……」

　オーグの指摘に、侵入者達は非常に憤った顔をしている。

　それはそうだろう。世間一般に聖女と言われている人間を、騙されて傷物にするところだったのだから。

「騙されていたとはいえ、不法侵入と誘拐未遂の現行犯だからな。釈放する訳にはいかない。その事も含めて、明日、会談前にイースの使節団に会う必要があるな」

　結局、侵入者達は迎賓館の一室に見張りを立てて留置し、翌朝イース使節団に抗議と、代表者の変更の要求をする事になった。




　そしてシシリーはと言うと……。

「スン……ヒック……うう……」

　まだ泣き止んでいなかった。

「シシリー、もう大丈夫、大丈夫だから」

　護衛の騎士が侵入者たちを連行していき、身の回りの世話をしてくれているメイドさんたちが部屋を片付けてくれた後、シシリーのベッドの上に二人で並んで座り、背中をさすりながら落ち着かせようとするが。

「ううー、しんくーん」

　激げき昂こうし、大泣きした事で、ちょっと幼児退行してる……。

　今までと違う甘え方だ。

「ホラ、もう寝ないと。ね？」

「うう、いっちゃやあ」

　そう言ったシシリーは、俺の服を摑つかんで放さない。

「やだって……」

「いっしょにいてください……」

　泣き腫はらした目で言われたら……断れないじゃないか！

「わ、分かったから、ホラ、もう寝よう？」

「はい……」

　そう言ってシシリーをベッドに横たえ、寝かしつける。

「ううん、しんくん……」

　頭を撫なでてやっていると、やがて泣き疲れたのかシシリーが眠りについた。

　その事にホッとして部屋を出ようとするが、シシリーが俺の服を摑んだままでいる事に気付いた。

　どうしよう？　ガッチリ摑んでるから離してくれそうにない。

　どうしようかと悩んでいると、シシリーが寝言を呟つぶやいた。

「しんくん……だいすきです……」

　シシリーのその寝言で、俺はシシリーの手を離すのを止めた。

　今日、シシリーは俺のために怒ってくれた。泣いてくれた。

　その事に改めて感謝と、愛しい気持ちが込み上げてきた。

「今日はありがとう。大好きだよ、シシリー」

　そう言って、額にキスをした。

「にゅふふふ……」

　幸せそうに笑うシシリーの横で、俺も横になった。

　明日……朝から大騒ぎだろうなあ……。





　　　　　◆






「これは予想外のことが起きたな」

「ええ、シン＝ウォルフォードの弱点だと思われていたあの女が、まさか暴走を食い止めるとは……」

「後少しだったのだが、仕方がない。あの男はイースの財務を担っている男だが、このことで失脚するだろう。イースの国力は大分削れたのではないか？」

「……どうでしょう？　奴が失脚することで財務が健全化されるかもしれませんよ？」

「……」

「……」

　フラーに扇動された護衛達の襲撃とその顚てん末まつを監視していたゼストとローレンスは、二人して顔を見合わせた。

　そして……。

「今回は、シン＝ウォルフォードの暴走を画策したが失敗。それでいいだろう」

「そ、そうですね。では、また別の探りを入れますので」

　そう言うとローレンスは、姿を消した。

「本当に、いつも思い通りに行きませんね」

　そう溜め息を吐いたゼストも、スイード王国から姿を消した。





　　　　　◆






　窓から入る日差しで、シシリーは目が覚めた。

　昨日、いつ寝たのか記憶が定かでない。

　昨晩何があったのか思い出そうとして、ふと横を見ると……。

　自分のベッドで寝息を立てているシンがいた。

「え？　ええ!?　シン君!?　え？　なんで？」

　なぜか自分の隣で眠っているシンを見て、混乱するシシリー。

　その時、昨夜あった事を唐突に思い出した。

　昨夜、シンが不当に貶けなされ、つい激昂してしまい、あまりに悔しくて大泣きしてしまった事。

　そしてそんな自分をシンが慰め、寝かしつけてくれた事を。

　自分の手を見ると、シンの服を握り締めている。

　一晩経っても離してないとか、どれだけシンを放したくなかったのだろうと思ってしまう。

「ど、どどど、どうしよう!?」

　この事態にどうしようかとアワアワしていると……。

　初めて見るシンの寝顔が目に入った。

　全身全霊を掛けて自分を守ってくれるシン。

　この世で最も頼もしく、そして最も愛しい男性。

　その最愛の男性が自分の横で、無防備な寝顔を見せている。

　シシリーは、ついシンの寝顔に見入ってしまった。

　ぽーっと見ていると、シンが身じろぎし、やがて目を開けた。





　　　　　◆






「う……ううん……あれ？　シシリー？　なんで……」

　目が覚めたら、目の前にシシリーがいた。

　なんでここに……あ、そっか、昨日シシリーが服を握り締めて離してくれなかったからそのまま寝たんだった……。

「……おはよう、シシリー」

「お、おはようございます。あ、あの……ごめんなさい……服握っちゃって……部屋に戻れなかったんですよね？」

　そう言うシシリーの手には、まだ服が握られてる。

　……起きてまた握り直したのか？

「ああ、いや……服脱いじゃえば戻れたんだけどね……」

「あ、そ、そうですね。じゃあなんで？」

　疑問符を浮かべるシシリーに、俺は自分の気持ちを伝えることにした。

「昨夜……シシリーを一人にさせたくなかったんだ……」

「え……」

「俺のために怒ってくれて、泣き疲れて寝ちゃうくらい泣いてくれて……そんな子にいっちゃやだって言われたら……放っておく事なんてできなかったんだ」

「シン君……」

「ゴメンね。イヤだった？」

　いくら婚約者とはいえ、添そい寝ねはやり過ぎたかも……。

「そんな事！　そんな事ないです！　ちょっとビックリしましたけど、私のために一緒にいてくれたのに、イヤな訳がないです！」

「シシリー……」

　良かった、ちょっとイヤって言われたら激しく落ち込んでた自信がある。

「それに……朝起きたらシン君が横にいて……すごく嬉しかったです……」

「……ありがと」

「いえ……こちらこそ……」

　は、恥ずかし……。

　シシリーも恥ずかしかったのか黙り込んでしまい、ベッドの上で無言で見詰め合ってしまった。

　こんなところで、そんなに潤んだ目で見られたら……。

　お互いに何も言わずに、顔が近付いていく。

　そして……。

「おはようシシリー。だいじょ……う……ぶ……」

　シシリーを起こしに来たのだろう。マリアが部屋に入って来た。

　昨夜の様子から心配してたんだろうけど……幼馴染みとはいえノックしようよ！

　朝からベッドの上で顔を寄せ合い、キス寸前。

　まったく言い逃れできない状況を、バッチリ目撃された。

「あ……あ……ご、ごめんなさい……」

　怒鳴られるかと思いきや、真っ赤な顔をしてそっとドアを閉めたマリア。

　俺達は一瞬、この状況を理解できず、二人して固まり……。

　熱っつ！　顔、熱っつ！

　自分で顔が真っ赤になってるのが分かる。

　いけない！　マリアの誤解を解かないと！

「待ってマリア！　違っ！　まだシテな……」

「あ！　シン君！　ダメ！」

　マリアを追おうとした俺をなぜかシシリーが制止するが、時すでに遅し。

　ドアを開け外に出たところだった。

「あれ？　ここシシリーの部屋だよね？　なんでシン君が……あ、えええ!?」

「おお、ウォルフォード君、やるな」

「あ、え？　アリス？　リン？」

　なんでここに……って、そりゃそうかあ！　もう皆起きる時間だし、ここ女子の部屋が固まってるんだったあ！

「あらぁ？　ウォルフォード君？　なんで……あ……あはは……えーと……ゆうべはおたのしみでしたぁ？」

　ユーリまでそんなことを！

「違ぁーう！」

　うわあ！　墓穴掘った！

　慌ててシシリーの部屋に戻ると、シシリーはシーツを被って丸まっていた。

「ご、ごめん……」

「もう！　シン君！　もう！」

　シシリーの部屋にシンがお泊まり……。

　一瞬で皆に知れ渡ってしまった。





　　　　　◆






　シンが、朝シシリーの部屋から出てきたことは一瞬で皆に広まり、朝食時にはすでに全員が知っていた。

　そして、会談が始まる前に昨晩の襲撃者をイースに引き渡し、その後イースの責任問題を追及する必要があるため、朝食後すぐに宿泊先である迎賓館を出た。

　イース神聖国使節団が宿泊している宿舎は歩いて行くことができるため、アルティメット・マジシャンズ全員で歩いてそこに向かっていた。

　歩いて行けるとはいえそこそこの距離はあるため、道中はお喋りをしながらの移動となる。女子達の話題は、昨晩大人の階段を上ったと思われるシシリーに向けられていた。

「ねえシシリー」

「な、なに？　マリア」

「……痛かった？」

「ふえっ!?」

　あまりに直球な質問に、シシリーは硬直する。

　しかし昨晩の実態は、泣き疲れて眠ったシシリーにシンが添い寝をしていただけ。

　そんな体験はしていないのである。

「だ、だからっ！　そんなこと、まだしてないってば！」

「噓よ！　だって、あ、朝からキスしようとしてたじゃん！」

「そ、それは……」

「ほらぁ！　やっぱり！」

「ち、違うってばあっ！」

　朝、部屋から出てくるところではなく、ベッドの上でキスしようとしていた現場を目撃したマリアは、シシリーがいくら否定しても引き下がらない。

　どうしようかと困り果てていたシシリーに、意外なところから援護が入った。

「マリアさん、シシリーさんは多分まだ経験されてないですよ」

「なんでそんなこと分かんのよ、オリビア！」

　ほとんどの女子が、シシリーが初体験を済ませたと信じて疑わない中、オリビアだけがシシリーの言うことを肯定した。

「オリビアさん……」

　自分の言うことを信じてくれたオリビアに、シシリーは感謝と感激が止まらない。

　そんな感激していたシシリーだが、次のオリビアの言葉に固まった。

「だってシシリーさん、普通に歩いてるじゃないですか」

　……。

　皆の視線がオリビアに集中する。

「オ、オリビアさん？　あの、何を言ってるんですか？」

「え？　だって、初めての後って、まともに歩けないじゃない……です……か？」

　話しながら、段々尻すぼみになっていくオリビアの言葉。

　最後のあがきとして、疑問形にしてみたが、時すでに遅し。

　オリビアは、自白してしまったのだ。

「へぇ、オリビアって、もう経験済みなんだ」

「すごいね！　この中で一番大人だ！」

「いやっ！　あの！　し、しまったあっ！」

　自分がすでに経験済みであることを。

「そ、そうなんですか？　オリビアさん！」

　そのオリビアに一番食いついたのはシシリーだった。












「え？　いや、あの……」

「どうだったんでしょう!?　やっぱり痛かったですか!?　どちらから誘ったんですか!?　どんな手順で!?　し、下着はどんな……」

「シシリーさん！　落ち着いて下さい！　そんなこと、ここで話せる訳ないじゃないですか！」

「はっ！」

　自分の身近に、すでに経験済みの大人な女子がいた。

　婚約者であるシンとは、いつかはそういう関係になるのは分かっているシシリーだが、初めての体験ということで知識がまったくない。

　一体どうすればいいのか、皆目見当がつかなかったのだが、ここに先せん駆く者しやがいた。

　今までの不安を吐き出すかのようにオリビアを質問攻めにするシシリーに対し、オリビアはこんな朝早くから、しかも路上でする話ではないと、シシリーを諫めた。

　自分が我を忘れていたことに気付いたシシリーは、首まで真っ赤にしながら引き下がった。

　それを見たオリビアは、苦笑を浮かべながらシシリーに問いかけた。

「シシリーさん、本当にウォルフォード君のことが好きなんですね」

「はぅっ……」

　あまりの恥ずかしさに俯いてしまうシシリー。

「いいじゃなぁい。好きな人とぉ、そういう関係になりたいって思うことはぁ、自然なことだよぅ」

　そんなシシリーを励まそうと、ユーリも声をかける。

「ユーリさん……」

　優しく声をかけてくれるユーリに、視線を向けるシシリーだが、そのユーリの言葉の中に聞き逃せない言葉があった。

「もしかして……ユーリさんも？」

　そういう関係になりたいと思う、ということはユーリも思ったのだろう。

　ユーリがすでにそういう経験を済ませているかどうかまでは分からないが、過去にそういう存在がいたことは間違いなさそうだ。

「あ、やっぱりそうですか？　私、ずっとそうじゃないかなと思ってたんですよ」

　オリビアは、ユーリも自分と同じくすでに経験済みなのではないかとずっと思っていたらしい。

　そして、そう聞かれたユーリは。

「ふふ。な・い・しょ」

　ウインクしながらそう言ってはぐらかした。

「ああっ！　ズルイですよユーリさん！」

「えぇ？　でもオリビアのは自爆だよぉ？」

「うぐっ！」

　人気食堂の看板娘。

　アルティメット・マジシャンズの中では一番の一般人を自称するオリビアだが、肝心なところが抜けているのだ。

「ふふ。ここはやっぱりぃ、経験豊富なオリビアさんに色々とご教授してもらわないとねぇ」

　そう楽しそうにオリビアをからかうユーリと。

「オ、オリビアさん。いつ頃経験されたのですか？　マークさんの家とオリビアさんの家とどちらで……はっ！　まさか休憩宿……」

「マークの家ですから！　休憩宿なんて行ったことありませんから！」

　休憩宿とは、宿泊もできるが基本的には時間貸しの宿のことで、いわゆる、そういう宿のことである。

　赤くなりながらも、必死に投げかけてくるシシリーの質問に対して、またしても自爆するオリビア。

「ふぅん、そうなんだ。ビーン君の家かぁ」

　自爆したオリビアにユーリが追い打ちをかける。

「なんという誘ゆう導どう尋じん問もん！」

「ただの自爆だよぉ」

「じゃ、じゃあ、この前無線通信機を渡された翌日のことは……」

「あぁ、あったねぇ。でぇ？　それはどっちの家だったのぉ？」

　先日、シンから無線通信機を渡され、使い勝手についてモニタを依頼された際、マークとオリビアが揃って寝不足になっていたことがあった。

　おそらくそうなんだろうと皆思いつつも、タイミングを逃したため聞くに聞けない状態が続いていた。

　しかし、今まさにそのチャンスが到来した。

　だが。

「も、もう何も喋りませんから！」

「ええっ!?　そんな!?」

「あらぁ？　いじめすぎちゃったぁ」

「もう知りません！」

「オリビアさーん！」

　そんな経験済み、経験済みかもしれない、経験予定済みの三人が仲良くキャッキャしている後ろで……。

「チッ……浮かれやがってリア充どもが……」

「この先の予定が完全に白紙なのってあたし達だけ!?」

「別に問題ない」

　目の前で繰り広げられる光景に、マリアが荒んだ目をしながら舌打ちし、アリスが自分達の予定に彼氏が入る可能性が今のところ全くないことに危機感を覚え、リンはいつも通りだった。

「「ちくしょーっ！　彼氏欲しいぞっ！」」

「私はどうでもいい」

「「どうでもよくないっ!!」」

　今日もマリアとアリスは、彼氏募集中なのであった。





　　　　　◆






「誤解なんだよ……」

　昨晩の襲撃者を連行し、イース神聖国使節団の宿泊先に向かいながら、俺は必死に誤解を解こうとしていた。

「なんだ？　別にいいではないか。もうお互い成人しているし、婚約者同士なんだから、別に不自然な事ではあるまい」

「そうだけど！　そうじゃないんだよ！」

「自分もいいと思いますが、時と場所を考えて頂けると嬉しいかと……」

「だから！　こんな時にそんな事しないってば！」

　だが、オーグとトールは、全く信じてくれない。

　別に婚約者同士だし、例の魔道具もあるし、俺達がそういう事しても不思議でも不自然でもないよ？

　でも、こんな大事な会談中に、皆の泊まってる宿舎でそんな事する程非常識じゃないって！

「別にしてても、してなくてもどちらでもいいではないか。そんな事より、着いたぞ」

　駄目だ……俺達の関係から、事に及んだと認識されてるし、普通に受け入れられてる。

　もう……覆せないのか？

「フフ、やったじゃないかシン。どうだい？　世界が違って見えるだろう？」

「そうッスね。初めての後はそう感じるッスね」

　本当にしていたのなら、トニーとマークの祝福も嬉しいし話にも乗れるのだが、今は全く嬉しくないし話にも乗りようがない。

「だから違うって……何もしてないんだから変わりようがない……っていうかマーク、やっぱりお前……」

「あ、しまったッス」

　マークの奴、自爆しやがった。

　この前の寝不足は長通信じゃなくてやっぱり……。

「シン、お前も一緒に行くぞ。それとクロードもだ」

「え？　あ、ああ」

「は、はい！」

　またマークを追及できなかった。

　俺の時は皆から総ツッコミが入るのに、なんで俺からしようとすると邪魔が入るんだろう？

　その事を不思議に思っていると、シシリーが女性陣の輪からこちらに来た。

　俺は皆の誤解を解くのに必死だったけど、後ろの女子達は楽しそうだったな。

　弁明に必死すぎて全く聞いてませんけどね。

　シシリーは俺の隣に並ぶと……顔を赤くして頰をプクッと膨らませ、こっちを睨んできた。

　うわっ……可愛い……。

「もう、皆に変な誤解されちゃったじゃないですか」

「ゴメン……」

「せっかく……二人だけの秘密にしておきたかったのに……」

「え？　あぁ……ゴメン……」

「……もう」

　そっかあ……二人だけの秘密だったかあ。それは悪い事したな。

　……マリアには見られたけど……。

「おい、これから使節団に会うんだぞ。イチャイチャするな」

「あ、ワリ」

「す、すいません！」

　オーグに窘たしなめられ、俺はここに来た目的を思い出した。

　そうだ。昨晩、コイツらはシシリーの事を……。

　思い出したら、また腹が立ってきたな。




　オーグは、宿舎の玄関先にいたスイード王国の警備の人間に、イース神聖国の人を呼びに行かせるために声をかけた。

「アールスハイド王国王太子、アウグスト＝フォン＝アールスハイドだ。イース神聖国の人間に用がある。代表以外の誰かを呼んで来てくれ」

「ア、アウグスト殿下？　どうしてこちらへ？」

「用があると言っただろう。誰か立場のある者を呼んで来てくれ。ただし、今回の代表以外でな」

「だ、代表以外……で御座いますか？　それはどういう……」

「今理由を話す訳にはいかない。早くしてくれ」

「か、かしこまりました」

　やがて出てきたのは、初老の人の好さそうな神み子こさんだった。

「これはアウグスト殿下、このような所へ、それもこんなに朝早くにお出でになるとは、どういった御用件で御座いますかな？」

　穏やかな、しかし朝早く約束もなく訪れた事を咎めるような口調でそう問いかけてきた。

「ウム、まずはコイツらを見てほしい」

　そう言って、昨晩の襲撃者達を前に出す。

　前に出された襲撃者達は、当然縛りあげている。

「な!?　お前達は!?」

「し、司教様……」

　司教様か。ということは偉い人……なのか？

　創神教の神子さんの序列とか知らないのでそんなことを考えていると、オーグは話を進めていく。

「この者達は、イース神聖国の人間で間違いないようだな？」

「確かにそうですが……一体なぜこのような仕打ちを？　彼らがなにをしたというのです？　彼らは創神教の敬けい虔けんな信徒です。事と次第によっては問題にさせて頂きますよ？」

　この人は関係ないんだろうけど……あんな事しでかしといてこの物言い……ヤバイ、相当ムカついてきた。

「ほう、問題にしてくれるのか？　それは結構だな」

「な、なんですと？」

　問題にしてくれることがありがたいというオーグに、驚いた顔をする司教。

　司教さん、この場合は問題になるほうが逆なんですよ。

「我がアールスハイドに、民衆の間で聖女と呼ばれている少女がいるのは知っているか？」

「それはもちろん。戦場に出れば命懸けで魔人を倒して民を守り、怪我人がいれば誰であろうと無償で治療する。まさに創神教の教えを体現したような女性であると、そう伺っております」

　スゲエ噂だな。まあ、間違ってはいないけど。

　隣でシシリーがその評価に顔を真っ赤にしている。

　分かるよ……人が自分の事を褒めているのって恥ずかしいんだよな……。

「この縛り上げている彼らだがな、昨晩我がアールスハイド王国の宿舎に侵入し、その聖女を攫おうとしていたのだ」

「な！　なんですと!?」

「現行犯で捕らえたからな。自白も得たし、間違いない」

「そんな……なぜ……なぜそんな恐ろしい事を……」

　司教は、襲撃者達を見据えて顔を真っ青にしている。

　まさかコイツらがそんなヤバイことをするとは夢にも思っていなかったんだろう。

「ところで、これを問題にしてくれるのだったな？　他国と世界の命運をかけた会談の最中に、その他国の重要人物を誘拐しようとしたとなると……さて、一体どんな問題になるのだろうか？」

「そ……それは……」

　司教と呼ばれた神子さんが足を……というか体を震わせている。

　とんでもない事をしでかした者達への怒りと、これからのイース神聖国の立場を考えて震えが止まらないんだろう。

　本当に……よくもまあこんな事をしでかしたよな……。

「フム……ちょっとイジメ過ぎたか」

「自覚してんなら止めてやれよ……」

「なんだ、お前は悔しくないのか？」

「悔しいしムカついてしょうがないけど、この人は関係ないだろ？」

「そうだな。ところで、今貴き公こうらの置かれている立場は理解したか？」

「はい……」

　力なく項垂れている司教は、これも力なく返答する。

「では、おい。誰に命令されたのか教えてやれ」

　捕らえられている襲撃者達に、自分達に命令をしたのが誰なのか教えろと促した。

「……フラー大司教……」

「なに……？」

「フラー大司教に噓を教えられ、このような行動を起こしてしまったのです……」

　襲撃者の証言に、一瞬呆ける司教。

　だが、すぐに持ち直し、若干怒りのこもった声で再度問いかける。

「噓？　どのような噓です？」

「聖女様は……魔王と呼ばれる悪の人間に捕らえられ、辱しめられていると……それを救出するのが我らの使命だと……」

「馬鹿な!?　アルティメット・マジシャンズの魔王様と聖女様は大変仲睦まじい婚約者同士だと、世間で評判ではないですか！」

　そうなんだ!?　そんな噂、初めて聞いたわ！

「それこそ……魔王が世間を欺くために流した噓だと……そう言われて……」

「なんという……なんという愚かな事を！」

　本当に、なんて愚かなんだろう？

　そういう命令を出す方も、受ける方も。

「ですが……実際は噂の通り……いえ、噂以上にお互いを想い合っている事に気付きました。我々は……我々はもう少しで取り返しのつかない事をするところでした……」

　項垂れ、涙を浮かべて反省している様子の襲撃者達。

　敬虔な、っていうのは本当なのかな。まあ、行き過ぎてる感はあるけど。

「さて、そのフラー大司教なのだが……まさかこんな事をしでかしておいて、まだ代表として会談に参加させるつもりではあるまいな？」

「それはもう……君！　部屋に行ってあの豚を縛りあげてきなさい！　どうせまだ惰だ眠みんを貪むさぼっているのでしょう！」

「かしこまりました！」

　うわあ……人の好さそうな神子さんが人の事をブタって……。

「あ……！　これはお見苦しいところをお見せしました……」

「いや……貴公らも、あの大司教には苦労しているようだな……」

「はい……あの男は大司教という立場にいますが、決して聖職者などではありません。食欲と色欲に溺れ惰眠を貪る、とんだ破は戒かい僧そうなのです！」

　三大欲求完全受け入れ態勢じゃないか。

　そりゃ、真面目な神子さんから見たら、ブタ呼ばわりもしたくなるか……。

「あの男は、創神教を自分の欲求を満たすための道具としか見ていないのです！　一体これまで、何人の女性が奴の毒牙にかかったのか……」

　マジか!?　とんでもない奴だな！　本当に！

「そこまで分かっていて、なぜ奴を野放しにしているのだ？」

「確かに神子としては最低な奴なのですが……資金運用が上手く、イース神聖国の財務を大部分掌しよう握あくしていますので……」

「手を出せずにいたと」

「はい……」

　創神教は宗教団体だけど、イース神聖国は国家だからな。国の運用資金を担っているやつには手を出し難にくいんだろう。

「ですがそれも今日までです。こんなとんでもない……それこそイース神聖国が消えてなくなってしまうような大問題を起こしたのですから。極刑もあり得るでしょう」

「本当に大丈夫か？　また権力を使って逃げおおせるのではないのか？」

「イース神聖国にも聖女様の名声は届いております。特に教きよう皇こう猊げい下かが、御自身も過去に聖女と呼ばれていた事から、非常に気に掛けておられます。そんな聖女様を毒牙にかけようとしたとなれば……国民も、教皇猊下もお許しにならないでしょう」

「そうか、ならいいのだがな」

　へえ、創神教の教皇って女性なんだな。

　自分も過去に聖女と呼ばれていたから、シシリーの事が気になってるのかな？

　そんな事を考えていると、宿舎の二階から怒鳴り声が聞こえてきた。

「貴様ら！　これは何の真似だ!?　大司教たる私に対してなんという無礼だ！　離せ！」

　これは……神子さんがブタと言うのも分かる。聖職者にあるまじき、肥え太った男。

　その男が、護衛でついてきていた兵士さん達に縛りあげられ、引き摺って来られた。

「なんの真似だ!?　マキナ司教！　この私にこのような真似をしてただで済むと思っているのか!?」

「黙れ！　この大罪人が！」

　うわ、見た目からは想像できない怒鳴り声だ。

「今まで我慢してきたが、もう我慢の限界だ！　よりにもよって聖女様を攫おうとするとは！　しかも、この世界の命運をかけた会談中にこのような事を！　貴様はイース神聖国を滅ぼすつもりなのか!?」

「な、なにを……」

「ここにいる者が全て白状したぞ！　貴様に唆そそのかされ聖女様を攫いに行ったと！　そして失敗し、現行犯で捕まったと！　言い逃れができると思っているのか!?」

「で、でっち上げだ！　私を陥おとしいれようとするアールスハイド王国の陰謀だ！」

「貴様……この期に及んでまだそんな事を言うのか!?」

「ほう……この男達が聖女の部屋に侵入したのを我々は目撃し、現行犯で捕縛したのだがな？　それがでっち上げだと？」

「そ、そうだ！　アールスハイド王国がでっち上げ、私を陥れようとしているんだ！」

　コイツ……破戒僧とかいう前に、人間として最低だな……ヤバい、メッチャムカついてきた。

「……確か……フラー大司教はイース神聖国の代表だったな。つまり教皇の名みよう代だいだ」

「その通りだ！　私は教皇猊下の名代だぞ！　このような無礼が許されるとでも思っているのか!?」

　まさか……名代の意味も知らないのか？

　神子さん達はその意味を知っているのだろう。青い顔をしている。

「教皇の名代という事は……フラー大司教の言う事は教皇の言った事と同じという事だな？」

「それがどうした!?」

「つまり……イース神聖国は、先程から我がアールスハイド王国が罪をでっち上げ人を陥れようとする国だと……そう侮ぶ辱じよくしている訳だ」

「い、いや……そういう訳では……」

「そういう訳なんだよ、名代というのはな。それにアールスハイドにいる聖女も攫おうとした。つまりこれは……創神教の総本山であるイース神聖国は、アールスハイド王国に対し、敵対行動を取っていると、そう理解してよろしいか？」

「滅めつ相そうも御座いません！　この男は、他国の重要人物を誘拐しようとした大罪人！　教皇猊下の名代などでは御座いません！」

「な！　マキナ！　貴様！」

「イース神聖国使節団次席として代表の罷ひ免めんを申請する！　異議のある者はいるか！」

　マキナ司教の宣言に使節団の人達は誰一人反論しない。

「使節団の全会一致を得た！　よってアメン＝フラーの代表の任を解き、次席である私が代表を代行する！　最初の命である。コイツを縛りあげて本国へ連行しろ！」

『は！』

「マキナ！　貴様ああああー！」

　フラー大司教が神殿兵士さん達に引き摺られて行ってしまった。

　……イース神聖国の黒い部分見ちゃったな。

「御覧の通りで御座います。フラーの代表としての任を解き、私が代表代行を務めます。それで宜しいでしょうか？」

「ああ、構わない。だが、フラーのお陰でイースには大きな負い目ができたのは理解しているな？」

「はい……まったく……とんでもない事をしてくれたものです……」

　マキナさんというらしい神子さんがブツブツ言ってる。

　あの大司教のせいで、とんでもないマイナススタートだからな……愚痴りたくもなるか。

「では、私はこのまま会談に向かう。皆は自由にしていいぞ」

「あたし達……なにしに来たの？」

「さあ？　見学じゃないかい？」

　マリアとトニーが自分達はここになにをしにきたのかと疑問を感じている。

　そういえば、俺もシシリーも喋ってないな。本当になにしに来たんだ？

　皆とそんな話をしている最中にマキナ司教さんが声をかけてきた。

「申し訳御座いません、魔王シン＝ウォルフォード様と、聖女シシリー＝フォン＝クロード様でしょうか？」

　マキナ司教さんの後ろにはイース神聖国の使節団の人達もいる。

「そうですけど」

「聖女って……」

　シシリーは、創神教の総本山であるイースの司教から聖女とよばれたことが恐縮なのか、赤くなるより縮こまってしまった。

「この度は！　大変！　申し訳御座いませんでした！」

　そう叫ぶと、マキナ司教さん以下、イース神聖国の使節団全員が一斉に土下座した。

　うわあ……この人数に土下座されると引くわあ……。

「世界を救う英雄である魔王様と、民衆の希望の光である聖女様に対し、とてつもない非礼を働いてしまいました！　とても赦ゆるされる事では御座いませんが、平に！　平に御容赦を！」

　全員土下座の姿勢のまま微動だにしない。

　これは、俺がなにか言わないと収まりそうにないな……。

「……はあ、分かりました。謝罪を受け入れます」

「おお！　ありがたき御言葉！」

「アールスハイド大聖堂で挙式もする訳ですし……本当なら創神教の方と揉めたくはないですからね」

「ありがとうございます！　それならば御赦し頂いた感謝の印として私から教皇猊下に進言致しましょう！　魔王様と聖女様の御婚礼は、ぜひ猊下に執とり行おこなって頂くように！」




　……。




　…………。




　はああああああ!?




　創神教の教皇に結婚式を執り行わせるう!?

　なに言ってんだ!?　この人!?

「おお！　それはいい考えですぞ！　マキナ司教！」

「猊下は聖女様の事を、大変気にかけておられますからな。喜んで引き受けてくださるのでは!?」

「そうだろう？　これはぜひ、進言しなければ！」

　なんで他の神子さんたちもそんなに嬉しそうなんだよ！

　そしてマキナ司教さんは、なにをそんなドヤ顔してんだよ!?

「ちょっ！　ちょっと待って！　勝手に話を進めないで！」

「ではマキナ司教！　私が先触れで本国に戻り、教皇猊下に進言して参ります！」

「ウム！　頼んだぞ！」

「は！」

「だから待ってってば！」

　罪人ほったらかして先に帰ってんじゃねえよ！

「これは凄い事になったな。教皇猊下がお前達の結婚式を執り行うのか」

「マズイだろ！　お前を差し置いて、俺らが教皇に式を執り行わせたりしたら」

「フム、それもそうか」

「だろう!?　やっぱり断って……」

「なら、一緒に式を挙げるか？　エリーは元々そのつもりだったようだし」

「逃げ道のなくなる提案してんじゃねえよ！」

　王太子と一緒なら皆も納得しちゃうじゃねえかよ！

「諦めろ。それに……」

「なんだよ？」

「クロードもエリーも喜ぶと思わんか？」

　そういえばシシリーはずっと黙ったままだ。

　そう思って見てみると……。

「アールスハイド大聖堂で……教皇猊下が執り行う結婚式……夢？　これは夢？」

　なんかトリップしてた。

　こんなのもう……断れないじゃないか……。





　　　　　◆






　イース神聖国使節団の宿泊施設でのやり取りを終えたアウグストとマキナ司教は、シン達とはイースの宿泊施設で別れ、そのまま連れ立って会談場所であるレストランに向かった。

　個室には、すでにエルスのナバル外交官が到着していた。

　その彼の目には隈くまがあり、昨日アウグストから言われた戦後の利益について考えていたのだろう事が推測された。

「……おはようございます、アウグスト殿下。そちらは？」

「ああ、おはよう。昨日のフラー大司教から代表が代わってな。マキナ司教だ」

「初めまして、エルスの代表の方。私はハミル＝マキナ。役職は司教です。宜しくお願い致します」

「これは御ご丁てい寧ねいに。ワタシはウサマ＝ナバルと申します。ところで、フラー大司教はどないしたんですか？　代表が代わるとか、よっぽどですやろ？」

「ええ、まあ……ちょっと問題を起こしましてな、彼は本国へ強制送還されまして……私が代行する事になりました」

「問題……は、教えてくれる訳にはいきませんか？」

「ええ、申し訳御座いませんが……」

「そうですか……そらしゃあないですな……では、本日の会談を始めましょか？」

「そうしたいところなのだが……まだ朝食を食べていなくてな。先に食事をしてもいいだろうか？」

「はあ、またですか？」

「私もマキナ司教も、朝からバタバタしていたからな。ナバル外交官は？」

「一人だけメシ食わんと待っとるのは虚しゅうてかなわんので、御一緒させてもらいますわ」

　結局、昨日と同じように、朝食からのスタートとなった。

　昨日と違うのは、イースの代表がフラーではない事。

　そして、マキナの食べる量がフラーに比べて格段に少ない事だ。

「マキナ司教……でしたかいな？　そんな量で足りますのん？」

「はい。創神教の神子は必要以上の栄養摂取をしてはならないのです。最低限のパンとスープ。そして余った食物は民に分け与えよという教えですからな」

「昨日のフラー大司教とは大違いでんな。それにしても……ホンマにウチの国とは正反対ですな。ウチは富こそが正義ですよって」

「エルスの商人達にはいつか言おうと思っていたのです。そのように利益ばかり追求していれば、多方面に敵を作りいずれ身を滅ぼす。そうなる前に行動を改めた方が宜しいですよ？」

「……ホンマに……創神教の神子さんは皆同じ事言いよんな……残念ですけど、エルスは資本至上主義の国です。ボヤボヤしとったら、あっちゅう間にケツの毛までむしり取られてしまう。立ち止まられへんのですわ」

「ケ、ケツ……」

「喩えですがな」

「わ、分かってますよ」

　イースの神子がエルスの商人を嗜たしなめる。それにエルスの商人が反発する。この世界の至るところで見られる光景がここでも見られていた。

「さて、大分打ち解けたようだし、そろそろ本題に入ろうか」

「はいな」

「そうですね。ところで、昨日はどのような話になったのですか？　フラーは帰るなり部屋に引き籠もってしまったので、報告を受けていないんですよ」

「そういう事か。昨日は……」

　アウグストは昨日の会談の内容を伝えた。

　すると……。

「なんという……なんという恥を……」

「ワタシも打ちのめされましたわ……」

「それで？　戦後の利益については理解したか？」

「それはもう……正直、なんで気付かへんかったんか……自分が情けないですわ……」

　今回の騒動が終わった後、各国にどのような利益をもたらすのかようやく気付いたというナバル。

「その前に質問ですけど……今、旧帝国領はどうなってますのん？」

「帝都が陥おとされたのは確認している。皇帝が討ち取られたのもな。そして、いくつかの街が完全に攻め落とされたのも確認している。全ての街を確認した訳ではないが……」

「これだけの期間が経過しとったら……他の街も同じ目に遭うてるんとちゃうかと……」

「恐らくな」

「という事は……帝国全土で数十万おった人間は……」

「……残念だが……」

「そら……とんでもないことでんな……」

「おお、神よ……彼らに安あん寧ねいの眠りを……」

　偵察によって確認する限り街は全滅……いや殲せん滅めつさせられている。

　これを帝国領全土で行ったとするならば……もはや帝国に人間は残っていないと予想される。

　帝国の人口は全ての街を合わせると数十万はいた筈なので、その尋常ではない数にナバルはとんでもない事だと言い、マキナは大量の失われた命に祈りを捧げた。

「魔人達の行動意図が分からなくてな。帝国を支配しようとしているのかと思ったら、支配すべき民を皆殺しにしてしまった。まさかそんな行動に出るとは予想もしなかったからな、罪のない帝国国民を見殺しにしてしまったのは痛恨の極みだ……」

「それは……しょうがないでしょう？　まさか支配するのではなく皆殺しにしてしまうとは……我々も耳を疑いましたからな」

「せやけど……こない言うたら不謹慎かもしれませんけど……せやからこそウチらに利益が出ると……そういう訳ですやろ？」

　ようやく気付いたとみえるナバルを見るアウグスト。

「フム、気付いたようだな」

「ええ、なんで気付かへんかったんやろ？　事が大き過ぎて理解の範はん疇ちゆうを超えとったみたいですわ」

「どういう事ですか？　大き過ぎる？」

「……創神教の聖職者の前でする話ではないのかもしれないがな……今、旧帝国領にいるのは何だ？」

「何と言われても……魔人の集団でしょう？　それと、周辺国にまで溢れる程の魔物……」

　それでマキナも気付いたようだ。

「そう、今の旧帝国領……この際『魔人領』としようか、そこにいるのは魔人と魔物……それだけだ」

　元々いた帝国国民はすでにいない。

「我々が魔人を討伐し、魔物もある程度駆逐できたとしたら……後に残るのは何だ？」

「誰にも……誰にも支配されていない広大な土地……」

「この土地については周辺国で均等に分配される事になっている。エルスもイースも飛び地になってしまうからな。そこは了承して頂きたい」

「まあ……帝国とは国境を接してませんからしゃあないでんな」

「となると……我々の利益とは？」

　マキナの言葉を聞いたアウグストは、ようやく本題に入る。

「土地を分配するとは言ってもな、当然そこに人が住まい生産行動を取らないと意味がない訳だ」

　ナバルは分かっているという風に、マキナは納得したように頷うなずく。

「人間が生産行動を取るという事は、当然その人間が生活するための施設や設備が必要になる」

　一つ一つ話していくアウグスト。

　ナバルとマキナは口を挟まず、じっと聞いている。

「元々あった街がどうなっているかは分からんが、恐らく相当な復興が必要になる。その復興を……」

　アウグストはナバルを見た。

「エルスに一任する事で各国の了承を得ている」

　その言葉を聞いたナバルは、全身に鳥肌が立つのが分かった。

「資材の調達から建設までお願いしようと思っている。発注元はアールスハイドを始めとする各国。発注先は、エルスの商会に限定する」

「それは……それはとんでもない大商いでんな……」

「どうだ？　領土を分配してやる事はできないが、エルスに十分利のある話だろう？　もっとも、発注先の商会は入札で決めさせてもらうがな」

「……これだけの大商いの話、袖にできる訳おまへんな。分かりました。将来の利益のため、今は身銭を切らせてもらいましょ」

「そうか、ありがとう。宜しく頼む」

「こちらこそ、よろしゅう頼みます」

「で、イースなのだがな」

　ここまではエルスに利のある話ばかりだが、イースの話は出ていない。

「旧帝国での創神教とはどういうものだった？」

　アウグストのその言葉で、マキナの顔に不快の色が浮かんだ。

「はっきり言って、私は彼らを同じ創神教の教徒とは認めておりません」

「そうだろうな。そう聞いてもいたしな」

　創神教という、この世界で唯一の宗教。だがその教義の解釈は一通りではない。

　広く浸透している教義は、創神教にはいくつかの戒かい律りつがあり、それを守る事が善行を積む事であり、善行を積む事で創造神の御下へ導かれるというもの。

　その結果、戒律によってこの世界に善悪の区別ができ、各国はその善悪の基準によって法が定められている。

　ところが、宗教というものは、地域や環境によって宗派というものが生まれやすい。

　総本山では、神子は男女を問わず神の『子』という解釈なので、結婚しても良いし、神の子を増やす出産も認められている。

　もちろん、フラーのような己の欲望の為の行為は、戒律によって禁じられている。

　その一方で、地域によっては、神子は神にその身を捧げた者であるとし、結婚もそういった行為も禁じている宗派もある。

　そんな中で旧帝国での創神教とはどうだったのか？

「帝国の教会は……我らは神の子であり、神は我らを見守っている。故に自身の行動を素直に報告し、教会に寄付すれば、その行動は全て赦されるなどと……とんでもない事を教えておりました」

「そんなん……どんな悪い事しても、正直に言うて金払ったら赦してもらえるって言うとるようなもんやないですか」

「実際そうだったらしいぞ？　ただ、そのためには寄付が必要だから貧しい平民には浸透しなかったらしいがな」

「そのせいで、貴族達は自分の行動はなにをしても神に赦される行為だと勘違いし、平民達になにをしても良いと思うようになってしまったのです。本当に……とんでもないことです」

　懺ざん悔げではなく『報告』。

　そのために、帝国では平民に対する仕打ちに対し貴族達に罪の意識はなくなった。

　また創神教帝国派ともいえる教会の神子たちは、言い値でお布施の金額を決められるので、どんどん肥え太っていったのだ。

「で、その創神教帝国派の教会もなくなってしまった訳だ」

「ええ。という事は……」

「新しく造り直される街に教会は必要だろう？　そちらの言う悪しき教義の教会は魔人達が図らずも粛しゆく清せいしてくれた訳だ」

「つまり、正しき教義の教会を、新しくできる街に建設できると……」

「そういう訳だな。まあ、元々分配される国では、総本山派の教義が一般的である訳だから、新しい教会が増えるくらいの考えでいいのではないか？」

「そうですね。教会が増えるのは喜ばしいことです」

　アウグストが示した二国の利。

　復興のための建設等の工事をエルスに発注すること。

　創神教総本山派の教会が増えること。

　そのためには、魔人領に蔓延はびこる魔人や魔物の討伐が必須であること。

「さて、エルスに比べて実利的な事は少ない訳だが……イースは今回の事にこれ以上の要求はないだろう？」

「……そうですね、奴を代表にしてしまったのは私たちの落ち度です。今回、我々に少しでも利のある話で納得しておかないといけない立場ですから……」

「なら、協力してくれるか？」

「元々、魔人達の脅威に対して目を背ける事は教義に反します。もちろん協力しましょう」

「そうか、細かい調整や実際の作戦行動についてはまだこれからであろうが、ひとまずは……宜しく頼む」

　そう言ってアウグストは右手をテーブルの上に差し出した。

「ええ、こちらこそよろしゅう頼みます」

「宜しくお願い致します」

　ナバルとマキナはアウグストの手を取り、握手を交わした。

　ここに、アールスハイド、エルス、イース、それに周辺国を合わせた世界連合が発足した。





　　　　　◆






「お、帰ってきた。どうだった？」

「ああ、エルスもイースも納得してくれたよ。正式な調印は細かい事を決める後日になるがな」

　おお！　スゲエ！　本当に世界連合を発足させやがった！

「……なんだ？」

「いや……オーグって本当はすごい奴だったんだな……」

「お前……今まで私をどんな目で見ていたのだ？」

「え？　悪巧みと悪乗り好きの腹黒王子？」

「お、お前は……」

　あれ？　オーグがプルプルしてる。自分ではかなり的確な答えだったと思ったんだけど……。

「殿下の事をそんな風に言うの、シンだけよ」

　マリアがまた呆れている。

　そんなの、知る訳ないじゃん。

「そうだねえ、世間では、聡そう明めいで見目も良く、魔法の腕にも優れた、王家の歴史上最高の傑けつ物ぶつというのが一般的な評価だったからねえ」

「……おいフレイド……『だった』というのは何だ？」

「あ、申し訳ありません。ですがシンとのやり取りを見ていると、随分と身近に感じるものですから」

「……やっぱり諸悪の根源はシン、お前ではないか」

「何でだよ!?　それがオーグの本性だっただけじゃん。それより……俺の事を悪って言うとシシリーが怒るぞ？」

「フム？」

　そう言ってシシリーを見るオーグ。

「あ……あははは……」

　あっれえ？

「シン君とお知り合いになられる前は、まさか殿下がこういう性格の御方だったとは知らなかったですから……こういうお姿を見られるのは、やっぱりシン君のお陰なのかなって思って」

　なんか曖あい昧まいに笑ってるし。アールスハイド国民にとっては、今のこの悪乗りに全力を傾ける姿の方が意外なのか……。

「まったく、戻ってきた途端にこれか……さっきまでのシリアスな雰囲気が台無しだな」

「シリアス？」

　オーグが？

「あの……本当にすごかったんですよ？　昨日も今日も。常に主導権を持ったまま、エルスとイースの代表に最後は納得させて連合への参加を表明させましたからね」

　トールが会談での様子を、簡潔に教えてくれる。

　マジか。

「久しく見ておりませんでした、殿下の凜々しい御姿で御座った」

「……ユリウス」

「おっと、失言で御座った」

　チーム内に笑いが起きる。本当に、良いチームになったよな。

「そういえば、俺達の事紹介するとか言ってたけど、それは？」

「この後、連合締結の祝いの晩ばん餐さん会かいが開かれる事になっているから、その時に紹介する。今は時間が空いたからな、一旦戻って夕方にもう一度集合だ」

　そうなのか。これが終われば三国会談は終了か。

　途中、とんでもない事もあったけど、最終的に上手くいって良かった。

　まだ午前中だったため、オーグ達も交えて昼食を取り、夕方、会談が行われていたレストランに向かった。

　会談は二階にある個室を使っていたらしいが、晩餐会は一階のフロアで行われる。

　エルスとイースの使節団も来るからな。相当な人数になるのだろう。

「アールスハイド王国御一行様、御到着で御座います」

　レストランに着くと、俺達が到着した事を中にいる人達に向かってウェイターさんが告げ、扉を開けた。

　そして中に入ると……大きな拍手で迎えられた。

　おお……スゲエ……どうなるかと思っていた会談が、歓迎ムードになってる。

　本当にオーグってすごい奴だったんだな……。

「アウグスト殿下。それと、そちらが噂に名高いアルティメット・マジシャンズの面々と……魔王さんと聖女さんでんな？」

　これがエルス訛りか。エルス出身だってすぐに分かる喋り方だな。

「ああ、コイツが魔王シン＝ウォルフォード。こっちが聖女シシリー＝フォン＝クロードだ」

「お初にお目にかかります。エルス自由商業連合国のウサマ＝ナバルと申します。どうぞお見知り置きを」

「あ、シン＝ウォルフォードです。こちらこそ宜しく」

「シシリー＝フォン＝クロードです。宜しくお願いします」

「ほう……噂通り、大変な美少女でんな。魔王さんが羨うらやましいですわ」

「魔王さんって……」

「あう……そんな……」

　段々二つ名の方が名前みたいになってきてんな！　今普通に魔王さんって呼んだぞ？

「おや？　イースの方々は挨あい拶さつしまへんの？」

「いえ、我々は今朝顔を合わせましたからな。後程改めて御挨拶に伺うつもりだったのですよ」

「そうでっか。ところで魔王さん」

「だから魔王さんって……」

「ちょっと個別に御相談したい事がありますねんけど……よろしいか？」

「ナバル外交官、まだ晩餐が始まってもいないのだぞ。それは後程でいいだろう？」

「あ、そらスンマセン。つい先走ってもうた」

　あはははと笑いながらナバルさんはエルスの使節団の下に戻った。

「さて、細かい話と正式な調印はまだこれからだが、この世界の危機を救うため、そしてお互いの国が発展するための重要な連合が基本合意できた事を大変喜ばしく思う。それでは、我々の未来に……『乾杯』」

『乾杯！』

　オーグの乾杯によって立食形式の晩餐会がスタートした。

　したのだが……。

「魔王さん！　さっきの話の続きなんやけど！」

「あ！　ちょお！　ズルいですよナバルさん！　ウチらかて魔王さんと話したいのに！」

「そうですよお！　一人で独占は良おないですよ？」

「だあ！　やかましいわ！　早いもん勝ちやろがい！」

　エルスの商人達が一斉に俺の所に集まって来たのだ。

「フフ、シン君、大人気ですね？」

「こんなオッサンらにモテても嬉しくないよ……」

「あら？　じゃあ若い女の子にならモテたいんですか？」

　……あれ？　シシリーの笑顔が怖い……コッソリ腕もつねってるし。

　い、痛っ！　地味に痛！

「はあ……噂通りラブラブでんなあ……」

「ホンマやなあ……ウチのも昔は可愛かってんけどなあ……」

「あのトドが？」

「トドちゃうわ！」

「ホナ、何やねん？」

「ゾウアザラシじゃ！」

　マジか!?　何だこの漫才！

「プッ、アハハハ、アハハハハ！」

　シシリーが大ウケだ。

「お、ウケましたな」

「そら良かった。ホンマの事言うた甲斐がありますわ」

「ホンマなんかい！」

「アハハハ！　アハハハハ！」

　シシリーはツボに入ったみたいで笑いが止まらない。

「アハハ、フウ、アハハ、す、すいません、失礼しました」

「イエイエ、噂に名高い聖女様に笑てもらえるなんて滅多にないことですからな」

「飲み屋のネーチャンやったらしょっちゅう笑わせとるけどな」

「あれは愛想笑いやろ。なに自分がオモロイみたいに言うとるねんな」

「そんな事あるかいな！」

「アンタら！　漫才しに来たのかよ！」

　は！　つい突っ込んでしまった。

　すると、エルスの使節団の人達がビックリした顔してる。

「おお、なんちゅう鋭いツッコミや……」

「魔法使いの王とまで言われとんのに、ツッコミまで……恐ろしいでんな……」

「そこ!?　恐れるのそこ!?」

　あ、また突っ込んでしまった。

　エルスの使節団の人達が『おお』って言ってる。

「いや、感服しました。魔王さんの事尊敬しますわ」

「そんな尊敬はいらねえから！」

『おお』

「もういいよ！」

　その言葉でようやくオチがついたみたいだ。

　ちなみにシシリーはずっと笑ってる。

「はあ……で？　結局何の用ですか？」

「おお、せやった。実は、魔王さん魔道具作りの方も大変優秀や言うやないですか。それで、その、国と国との間で使われとるっちゅう例のアレですねんけどな……」

「例のアレ？　ああ、通信機ですか？」

「そうそう、それ！　それ……いくつか都合つけてもらわれへんやろか？　当然、料金は支払うよってに！　お願いしますわ！」

「ああ！　ナバルさん、抜け駆けはズルい！　魔王さん、いや魔王様！　どうかウチにも都合つけておくんなまし！」

「ウチもお願いします！」

　うわあ……一斉に頭下げてきたよ……どんだけ通信機が欲しいんだ？　まあ遠距離での情報のやり取りを瞬時にできる通信機は、商売人なら是が非でも欲しいところなんだろうけど……。

「いや……欲しいと仰られても、通信機は今度立ち上げる商会から販売される商品ですからね。しかも今のところ国家間でのみ通信されている物ですから国の許可もいりますし、俺個人に言われてもどうしようもないっていうか……」

「ホンなら！　その商会に発注して、許可貰えれば手に入るんですな!?」

「まあ、そういう事ですけど……」

　商会で買えるという言葉で喜色を現すエルス商人達だけど……。

「商会自体はまだできてませんよ？」

　その言葉に、先程の喜色が絶望の色に変わった。

　反応が面白いな、エルス商人。

「いつ……いつできるんですか？」

「この会談が終わって帰る頃には店舗の準備もできるから、戻り次第オープンするって言ってましたね」

「ホンなら！　直接エルスに戻らんとアールスハイドを経由して帰りますわ！」

「そらエエ考えや！」

「ホナ、皆に伝えぇ！　帰りはアールスハイドに寄ってから帰るでな！」

　即決かよ。確かエルスって旧帝国の東側周辺国のさらに東側だったはずだけど……滅茶苦茶遠回りにならないか？

「いやあ、これはエエ外交になりましたなあ」

「ホンマですな。夢の遠距離通信機……」

「夢が広がりますなあ」

　あっはっは、とまだ見ぬ通信機に思いを馳せているエルスの商人達。

「シン！　クロード！　こっちに来てくれ！」

「あ、すいません。オーグ……殿下が呼んでるので……」

「すいません。失礼致します」

「ええ、これはアレですかいな？　皆さんの御披露目ちゃいますの？」

「多分そうだと思います」

　エルスの商人達に断りを入れ、オーグの所へ行く。そこには、すでにチームの皆が全員揃っていた。

「食事中のところ申し訳ないが、少し注目してほしい」

　オーグの言葉で、エルス、イースの使節団の人達がこちらを向いた。

「今回の同盟で魔人領に打って出る準備は整った。だが肝心の魔人達だが……相当に強い」

　その言葉に両国の使節団がざわめいた。

「しかし殿下、街に流れている噂では、今回現れた魔人は、以前賢者様が討伐された魔人より相当弱いという事ですが……」

「マキナ司教、そんな事はない。それは結果だけを見ているからそういう噂になるのだ。このスイード王国には実際に魔人と戦った者達がいる。彼らに聞いてみようか？　この中で魔人が弱いと感じた者はいるか!?」

　ここはスイード王国である為、このレストランにはスイード王国の兵士が警備係として多数配置されている。そのスイード王国兵に魔人が弱いかどうか聞いたところ……。

「ご覧の通り、誰も賛同しないな」

　誰一人手を上げる事なく、俯いて唇を嚙んでいる。中には震えている者もいる。

「正直……アウグスト殿下達が……アルティメット・マジシャンズの皆さんが来てくれなければ……この国は滅んでいたでしょう……」

　警備係の兵士さんの一人がそう言葉を放った。

「し、しかし、彼らが来るまで持ち堪えていた訳でしょう？　なら……」

「持ち堪えられていたのは、魔王様の作った防御魔道具のお陰です。あの魔道具のお陰で持ち堪える事はできましたが……こちらの攻撃は一切通じず、魔王様の防御魔道具をもってしても、我らが不甲斐ないばかりに防御線を突破されました……国民にも少なくない犠牲が出ております……」

　唇を嚙みながら悔しそうに答える兵士さん。

「それを救って下さったのが、ここにおられるアルティメット・マジシャンズの皆様なのです！　私は……いえ、スイード王国国民は、アルティメット・マジシャンズの皆様に多大な感謝と敬意を持っております！　本当に、ありがとうございました！」

　警備係の皆さんが一斉に頭を下げた。

　クルト王国では犠牲は出さなかったけど、ここではな……。

　準備を怠ったことが未だに後悔として残っている。

　暗い顔をしてたみたいで、シシリーが俺の手をソッと握ってくれた。

　シシリーを見ると心配そうな顔で、でも笑顔を見せてくれていた。

　それだけで……少し救われる思いがした。

「せやけど、そんなに強い魔人をどうやって倒しますのん？」

「それは私達がやる。この……アルティメット・マジシャンズがな」

　おおっと、会場がざわめいた。

「改めて紹介しよう、魔王シン＝ウォルフォード率いる、アルティメット・マジシャンズだ」

　オーグが俺達を紹介すると、会場に拍手が起こった。

　拍手してんのは主に警備係の兵士さん達だな。

　うん、警備しようね。

　エルスとイースの使節団には戸惑いの色が見える。

「魔人達は私達が相手をする。各国には魔人領に蔓延る魔物の討伐をお願いしたい」

「せ、せやけど……いくら何でも、成人したての十五～六の子供に任せてばっかりいうのも……」

「我ら大人としては抵抗がありますな」

「ならば伺うが、貴公らの国に単独で災害級の魔物を討伐できる者はいるか？」

「さ、災害級の魔物を単独で討伐やて!?」

「そんな無茶苦茶な……災害級の魔物は、軍が総出で当たってようやく討伐できるんですよ？　そんな人間いるはずがありません！」

　そんな人間はいない……か。そう言われた皆は微妙な顔してるな。

「だが、魔人を討伐するにはその力が必要なのだ。なぜなら……」

　息を呑む両国使節団。

「魔人達は、その災害級の魔物とほぼ同程度の強さだからな」

　その言葉に絶望的な顔をする使節団の皆さん。特に護衛の兵士さんが青い顔で震えてる。トラウマか？

「そんなん……そんなん世界の終わりですやんか！」

「おお、神よ……我らを救いたまえ……」

「なにを言っている。さっき言っただろう？　スイード王国を襲撃した魔人達を我らが撃退したと。その後クルト王国に現れた魔人も撃退したぞ？」

　そのオーグの言葉にさらに驚愕する両国。

「そんな……ホンなら……アンタ方は……」

「災害級の魔物を単独で討伐できる者達ばかりだな」

「な、なんやて!?」

「ほ、本当ですか!?」

「ああ、でなければ、魔人達を撃退する事などできないだろう？　これで安心したか？」

「ええ……それはまあ……」

「なんだ？　なにか言いたそうだな？」

「い、いえ、なんでもありまへん……」

「そうか？　言いにくいのなら代わりに言ってやろうか？　『これだけの戦力を持ったアールスハイドは、魔人の次の脅威になる』。……違うか？」

「いや……なんちゅうか……まあ……」

「そ、そんな事は……」

「私ならそう思うがな」

　オーグのド直球に上手く答えられない両国。

　直球過ぎだろ。

「私には両国の、その他の国の懸念は手に取るように分かる。しかし、私はそれを知りながらこのチームを組織した。なぜだか分かるか？」

「……世界の平和のため」

「その通りだマキナ司教。世界の平和のため、このチームを組織した。なのでここに宣言しよう」

　もう会場内は完全にオーグが支配している。オーグのこういうところ初めて見たな。

「アルティメット・マジシャンズは、アールスハイド王国の固有戦力にあらず。この騒動が収まった後は、各国から人員を派遣してもらいその監視のもと、超国家的な組織として、世界平和のために行動すると」

　その宣言が終わった後、会場は静まり返った。

　誰もがオーグの言葉を反はん芻すうし、段々と感情が表に現れ始め、やがて……。




『おおおおおおお！』




　会場に大きな歓声が響いた。

「そらエエわ！　万が一なにかあったら、アルティメット・マジシャンズが駆けつけてくれるいう訳ですな！」

「まさに、まさに創神教の教義を体現しているような組織ではないですか！　素晴らしいですぞ！」

　エルスとイースの使節団から歓迎の声が上がる。行動指針を伝えるだけじゃなくて、各国から人員を派遣してもらうって言ったからな。

　各国の派遣員という名の監視があれば、ヘタな事はできないという訳だ。

「ホンで？　その組織はいつから稼働するんでっか？　こういう事なら早う人員の選定に入らなあきませんよって」

「その事なんだがな」

「ええ」

「二年半後だな」

「……はい？」

「なんだ？　忘れたのか？　我々はアールスハイド高等魔法学院の一年生だぞ？　つまり、実際に組織として稼働するのは我々が卒業してからだな」

　最近忘れがちだけど、俺達まだ高等学院一年生なんだよなあ……。

「……そういえばそうやった……」

「あまりに大きな戦力なので、すっかり忘れていましたな……」

　特にエルスの代表の人が残念そうだ。なんだろう？　輸送の護衛でもしてほしかったんだろうか？　でも、それは護衛を生業なりわいとしている魔物ハンター達の仕事を奪う事になるから、オーグは受けないって言ってたけどな。

「せっかく……せっかく派遣した人員がアルティメット・マジシャンズの皆さんと仲良うなれるように、美男美女を送り込んだろ思とったのに！」

「それは言っちゃダメなヤツなんじゃないの!?」

　なにを画策してんだよ！

　そんで、マリアとアリスとユーリは、満まん更ざらでもなさそうな顔してんじゃないよ！





〈つづく〉











あとがき






　みなさんが恋人や配偶者にしてもらって嬉しい行為は何ですか？

　手をつなぐ？　腕を組む？

　色々とあると思いますが、私の場合は『襟えりをなおす』です。

　なんというか、服装の乱れを何気なくなおしてくれる行為が、親愛を感じるというか、なんか好きなんです。

　まあ、中学生の頃、当時好きだった女の子が、他の男子の襟をなおしていたのを見て羨うらやましいなと思ったということもあるんでしょうが……。

　その後、実際に彼女ができ、襟をなおしてもらった時になんとも言えない幸せな気分になったことを思い出します。

　なので、作中でもシンとシシリーのイチャラブシーンの一つとして、襟をなおすという行為をしてもらってます。

　私がシンと同い年の頃は羨ましくて仕方がなかった行為を何気なくやっている……。

　自分でやらせているのに、つい嫉妬してしまいそうです。

　という訳で、今回の五巻ですが、戦闘シーンは控えめな分、ラブ成分多めでお送りしております。

　Ｗｅｂ連載中も、この辺りはイチャラブシーンが多かったのですが、今回はさらに大幅に加筆しました。

　甘ったるい空気を感じて、存分に砂糖を吐き出していただければと思います。

　複雑に入り組んだ恋愛模様というのも、物語の醍だい醐ご味みの一つかとは思いますが、映像で見ると意外と見られるものでも、小説にするとやたら心が疲ひ弊へいしませんか？

　私は疲弊するし、なんとも言えない気持ちになります。

　自分が物語を書くのなら、そういう感情をなるべく起こさせないようにしたいと思うのです。

　ですから、『賢けん者じやの孫まご』の作中では相手は一人ですし、事あるごとにイチャイチャします。

　……決して自分がそうしたいからではなくてですね……。

　読者の皆さんに、せっかく小説を読んでいただいたあとに、後味の悪い思いはさせたくない。

　どうせなら、読んだあとに心がほっこり、スッキリしていただきたいのです。

　実は、四巻の発売前に、人生初インタビューを受けました。

　その時は、すでにあとがきまで入稿済みだったので、インタビューについて触れることができなかったのですが、その中で、どういう切っ掛けで始めたのかと質問されました。

　実は、この『賢者の孫』を書き始めた切っ掛けは、ちょっと色々あって自分がストレスを解消できる話が読みたいという、完全自己満足のために書き始めました。

　そして、書きながら自分のストレスを発散しているうちに、読んでくださる読者さんが増えていきました。

　そこで、どうせなら皆さんにも日頃抱えているストレスの発散場所を提供できればと思うようになったのです。

　皆さんがこの小説を読んでストレスを発散させることができていれば、これ以上の喜びはないです。

　そんな自分の欲望のために始めたこの『賢者の孫』も、皆様の御支援や関係者各位の御尽力により、五巻まで出させていただくことができました。

　しかも、この五巻の発売直前にはコミックの発売まで。

　沢山の人達がこの作品に携わり、色々と展開していただいていることが嬉しいし、ありがたくてしょうがないです。

　自分の人生で、こんなにも色んな人が手助けしてくれたことがあったか？　というくらい色んな人が尽力してくれています。

　そんな中で、毎回私に付き合ってくれる担当編集Ｓ氏。

　新刊発売にあたっての彼との打ち合わせは、毎度数時間に及びます。

　その内、八割は私の雑談です。

　いつも付き合わせてすいません。

　ですが、お互いに遠慮なく色々と話ができるのは、すごく貴重なことだと思っています。

　なので、これからもよろしくお願いします。

　そして、今回も素晴らしいイラストを提供していただいた菊きく池ち先生。

　今回の表紙で、主要キャラの女の子達は全て出そろいました。

　次どうしようかな……自分には描けない絵を毎度描いて頂けるので、つい色んなリクエストをしたくなってしまいます。

　またＳ氏とあれやこれやと言い合って決めたいと思います。

　そして、この五巻が発売される数日前に漫画版『賢者の孫』の一巻が発売されました。

　こちらについては、ここはこういう風にしてほしいとか、ここの台詞せりふが違うとかの確認や指摘はしますが、作画担当の緒方先生の構成には口を出さないようにしています。

　漫画作成は素人ですから、素人が口を出すと作品のレベルが低下しそうで……。




　なので、毎回ネームや完成原稿が送られてくるのが楽しみでなりません。

　もし、まだご覧になったことがない方は、是非漫画版の方もお手に取っていただき、小説と漫画を見比べ、この時の情景はこんな感じなんだと思っていただければと思います。

　ほぼ、私の頭の中の情景が再現されていますので。

　そして、いつもＷｅｂ連載を読んでいただいている読者の皆様。

　この本を手に取ってくださった全ての皆様に多大なる感謝を。

　皆様の日頃のストレス発散のお手伝いができるよう、これからも頑張りますので、今後とも宜しくお願い致します。





二○一六年　十一月　吉よし岡おか　剛つよし
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